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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 
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  副市長 奥 村 良 夫  副市長 福 渡  隆 
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  秘書課長 妹 尾 智 行  広報課長 古 賀 順 也  政策推進課長 有 場  隆 

  人事課長 浅尾耕一郎  人権女性政策課長 由 井 秀 子 

  政策推進課参事 湯 原 正 治  同課参事 細 井 隆 昭 

総務部長 山 口  猛  同部理事 辰 巳 裕 志 

同部参事兼情報政策課長 槙 納  縁  同部参事兼工事検査室長 江 草 敏 浩 

総務課長 川 本 勝 也  防災危機管理課長 川 西 浩 司 
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建設部参事兼建築課長 寺 田 満 夫  同部参事兼道路交通課長 永 田  享 

都市計画課長 杉 山  剛  水みどり課長 宮 城 陽 一 

道路管理課長 井 上 斉 之 

会計管理者兼会計室長 岩見賢一郎 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 池 上  彰 

同局次長 菰 原 知 宏 

消防長 明 原  修  消防本部次長兼消防署長 橋 本 雅 昭 

同部参事兼消防総務課長 松 田 俊 也  予防課長 小田原利博 

警備課長 木 下 正 雄  同課参事 林  州 次  警防第１課参事 小 西 智 文 
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  事務局長 牛 渡 長 子 同局主幹兼総括主査 香 山 叔 彦 



- 2 - 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分    
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（午前９時５９分 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は、藤浦委員

を指名します。 

 先日に引き続き、認定第１号所管分の審

査を行います。 

 藤浦委員の質疑が途中となっておりま

したので、引き続き質疑をお願いします。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員長 おはようございます。 

 それでは、引き続きの質問となりますが、

よろしくお願いをいたします。 

 ６番目からだったと思いますが、千里丘

三島線の改修工事の件ですけども、これま

ではこの千里丘三島線の改修工事と、それ

から香露園１号線の大型車規制はセット

であるという認識でした。 

 ところが、非常にショッキングな答弁を

いただきまして、別々だという話になりま

して、これまた地元の人たちとも相談をし

ながらこの千里丘三島線と香露園１号線

についてはしっかり要望していかないと

いけないなと思った次第です。 

 これは地域からも長年の要望が出てい

る案件でありますので、市役所当局としま

しても最大限努力をいただきたいという

ことをまず申し上げておきたいと思いま

す。 

 それから、千里丘三島線におきましても、

令和５年度完成を目指されて順調に進め

られているということで、現地を見ても残

っている木造住宅の交渉に入っておられ

ますし、契約ができ次第また来年度になり

ますけども解体が進められるということ

でございますので、これも遅滞なく完了を

目指しまして、ぜひ計画的に進めていただ

きたいということで要望しておきたいと

思います。これは終わりです。 

 続きまして、７番目、狭隘道路の整備事

業についてでございます。 

 先日の答弁では５件予定をしていたと

ころが、最終は１０件の補助になり、その

うちの２件は大口であったということで、

９９．１％の執行率になりましたというこ

とでございました。制度が令和３年度で変

わってきますので、そういうこともあった

のかもしれません。この制度がいよいよ令

和２年度で補助については終了というこ

とになります。 

 新しく令和３年度から始まっている狭

隘道路の新しい取り組みがスタートして

るということになりますけども、この旧制

度について、私は非常に評価をしていまし

た。平成２０年度から始まった制度でして、

この制度を活用されて整備をしていると

ころがあちらこちらに見受けられるよう

なところまで来たと思ってます。何回もこ

の質問をしながら、私はしっかり指導して

ください、整備をお願いしてくださいとい

うことを申し上げてまいりました。いよい

よこの補助金というものがなくなります

ので、これは非常に厳しくなると認識をし

ています。せっかくここまで進めてこられ

たのに、ここでストップしてしまうという

ことがないようにお願いしたいと思いま

す。これからは職員の情熱ですね、それか

らこの開発基準の中でしっかり指導して

いただき、ぜひ進めていただきたいなと思

うんです。ぜひそういう思いで続けていた

だくように、強く要望しておきたいと思い

ますので、これからも狭隘道路が整備され

ていくようお願いしたいと思います。 

 もう一方で、狭隘道路の新しい制度につ

いて、これは令和３年度の予算審査のとき

も言いました。ちょっと難しいのではない
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かなと思いました。 

 ところが行政経営戦略にも実は掲載が

されてまして、もうこれ後戻りできないよ

うな状態になっているわけですけど、具体

的なところについて教えていただきたい

と思います。 

 それから、８番目の未就学児移動経路で、

ハンプをはじめて付けられたということ

でございますので、今までハンプの設置に

ついてどうですかということで担当課に

もいろいろ申し入れもしてきたわけです。

担当課としては、音がうるさくて苦情が出

ますとかいう形で言われてこられました

けど、他市で非常に効果が出てるというこ

とで、付けてみようという話になったんだ

ろうと思います。そういう中でこれから市

内でも有効にこのハンプも利用していた

だきながら、安全対策を進めていただくよ

う要望しておきたいと思います。これも終

わりです。 

 続きまして、９番目の震災対策推進事業

です。 

 現在、令和２年度で８６％までいってい

ると、９５％が目標ということです。最終

が令和７年度ということは、あと９ポイン

トということになると思いますので、これ

はしっかり粘り強くやらないといけませ

んので、取り組みを進めていただきたいと

いうことを要望しておきたいと思います。 

 それとシェルターは答弁になかったで

すけども、事務報告書にも記載がないとい

うことで、シェルターの補助もやってます

よね。ホームページにもシェルター補助と

書いてありますけども、非常に消極的な表

現で、恐らく担当課としてはあんまりシェ

ルターの補助を進めたくないんだろうと、

私はホームページを見て感じました。これ

は木造と長屋住宅に限るということにな

ってますし、ほんまのこの応急措置という

んですか、耐震ができない、やむを得ない

場合にシェルターということに考え方と

してはなるんだろうと思うんです。ただ、

私としては、もう少しシェルターもＰＲを

していただきたいなと思うんです。 

 阪南市に行ったときに、阪南市のチラシ

棚の中には、シェルターの補助があります

と書かれたチラシが入ってました。こんな

ことやるんだなということで、注目をした

わけです。摂津市は全くそういうことはな

しで、ホームページも金額の記載がなく消

極的な表現となっています。せめて４０万

円補助しますとか金額を書くとか、もうち

ょっと扱いを積極的にしていただきたい

なということをお願いしておきたいと思

います。これは要望です。 

 次に、開発指導の関係です。 

 件数等は載ってるので分かるんですけ

ども、令和２年度に開発協議を行われた案

件で、千里丘東１丁目に総戸数９０戸くら

いの分譲マンションが建設されました。こ

の地域にはちびっこ広場もありませんし、

開発にあたってどう指導されたのかなと

私は疑問に思ってるわけですけど、この地

域になぜちびっこ広場がないのかと思っ

ています。ちびっこ広場の設置等はマンシ

ョンの規模的にいうとあってもおかしく

ないくらいですけども、そういう指導がな

されなかったのか、公共的なものについて

はどのような意見が付けられたのかにつ

いて、教えていただきたいと思います。 

 それから、１２番目。公園管理事業です。 

 トイレに限っての管理にご答弁いただ

きましたけども、４２か所の公園のうち２

８か所の公園にトイレがあるということ

です。そのうち１８か所が洋式化されてき

ました。洋式化がもうどんどん進められて
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いるということで、これは一定評価したい

と思います。 

 洋式化を望む声が多い中で、高齢者なん

かは特に洋式がないとできないというよ

うな方もいらっしゃいます。 

 それから、身障者用のトイレもふやして

くださいというお願いもしていました。令

和２年度では５か所ということですけど、

これも少しずつ計画的に進めていってい

ただきたいということお願いしておきた

いと思います。 

 摂津市にハイキングで行こうやないか

みたいなことで、他市から団体で来られる

ケースがちょこちょこあります。 

 そのハイキングに来られている方が利

用されるのは、やはり公園のトイレです。

この公園のトイレがきれいであれば非常

に印象をよくされるし、汚かったら非常に

悪い印象を持たれるということです。公園

のトイレをぜひきれいにしてくださいと

いう声をいただきました。トイレは、市外

の方をお迎えするのに非常に重要なもの

であるなと、私も共感をしたわけです。そ

ういうことでこのトイレにつきましては、

ぜひともそういう観点を持って、摂津市の

印象が左右されるぐらいの思いを持って、

ぜひともきれいに改修していただけると

いうことをお願いしたいと思います。 

 それから、もう一つの観点は、緑の基本

計画の進行管理です。 

 これは毎回申し上げているんですけど、

３年ごとにこの計画については、進行管理

を行うとなっています。 

 令和２年度は、その該当年度でした。だ

からそれなりの検証は行われたのだろう

と思います。その検証された内容について

教えていただきたいんですが、ある程度こ

の観点、全部というと大変なので、例えば

摂津市らしい写真展の実施であるとか、そ

れから表彰制度の設計というのもありま

した。緑のパンフレット作成、公園ワーク

ショップの開催、先ほども言いました防犯

カメラの設置、これもうたわれていますけ

ども、どんな検証になったのか。 

 それから、中間見直しの年にも当たりま

すので、中間見直しはどうなっていってい

るのかいうこともお願いします。 

 それから１２番目です。 

 自主防災組織の支援事業についてです

けども、先日の答弁において各組織で新た

な取り組みが始まっている中で、コロナ禍

で活性化できなくなってしまったことは

非常に残念だという答弁でありました。 

 特に注目されているのは、柳田地区の活

動で、自分たちだけで避難所開設をすると

いうことで、これは非常に期待をされてい

てて、これを広く展開していきたいという

思いがあるんだということでございまし

た。この柳田地区の取り組みは非常に私も

注目していきたいと思います。 

 自主防災組織は、防災上極めて重要だと

思うんですけども、私の知る限りでは、自

主防災組織の規約を参考に班を作ってい

くんですけども、その中に例えば炊き出し

班というのがあります。これは民生委員な

んかが入ってくることが多いです。 

 民生委員からすると、私たちは炊き出し

をしている場合じゃないんだと。非常時の

ときは、私たちは安否確認をしないといけ

ないのに、なんで炊き出しなんですかとい

う意見が出たり、いろいろこの改正をして

いかないといけないということがありま

すが、なかなかその改正をしようというと

ころには至らない。やっぱり一遍できたも

のは、もうこれでええやないかと、そうい

う考え方が非常に強いです。 
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 それからもう一つは小学校ごとに作ら

れているということで、連合自治会が主体

になります。だから自治会長なんかが必ず

この自主防災組織に入られてるというこ

とで、充て職じゃないですけど、そういう

人たちが集まるということが多いので、な

かなか女性が入っていません。中心的立場

に女性が入れていないというのが、私は問

題だなと思っています。それともう一つは、

訓練が硬直化しているという問題です。 

 改善を行っている組織も確かにあると

思います。課長がおっしゃったように、改

善しようとしてる組織もあるんだろうと

思いますけども、そうでない組織もなかな

か多いだろうと思います。 

 この自主防災組織自体がもっともっと

柔軟化をして、そして自ら向上していくこ

とが非常に重要だと思ってます。その意欲

を啓発するためのいろいろなアイテムが

あります。例えばＨＵＧ訓練なんかは意識

をどんどん啓発させていく一つのツール

です。防災危機管理課として、まずこうい

う方向を目指さなあかんという思いをも

って取り組んでいくことが重要だと思っ

ています。私は今何点か指摘をしましたけ

ども、防災危機管理課の立場としてどう考

えておられるのかということについて、お

聞きしたいと思います。 

 また、自主防災組織の主体的な組織であ

る自治会の加入率がどんどん低下をして、

現在は５０％を切ってしまいました。とい

うことは、自主防災組織に関わらない世帯

が半分以上になってるということになり

ます。そうでないところもあるんでしょう

けども、自主防災組織は自治会に入ってな

いといけないというところが結構ありま

す。だから、この兼ね合いをどうしていく

のかというのは、考えていかないといけな

いと思います。 

 それで、自治会のないマンションなんか

は管理組合があって、管理組合でいろいろ

活動されているとこもあると思うんです。

実際に防災訓練をやってるところもあり

ますし、まだできていないところもたくさ

んあると思いますが、とにかくそういう自

主防災組織とは別の形でので防災支援と

いうことについては、どんな考えになって

いるのか。また、自治会に加入していない

人たちの防災について、今後どうしていこ

うと考えておられるのか、合わせて聞いて

おきたいと思います。 

 それから、援護者の安否確認については、

現在配付されています要援護者名簿、これ

を何年か前に作成をされて、各自主防災会

に配付をされました。実際に災害があった

らそれを見て、安否確認をしてくださいと

決められていると思いますけども、実用的

ではないと思います。 

 全体を把握されているわけではないの

で、ご近所での見守りにかかる期待が大変

大きいと思います。 

 そういう中で自主防災会としての主体

となる自治会も加入率が低下していると

いう中で、この要援護者の確認をそうして

いくのかということについての考えを教

えてください。 

 それから防災マップを作成した地域で

は、おねがい会員などの災害弱者の支援に

ついてはどう考えておられるのか、合わせ

てお願いしたいと思います。 

 １３番目、災害対策調査委託料と掲示板

製作委託料について１回目にお問いをし

ましたけども、答弁がありませんでしたの

で、ご答弁お願いしたいと思います。 

 そして、防災士資格所得の助成制度につ

いては、分かりました。ただ、防災士を取



- 7 - 

 

得した後について、一定の役割がなかった

ら、どうしたらいいか分からないというお

声も聞いています。 

 防災サポーターの定義を見てみますと、

発災時に自助・共助の精神に基づき、第一

に自分の命を守ること。そして、避難所の

開設運営の支援や行政と連携を行う等、地

域防災の要となる方。平常時には地域の防

災対策や防災啓発活動等に積極的に取り

組み、地域防災力の向上に寄与いただける

方、こういうふうになってるんですね。確

かにそういう重要な立場にあるという意

味合いなんですけども、そのためにはやっ

ぱり自主防災組織の中でこの防災サポー

ターというものについて、もっともっと周

知をしていただかないとあかんかなと思

うんです。そして、防災サポーターに対し

て、一定の認識を持っていただくことが、

ある意味では役割を担うということにな

るんだろうと思うんです。防災サポーター

が訓練に行ったとしても、何をしたらいい

のか分からないという感じになります。こ

のままでは地域防災力の要になりづらい

という声が出てますので、そういうことを

きちっとやっていくことによって、じゃあ

防災サポーターになろうと、防災士を目指

そうという機運が高まってくると思うん

ですけどね。そういうことが必要だと思っ

ています。 

 だから、前からこのことはずっと言って

ますけど、とにかく自分たちでスキルアッ

プができる体制を取るべきだと。摂津市が

直接指揮してやるというのは、確かに無理

かもしれません。でも、自主的に運営をし

てもらう中で、例えば摂津市は、事務局を

やるけどあとは自主的に運営をしてもら

って、自分たちでいろいろスキルアップの

取り組みをしていただく。例えば防災サポ

ーター連絡会とか、そういう組織体を作っ

て、スキルアップをやっていくべきだと

前々から申し上げております。 

 そして、新たになられた防災サポーター

をさらに育成をしていくという、そういう

考え方が必要だと思いますけども、これは

令和２年度当初のときも同じこと申し上

げておりますから、令和２年度での到達点

を教えてください。 

 １４番目、第２回防災サミットの開催が

できなかったということもお問いをしま

したけども、この答弁が漏れていましたの

で、お願いします。 

 それから、鍵ボックスの件です。これは

全小・中学校に設けました。２年目にはそ

の他の避難所にも設けますということで、

２年計画になっていたと思います。 

 この鍵の扱い方は、職員が行うというこ

とになっています。令和元年度に非常に注

目度の高い防災練習をされました。総合防

災演習の中で、衛星放送を使って千里丘公

民館の避難所開設訓練をしますというこ

とで映像を流されました。当時現場では、

自治会長らがチェックシートを見ながら、

危険な場所がないかなどの点検をされて

おりました。そういう映像が流されていま

したけども、ええことやないかと、自分た

ちで確認をして、自分たちで開設して、自

主防災会とは本来そういうものですから、

自分たちで開設して、自分たちで運営をし

ていくことになります。 

 ところが地域防災計画によりますと、避

難所を開設するのは、市の職員である緊急

防災推進員、班ごとに４人ぐらいいらっし

ゃいます。班長が鍵を持ってて、班長が来

ないと他の班員は鍵を開けれません。なの

で、鍵ボックスを付けて、誰が最初に到着

しても開けれるようにするんやというこ
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とでしたけども、その後に点検をしないと

いけません。地震のときは点検が必要にな

ります。柳田地域の自治会長が、わしらが

行ったほうが早いから、わしらが開けて、

ほんで点検して開設したらいいのではと

いうことを言われていました。 

 私もそうやなと思います。そこまで言う

たら自主防災会を信頼して、開けてもらっ

てもいいんじゃないかと私は思います。こ

れはもうずっと申し上げています。 

 あと、例えばその点検するのは摂津市や

ないといけないというんやったら、市役所

の皆さんは専門家ではありません。一方で、

自治会の中に専門的な方は幾らでもいら

っしゃいます。そういう人たちを防災サポ

ーターの中でもこういう専門家の避難所

建築物安全確認サポーターということで、

いざというときにその方に専門の目でチ

ェックをしてもらう。安全点検をしてもら

えば、より合理的ですし、信頼性も高いん

じゃないかと私は思います。 

 職員が要らないということじゃなくて、

やらないといけないことは山ほどあるの

で、最初の開設のところについては、そう

いう対応をされたらと思います。これはず

っと言ってますから、令和２年度での到達

点で結構ですから、教えていただきたいと

思います。 

 それから、市が管理している建物は、鍵

ボックスが付いて開けられるんだけども、

例えば摂津高校や星翔高校、薫英学園、そ

れから民間企業で協定書を結ばれている

避難所、そういうのも市民に対してどうい

うふうにして開設をされていくかという

ことは明確にして、周知をしておくことが

必要だと思いますので、そういうことにつ

いても考えを教えてください。 

 それから、自主防災組織については、例

えば市民として外国人がふえてきました。

こういう方が避難所に逃げて来られる可

能性がありますよね。そういうこともしっ

かり準備しとかないといけない。自主防災

組織として準備をしておくということも

必要だと思いますし、前にもペットの話を

しましたね。ペットを飼ってる人は元気な

人が多いから、遠方へ逃げていただくとい

うことを言われましたけども、そういう人

ばかりではありません。ペットを飼われて

いる方が高齢で移動が大変な場合もあり

ます。いろんな人がいますので、しっかり

対応していかないといけないと思います。 

 環境省も人とペットの災害対策ガイド

ラインというのを出されてまして、しっか

り呼びかけてくださいということもこの

中には書いてありますので、そのこともや

っぱり自主防災会としてはしっかり考え

ていかないといけないということになる

と思います。そういうことも含めて、自主

防災会をどのように支援していくのか、市

としては考えておかないといけないと思

うので、その辺の認識も聞いておきたいと

思います。 

 １５番目ＳＯＳ避難メソッドです。 

 このメソッドでは、自宅避難者想定は３

割と言われてますので、２万人ぐらいです。

あと、縁故避難をしてくれる人が２割ぐら

いということなんで、１万３，０００人ぐ

らいで、あとの避難対象者のうち１割ぐら

いが逃げられるだろうということですか

ら、残りの人も遠方へ避難させると、こう

いうことになります。ところが一方で広域

避難の具体的な避難先などが決まってい

ないとの答弁でした。 

 現在はこの広域避難のほうがまだ示さ

れてないので、市内の近隣地域縁故避難に

力を入れていきますという答弁がありま
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したけども、この広域避難についてはでき

るだけ早く、計画を策定されて、市民に周

知をしていただくということが大事です。

それと、近隣の避難先として、こんな広場

がありますよということを示すのはやっ

ぱりセットだと思うんですよ。 

 前も言いましたが、市内に浸水しない財

産区の集会所が九つぐらいあるかなと思

うんですけど、こういったところは、管理

者が森山市長なんです。有事に使わせても

らえるよう提携を取るとか、イズミヤの駐

車場部分も財産区ですので、緊急時には閉

鎖してもらって、そこは避難所として使わ

せてもらうなど、具体的方法をどんどんと

示していかないといけません。逃げおくれ

た人の一時避難もそうですけど、広域避難

をする人たちも圧倒的に多いので、この人

たちが路頭に迷わないように、避難先を決

めていくということも大事だと思うんで

す。これは令和元年度の決算審査のときに

も言いました。その際には、検討しますみ

たいなご答弁がありましたけど、現時点で

聞いたらあきませんけど、令和２年度での

到達点を聞いておきたいと思います。 

 それと合わせて、国土交通省はマイ・タ

イムラインを各家庭で策定するよう推奨

しています。このマイ・タイムラインにつ

いては、前も言いましたけど、茨城県常総

市の鬼怒川が決壊したときに、あまりにも

事前に避難する人が少なかった。みんな家

にいたんです。なんでやというところから、

このプログラムが作られまして、とにかく

事前に逃げようと、こういうことからマ

イ・タイムラインを作成され、推奨されて

います。 

 誰一人犠牲者を出さない防災を実現す

るためには、必要やなと直感をしましたけ

ども、以前にも担当課にマイ・タイムライ

ンを見せたことがありますけども、非常に

いいもんだと絶賛をされていました。本年

６月の本会議でも野口議員の質問の中で、

水害時に自ら命を守るためにマイ・タイム

ラインの作成を働きかけていくという答

弁もされていました。やろうという思いに

なっていただいていると思いますけども、

具体的にどういうふうに進められていく

のか、教えていただきたいと思います。 

 一方で、今度は要援護者の話です。本年

５月に災害対策基本法の一部が改正をさ

れました。個別避難計画の作成、避難行動

要支援者の円滑、かつ迅速な避難を図る観

点から、この個別避難計画の作成について、

市町村に努力義務が課せられました。 

 これは福祉サービスの利用のためのケ

アプランです。介護保険を使って作るんで

す。ケアプランを作成することを通じて、

平時から避難行動要支援者本人の心身の

状況とか生活実態等を網羅的に把握して、

介護支援専門員とか、相談支援専門員等の

福祉専門職の参加のもとで本人とか家族

とか地域住民とか行政が連携をして、個人

の計画を策定するというものです。 

 全国では、１２．１％の地域が終わって

いるそうです。未作成は３７．８％で、本

市は当然未作成です。 

 これについて、兵庫県では早くから作成

を進めております。今までの被災地の状況

を見ていると、要援護者は避難所に行くと

具合が悪くなる傾向があります。結局そこ

から関連死してしまうことがあるんです。 

 なので、そういうことも含めると、関連

死にならないようなところへ避難をする

ということが前提になりますけども、一人

も犠牲者を出さないという防災を目指そ

うというのが国の取り組みであり、また当

然摂津市もそのためにＳＯＳ避難メソッ
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ドを打ち出されたと思います。 

 そうなると、やっぱり要援護者にしっか

り対応していかないと、一人も取り残さな

いということにならない。避難所へ避難を

してると、要援護者の場合は具合が悪くな

る傾向があるので、関連死につながってく

ことがありますから、そういう観点を持っ

てやっぱりやっていかないといけないな

と思います。 

 今年は内閣府が手を挙げて、そういうモ

デル事業を募集したら、熊取町と豊中市が

やってるということです。 

 だけども、摂津市も早い段階でこれはぜ

ひ取り組んでいただきたいなと思います。

これは所管が保健福祉課になるかもしれ

ないですけど、そのことについてお考えだ

け聞かせいただきたいと思います。 

 それから、最後に新地方公会計制度です。

先日もご答弁いただきまして、令和２年度

分は令和３年度末に作られるということ

で、当然この決算審査には間に合わないと

いうことになります。今までは共通の物差

しがなかなかなかったので、これで各地方

の財政状況が一目で分かるようになると、

見える化につながるということやそうで

すけども、私はそれだけではなかなか物足

りないと感じていて、やっぱりこの決算審

査に出していただいて、しっかりチェック

をしていくというのを理想としていまし

た。実際に大阪府なんかはそういう方法で

やられていますし、それと同じ方針を取り

入れた吹田市も同じ形でやられています。 

 これは要望としておきますけども、そう

いうことも加味をしながら、一回検討して

いただいて、せっかく作っていくものなの

で、それを大いに活用できるようにしてい

ただきたいなということで、これは要望と

しておきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号１番、財政全般

についての３点についてのご質問にお答

えいたします。 

 １点目、経常収支比率が９５．８％とな

った理由であります。 

 経常収支比率が９５．８％となった主な

理由といたしましては、歳入におきまして

は、地方消費税交付金や法人事業税交付金

の増により経常経費一般財源等の総額が

前年度に比べ増となったことによるもの

です。 

 それから歳出におきましては、扶助費に

おけます経常経費充当一般財源が前年度

に比べ減となっております。この経常経費

充当一般財源総額につきましては、歳出の

総額から国庫負担金等の特定財源を差し

引いた後の金額となります。 

 扶助費の国庫負担金や府負担金などに

つきましては、多くが申請ベースで負担金

などを一旦、受けまして、その後実績報告

を行います。 

 一旦受けました負担金等との間、実績報

告と申請ベースの間に過不足があった場

合には、次年度に清算をすることになりま

すけれども、申請時期が比較的早い時期で

もありますことから、この過不足というの

は必ず生じるものであります。 

 令和２年度におきましては、扶助費の歳

出総額は令和元年度より増加をしており

ますけれども、この特定財源が歳出総額に

対して高い割合で歳入として受けており

ますことから、扶助費の経常経費充当一般

財源総額が少なくなっているというもの

になります。 

 これらのことから経常収支比率が９５．



- 11 - 

 

８％となったものであります。 

 次に、２点目の減収補てん債の説明につ

いてでありますけれども、令和２年度は新

型コロナウイルス感染症の影響によりま

して、景気変動に伴う通常の増減収を超え

る減収が生じる消費や流通に関わる税目、

こちらが対象税目に加えられたことから、

この税目に対しての発行を行ったもので

あります。 

 新たに加えられました対象税目としま

しては、地方消費税交付金、軽油引取税交

付金、不動産取得税、市町村たばこ税、ゴ

ルフ場利用税交付金、地方揮発油譲与税、

航空機燃料譲与税であります。 

 本市に関係をします減収が生じた税目

としましては、地方消費税交付金、市町村

たばこ税、地方揮発油譲与税であります。

この三つの税目で合計１億１，５８３万８，

０００円の減収がございました。 

 この令和２年度の追加措置分につきま

しては、地方団体の財政資金の確保を円滑

に行うことを目的としております。対象と

なるこの追加税目分については、交付税の

基準財政収入額の算定におけます精算制

度の対象外となっておりますことから、こ

れらの分の発行を行ったものであります。 

 次に、３点目の中期財政見通しの乖離に

ついてでありますけれども、今回の乖離に

関しましては、新型コロナウイルス感染症

によります税収見込みが大きく関係をし

ております。 

 令和２年１０月に試算をしております

財源不足額１４億円１００万円につきま

しては、新型コロナウイルス感染症の拡大

後の直近での見通しでありましたことか

ら、法人市民税をはじめとしました税収が

大きく落ち込むということを予測しまし

て、中期財政見通しの作成をしております。 

 令和２年度の決算では、税収が予想して

いたほど落ち込まなかったこと、それから

臨時財政対策債や減収補てん債などの発

行によりまして財源を確保したことから

乖離が生じたものであります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、質問番号

３番の集会所の耐震化についてのお問い

について答弁させていただきます。 

 集会所につきましては、建設から３０年

以上または４０年以上経過しているもの

が数多くございます。老朽化が進んでおり

ますけれども、これまで必要なメンテナン

スを行いまして、安全性を保ちながら安心

してご利用いただけるよう維持管理に努

めてきたところではございます。 

 利用者の安全面を第一に考えると、耐震

基準を満たしていない集会所につきまし

ては、耐震改修工事を行うことが望ましい

と考えておりますけれども、多額の財源を

要することや、公共施設等総合管理計画で

お示ししております施設再編の考え方に

照らしますと、今後２００平米以上の地域

の拠点となる施設、例えば学校教育施設で

あったり、公民館などの社会教育施設が該

当すると思われますけれども、そこの施設

が再編を迎える時期に、長寿命化に向けて

の大規模改修や、建て替えなどを実施する

こととなっておりますことから、その周辺

の集会所などの小規模施設につきまして

は、拠点施設への機能集約や複合化などを

検討することを考えております。 

 集会所につきましては、それぞれ地域の

状況も異なってまいりますので、老朽具合

また利用状況などを勘案いたしまして、地

域のご意見も参考にさせていただきなが

ら、再編の検討を行ってまいりたいと考え
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ております。 

 もう一点ですけれども、第４５集会所に

ついて、廃止後の施設の利用についてのお

問いであったと思われますけれども、こち

らにつきましては、本年６月の第２回定例

会におきまして条例改正の議決をいただ

きまして、先般１０月１日に廃止を行った

ところでございます。この施設そのものに

つきましては、平成８年の建築から２５年

経過しておりますけれども、これまで丁寧

な利用・管理がなされてきたということも

ありまして、構造的にはまだ活用できる状

態を保っております。 

 今年度の上半期にこの廃止後の活用方

法につきまして、庁内で幅広く提案を募り

ましたところ、子育て支援の観点からの活

用など、複数の提案が出されておりますの

で、現在いただいた提案の実現可能性につ

きまして課題整理等を行いながら、有効活

用について考えていきたいと思っており

ます。 

 以上でございます。 

○川西防災危機管理課長 質問番号５番、

防犯カメラについてのご質問にお答えい

たします。 

 防犯カメラについて、今後どれくらい必

要かとのお問いでございましたが、市とい

たしましてはこれまでも防犯カメラの設

置場所については警察と検討・協議を行い

まして、必要性の高いところに順次設置し

てきたところでございます。また、今年度

も新たに２０台の増設を行ったところで

ございます。 

 今後も、警察機関から設置の要望があれ

ば、その都度検討はいたしてまいる所存で

ございます。 

 また、公園にも防犯カメラを設置しては

とのご質問でございましたが、設置の必要

性の高いところであれば、警察と協議を行

い公園所管課とも検討してまいりたいと

考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 寺田部参事。 

○寺田建設部参事 それでは、７番目のお

問いの２回目のご質問の中で、新制度の内

容でのお問いでございましたので、建築課

のほうからお答えさせていただきたいと

思います。 

 新制度に係る相談であったり、申請の内

容でのお問いでございました。こちらにつ

きましては、１回目の答弁で井上課長のほ

うから答弁があったように、従前制度では

市内全域で建築敷地の前面道路４メート

ル未満の場合の建築基準法に基づく道路

中心後退、それと自主後退で側溝分の内容

についての助成ということで、平成２０年

度から制度を運用されてきたところでご

ざいます。 

 見直しにつきましては、この助成の対象

エリアを市内３地区に限定いたし、助成内

容等は拡充等をさせていただいている内

容でございますが、先ほど委員がご指摘の

とおり助成対象から外れる地区が相当数

出てきてるというところについては、原課

としても課題認識いたしておるところで

ございます。 

 この制度につきましては、道路管理課と

建築課のほうで協力して対応のほうもさ

せていただいているところでございます。 

 今年度に入りましてから現時点では２

０件を超えるご相談をいただいてるとこ

ろでございますが、ただ対象エリアであっ

たりだとか、要件に見合うところというと

ころでは、交付申請のほうは現状１件とい

うようなところでございます。 

 新しい制度でございますので、当然なが
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ら制度の周知を図っていく必要がござい

ます。こちらにつきましては不動産開発関

係の団体など、事業者向けに積極的に制度

周知を図ってまいりたいと考えておりま

す。 

 続きまして、１０番目のご質問の２回目

の内容で、千里丘東１丁目の分譲集合住宅

でのお問いであったかと思います。 

 こちらにつきましては、当該地は従前駐

車場として土地利用をされていたところ

でございます。開発区域の面積が５００平

米以上でございますが、土地の区画形質の

変更に当たらないということで、都市計画

法第４条第１２項に規定されます開発行

為には該当しないということから、都市計

画法上の開発許可を受ける必要はないと

審査させていただいております。 

 このため、市の開発協議基準によります

申請について、開発審査会で市の意見を取

りまとめ、関係課における協議が整い、そ

の後は建築工事に着手されたという状況

でございます。 

 ただ、先ほど委員がご指摘いただいてる

公共空地、公園・緑地・広場というような

ものがございますが、これらにつきまして

は市の開発協議基準に基づいた形で申請

者のほうにおかれましては、公園ではなく

緑地とする計画で、大阪府の自然環境保全

条例に基づく緑化計画書届出により水み

どり課と関係協議が整っているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○宮城水みどり課長 それでは、１１番目

のご質問、緑の基本計画についてお答えい

たします。 

 緑の基本計画の見直しにつきましては、

以前から委員よりご提案がございました

内容を含め、先のよりよい改善に向けた見

直しの途上でございます。 

 また、進行管理は３年ごとの中間年次に

計画を見直すこととなっておりますが、令

和２年度におきましては、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響を受け、各ボランテ

ィア団体におかれまして活動の自粛や停

止状態が続き、市においてもイベント開催

などが中止となり、思うような活動ができ

ておりませんでした。 

 しかしながら、このような状況下におい

てもできる取り組みとしまして、まず緑の

パンフレット作成では花いっぱい活動団

体が管理する花壇や形状を把握し、さらに

各団体が活動を行う写真等を盛り込んだ

冊子などを作成するための準備を進めて

おり、それを活用した花壇の適正な維持管

理、ＰＲ活動などに利用できるようにして

まいりたいと考えております。 

 公園のワークショップにつきましては、 

普段であれば日頃より公園やちびっこ広

場の維持管理をしていただいている団体

からご意見やご要望などいただき、その内

容を反映させるべく環境維持や魅力向上

に努めてまいりましたが、各団体がコロナ

禍で活動を自粛や休止される中にあって、

遠出を控え近場の公園等を利用される方

がふえており、その中から頂いたコロナ禍

であるからこその特有な意見や要望等を

反映させてまいりました。 

 防犯カメラの設置につきましては、担当

所管課が必要と認められた際には、公園管

理者として設置場所のなどを含め協力し

てまいります。 

 この３年間の検証では、新型コロナウイ

ルス感染拡大により生活様式が一変し、そ

のことにより公園の在り方、緑の在り方に

ついて考えていく必要があります。 

 また、公園利用者や緑の活動団体から寄
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せられる意見や要望が日々変化する中で、

いかに対応していくかが課題となってお

ります。 

 これらのことを次の３年間の検証でも

進めてまいるとともに、引き続きよりよい

公園づくりを目指していきたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、質問番号

１２番でございますが、幾つか質問ござい

ましたので、順番にご答弁申し上げます。 

 まず、１２番の中の一つ目、自主防災会

の硬直化、もっと柔軟性を持つように支援

をしてはというところでございます。 

 確かに平成３０年度までは、自主防災訓

練等で自主防災会が活動されておられま

したが、令和になりましてなかなか活動は

されておられません。その中で平成の時代

の自主防災訓練であったり、活動を見てま

いりましたら、自主防災会そのものによっ

て温度差やばらつきは見られました。 

 委員がおっしゃるとおり女の人が炊き

出しにほぼほぼ回っているところも実際

ありましたし、訓練が少しマンネリ化して

いるっていう自主防災会も正直ございま

す。 

 ただその一方で、工夫されてる自主防災

会もやはり多数ございました。１回目の答

弁とかぶるんですけれども、やはりいろん

な自主防災会の役員、いろいろな方がおら

れますけれども、まずは我々の目から見て、

かなり先進的な活動をされたり、先進的な

自主防災訓練をされているところを皆さ

んぜひ見学してくださいよと、いい形でや

っておられますので、また刺激を受けてみ

てはという形で呼びかけて、他の自主防災

会はこんなことやってるんだなと感じて

もらうことで、それぞれ切磋琢磨するよう

な雰囲気を醸成することが、まず支援策の

第一歩かなと考えております。 

 続きまして、マンション管理組合であり

ましたり、マンション入居者に対する啓発

というところでございますが、これまで出

前講座でマンションの管理組合からお声

がかかりまして、入居者の皆様に水害時の

避難行動についての出前講座をさせてい

ただいている、定期的に呼んでいただいて

るマンションはございました。 

 ただ、これも新型コロナウイルスが蔓延

いたしましてからは、出前講座そのものの

お声がかからなくなりまして、正直なとこ

ろ現在は滞っている状態でございます。 

 今後の方向性はというお問いだったん

ですけれども、当然お声がかかりましたら、

感染防止に注意しながら啓発に出向く所

存でございます。 

 続きまして、自治会未加入世帯への防災

ということで、まず当然ながらなんですけ

ども、災害が発生いたしました場合は、市

は自治会の加入の有無に関係なく、避難所

の開設でありましたり、その他の支援策を

実施してまいります。 

 また、平素から防災啓発についてもハザ

ードマップを全戸配布しましたり、防災イ

ベントへの参加呼びかけなど、我々といた

しましては、全ての市民の方に防災情報が

行き渡るようにいたしております。ただ、

委員がご指摘されましたように、自治会単

位で出前講座や自主防災訓練などを企画

されている場合が非常に多いため、自治会

未加入の世帯に対する啓発機会が正直少

ないのもこれは事実でございます。また、

自治会の加入率の低下、これはもう我々防

災だけではなくて、全庁的な課題でもござ

いますので、今後、この課題をいかにすれ



- 15 - 

 

ば克服できるか、先進都市の事例も研究し

ながらもこれは知恵を絞って検討してい

る段階でございます。 

 続きまして、要援護者名簿であったり地

域版のハザードマップに関するおねがい

会員、まかせて会員についてのお問いでご

ざいます。 

 要援護者名簿も、それからハザードマッ

プのおねがい会員、要は災害時の災害弱者、

つまり逃げおくれる可能性が高い方とい

う考え方でございまして、現在、摂津市で

は災害時の避難行動要支援者の個別避難

計画、これを何とか策定したいということ

で準備を進めている段階でございます。こ

れから保健福祉部や各社会福祉団体にも

お願いいたしまして、災害時に一人も犠牲

者を出さないよう取り組んでまいる所存

でございます。 

 また、まかせて会員、おねがい会員につ

きまして、ハザードマップを作られた自治

会にアンケートを採りましたところ、幾つ

かの自治会でまかせて会員が少し不足し

ていることなど、我々も把握しております。

この件も含めまして、災害時避難行動の要

支援者の個別避難計画に併せまして検討

してまいりたいと考えております。 

 続きまして、質問番号１３番でございま

す。 

 防災対策事業の避難行動等検討業務委

託料の中身でございます。１回目で答弁が

抜けておりましたので、ご説明いたします。 

 この委託の中身なんですけども、河川の

氾濫のときのハザードマップ、それを基に

水害時に避難行動を要する市民の人数で

ありましたり、地域ごとにどれぐらいの方

が避難をするかというのを分析いたしま

した。また、想定の浸水深とコロナ禍での

３密を避けたパーソナルスペース、これを

基にいたしまして、避難所ごとに収容人数

をもう一度精査いたしました。 

 また、近隣自治体への広域避難に関して

の候補施設でありましたり移動手段の検

討なども含まれております。 

 続きまして、これも答弁が漏れておりま

したが、標示板制作委託料の中身というこ

とでお問いでございました。 

 これは、避難所となります公共施設に掲

示している看板、例えば、千里丘小学校な

どのように大きく看板を公共施設に貼り

つけてるんですけれども、これらの看板が

破損した場合の修繕料でございまして、令

和２年度は看板に破損がございませんで

したので、これはもう未執行でございます。 

 続きまして、防災サポーターにつきまし

て、防災危機管理課が支援いたしまして自

主的にスキルアップをするべきだという

お問いでございました。委員がおっしゃる

とおり、防災サポーターの皆様に自主的に

何か研修など自分たちで企画していただ

いて、切磋琢磨しながらスキルアップをし

ていただくことが非常に重要だと考えて

おります。ただ、昨年より、新型コロナウ

イルスの流行によりまして、なかなか防災

サポーターの皆さんに集まっていただい

たり、意識を高めていただいて技術を身に

つけていただく訓練というのが実施でき

ておりませんでした。今年度中に何とか第

３期の防災サポーター養成講座を進めて

いきたいと考えておりまして、まずはその

養成講座の中にオブザーバーとして第１

期目、第２期目の方にも声をかけまして、

まずは講座の内容も若干工夫しておりま

すので、ぜひまた一度皆さんで顔を合わせ

てもう一度座学を受けてみませんかとい

う形で、まずは集まっていただける機会と

いうのを提供していって、その辺りを切り
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口に取り組んでいきたいと考えておりま

す。 

 続きまして、質問番号１４番でございま

す。 

 令和２年度に予定いたしておりました

第２回防災サミットについて、どうなった

のかというお問いでございます。 

 この第２回防災サミット、中身といたし

ましては、片田教授による講演を中心に企

画しておりまして、令和２年６月１３日に

企画しておりました。しかし、新型コロナ

ウイルスの蔓延により延期いたしまして、

その結果、令和３年１月２４日に再度、日

を設定いたしまして、チラシを作って開催

に向けて動いてたんですけれども、またし

ても新型コロナウイルスの蔓延により開

催することができず、結果的に令和２年度

は中止とさせていただいております。 

 続きまして、災害時に市役所職員で全て

をコントロールするのは無理ですから、い

ろんな方に力を借りてはというお問いで

ございました。 

 委員がおっしゃるとおり、大規模災害の

ときに職員だけの力で立ち向かうことは

到底困難で、我々としましては、ほかの自

治体の職員に受援頂いたり、またボランテ

ィア、また地域の皆様、防災サポーターで

あったり自主防災会の皆様のお力添えに

ついては、大変ありがたいお話でございま

す。また、委員がおっしゃるように、例え

ば突発的な災害では市職員よりも先に地

元の方が避難所にたどり着くということ

も、これはもう間違いないことだと思いま

す。しかし一方で、避難所は公共施設です

ので、施設の管理上、鍵の取り扱いについ

ては慎重を期す、これも必要なことでござ

います。令和３年１０月頃、全ての避難所

に鍵ボックスの設置が完了いたしました。

この鍵ボックスを活用して、職員以外でも

鍵を扱って避難所を開けていただけるか

どうか、この辺りは検討してまいりたいと

考えております。 

 続きまして、大阪府立学校でありました

り民間施設を避難所に位置づけています

けども、開設方法、もう少し明確にしたほ

うがいいのではないかというお問いだっ

たと思います。 

 現在、大阪府立学校であったり私立の高

校、それから民間の事業者にも逃げ込める

ように防災協定を締結しております。 

 また、水害時の避難先については、一部

の民間事業所では夜間であったり休日の

受け入れができないという、そういう形の

防災協定もございます。分かりにくいとい

うご指摘もあります。そこで、広報であっ

たりホームページ、エリアメールなどを通

じまして、避難可能な時間帯であったり開

設方法、これはもう市民の方にしっかり周

知してまいります。 

 続きまして、外国人とペットに関係した

避難行動というお問いでございました。 

 万一の際、まず外国人の避難行動につい

てはどこの自治体でもなかなか多言語で

の表示であったり多言語での案内という

ところ、同じ課題を抱えておりまして、防

災課長会議でもほかの市の管理職もよく

話題になるものでございます。大阪府のほ

うで啓発チラシであったり案内チラシと

いうのは作られてるんですけども、本市オ

リジナルでの取り組みというのは正直な

ところおくれておる状態でございます。こ

の件は先進都市の事例を研究しながら取

り組んでまいります。 

 続きまして、ペットにつきましてですが、

水害時に摂津市内で避難できるスペース、

これは限られておりまして、さらにコロナ
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禍で３密を避ける必要もあるため、市民の

皆様にはできる限り早めに安全な地域に

避難する広域避難、これを呼びかけており

ます。ただ一方で、ペットの飼い主様にと

りましては、ペットも家族の一員、これは

もう重々承知いたしております。この辺り

の兼ね合いでペットを連れての避難行動、

なかなか難しい課題でございます。特にコ

ロナ禍におきましては、さらに難しい課題

にこれはなってまいりました。この件もま

だ、結論には至っておりません。近隣自治

体でも同じような課題で結論を出せてな

いところが非常に多い状態でございます。

先進都市の事例を研究しながら、何らか方

向性を定めていきたいと考えております。 

 続きまして、質問番号１５番でございま

す。 

 ＳＯＳ避難メソッドに関しまして、民間

のコインパーキング等々を活用してはと

いうご提案でございました。 

 現在、摂津市が底地を所有しております

コインパーキングにつきましては、運営業

者と協定を結びまして、災害時に避難スペ

ースとして活用できるようにしておりま

す。 

 その他のコインパーキング業者とはま

だ防災協定の締結には至っておりません

けれども、ＳＯＳ避難メソッドの取り組み

といたしまして、大型パチンコ店の立体駐

車場、これにつきましては避難できるよう

に防災協定を締結させていただいたとこ

ろもございます。 

 続きまして、マイ・タイムラインの具体

的な取組方法、進め方というお問いでござ

いました。 

 水害時の避難行動、自分の命は自分で守

る自助、これが大切でございます。特に避

難、つまり広域避難においてはどこに逃げ

るか、いつ逃げるか、このタイミングを事

前に決めておくことが非常に重要でござ

います。しかし、避難のタイミングはその

人その人によって避難先が異なるために

市が一律に示すことはなかなか厳しい状

態でございます。そこで、現在作成中の防

災ブック、これにマイ・タイムラインの作

成の重要性や作成手順を具体的にお示し

することができるよう、内容を現在検討中

でございます。特に、国土交通省が示され

たマイ・タイムライン検討ツールである逃

げキッド、これが参考になりますので、こ

れも参考にしながら皆さんにとって分か

りやすいものを心がけて今作っている途

中でございます。 

 続きまして、要援護者に対する個別ケア

プラン、策定すべきと思うが見解を問うと

いうことでございました。 

 この災害時避難行動要支援者の個別避

難計画につきましては、災害対策基本法の

改正によりまして、市町村の努力義務とな

っております。本市におきましても社会福

祉部門でありましたりいろいろ連携いた

しまして、要配慮者の皆様が日頃利用され

ている福祉施設、お世話いただいている福

祉団体のご協力も得ながら個別避難計画

の作成に向けた検討を進めてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 まず、１番目の財政につ

いてでございます。 

 経常収支比率について、なかなか下がっ

てよかったなと両手を挙げて喜ぶような

内容にはなってないということでござい

ましたので、その辺もしっかり認識をして、

今後も財政について注視をしていきたい

なと思っています。 
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 二つ目の、臨時財政対策債の関係と、あ

と減収補てん債については理解できまし

た。これはいつも出るものではないと思い

ますけども、しっかり注視をしながら財政

運営をお願いしておきたいと思います。 

 ３番目の中期財政見通しです。 

 これは令和２年度に限っては２５億円

の乖離、昨年の段階でコロナ禍によって法

人市民税ももっと下がるだろうという見

立てがそうでもなかったということで、そ

れを除いたとしても８億円の財政不足か

ら１１億円の余剰ということで、これは先

ほどありました減収補てん債の借り入れ

があったということもその幅が広がった

ということだと思います。私も市議会議員

になって２０年になりまして、最初の頃、

たしか平成１３年からですけども、起債の

返済がたくさんありましたから厳しい状

態は続いていたと思いますけども、いつも

この決算が終わるたびに大幅修正される

ということを繰り返されています。だから、

本来ならもう何回も財政再生団体に落ち

ていることになるんですけども、落ちずに、

基金もそんなに減らすことなく積み増し

ながら今日まで来たと。それでも中期財政

見通しを見ると、３年後、４年後には基金

は底をつくと、こういう見立てになってい

るので、私もこんなもんなんだと思ってい

ますけども、今年も新しい議員が入ってこ

られていますが、何も知らずに中期財政見

通しを見ると、摂津市は財政再生団体に落

ちるんだと思われるんですよ。それが市民

に伝わると不安を煽ってしまいます。実際

は決算を終えるたびに多額の増額補正が

されて、今回も８億円減る予定が１１億円

上積みましたと、こういうことを繰り返し

ているわけです。中期財政見通しは出さな

いといけないものなのかもしれませんけ

ども、二、三年ではなくもっと先のことを

見通すと、必ず財政再生団体に落ちるとい

う、何年か先には財政再生団体に落ちると

いう中期財政見通しはどうなんだと思う

わけですけど、例えばＡＩを使って過去の

経過等を入れてもう少し制度を上げるこ

とはできないのか、もしくは中期財政見通

しというのはこんなもんなんですよみた

いなことで、過去の経過を分かるようにし

て、こういうふうになりますということが

分かるようなもんにしたらどうかなと思

うので、この中期財政見通しについての認

識を財政課のほうで伺っておきたいと思

います。こんなもんなんだと私は思ってま

すけどそうでない人もいますから。新しく

議員になった方なんかは、摂津市は財政が

こんな厳しいんやと思いますよ。何年か後

には財政再生団体に落ちるんだという見

通しになっています。２０億円ぐらい当初

予算では取り崩すことになっていても、結

果としてほとんど基金を取り崩すことも

ないというような状況が続いています。そ

れはよかったんです、悪くはないんですが、

そんな見通しで問題ないのかと思ってい

ます。 

 それから、集会所の件ですけども、先ほ

どの答弁でやっぱり公共施設等総合管理

計画に書いてあるとおりの答弁をいただ

きました。緊急性というよりは計画の中で

見直していくという話でしたけども、集会

所は重要な位置づけになってますよね。近

年は自治会や老人クラブも使っておられ

ますし、最近リハサロンとか、それから集

い場なんかでも使われていますので、高齢

者も多く集まる施設になっています。耐震

性の問題ですけど、Ｉｗ値０．１５という

のもあったんですけど、やっぱりちゃんと

専門家を入れて確認されているのか、集会
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所として最初から建てたものもあります

し、改築してるところもありますよね。は

たして安全上本当に専門家が見て大丈夫

だということになっているのか、やっぱり

検証しとかなあかんと思うんです。全部じ

ゃないですが、老朽化が進んでいるものだ

けはやっぱり耐震補強をするなりするべ

きで、安全は最大限に考えてやるべきだと

私は思っています。 

 以前に、廃校になるかも分からないとい

う学校が耐震をされているということに

ついて教育委員会に聞いたことがありま

したけど、これは安全最優先ですというこ

とでした。だから、例え一日でも子どもた

ちが使うんであれば耐震はやりますとい

う分かりやすい答えをいただきました。も

う安全というのはそれぐらい大事だと思

うんですね。そういう観点からも、多額の

費用がかかるというのも分かりますけど、

せめて何か耐震補強が必要だったら応急

処置をするとか、専門家の意見もちゃんと

聞いた上で徹底がなされているのかどう

かについてお聞きをしておきたいと思い

ます。 

 それから、５番目、防犯カメラについて。 

 警察等から要請があれば検討していき

ますということですけど、私はもっとたく

さんあったほうがいいと思います。特に夜

に大きめの公園なんかで青少年なんかが

いろいろ集まって問題になっているよう

なところもありますし、そういうところも

含めてぜひともこれは安全・安心のまちを

目指すためにも、まずは２００台程度は目

指していただきたいなということで要望

しておきたいと思います。 

 また、地域からもいろいろ設置要望を聞

いています。要望したからといってすぐに

つくものでもないのも分かっています。し

かし、地域によったらそういう地域に補助

を出して幾らか地域も持ち出しをして設

置をしていくという、そういう市もありま

すから、そういう制度も検討していただき

ながら、とにかく増設を目指していただき

たいなということで、これは要望しておき

たいと思います。 

 それから、狭隘道路の件です。７番目で

すね。 

 先ほどちょっと答弁が分かりにくかっ

たんですけど、今１件は新制度で進んでい

るということでした。これはすごいなと私

は思いました。なぜなら、１件もないんじ

ゃないかなと思ってまして、大変に複雑な

制度やし、時間もかかりそうな制度で、な

かなか工事関係者にとってはハードルの

高い制度やなと思っています。今、不動産

関係とかいろんなところに周知をされて

いるということですので、引き続き周知も

されながら、摂津市としては道路整備をし

ていきたいというそういう思いがあって

の制度ですので、そういったことも含めて

ＰＲをお願いしておきたいと思います。批

判はいたしませんけどもなかなか難しい

制度やなと思います。これはとにかく前へ

進めるしかないと思いますから、応援はし

ますのでぜひ頑張ってください。 

 その上で、もう一つお聞きしたいのが、

狭隘道路は道路の種類によって異なって

きまして、問題になっているのは、私道と

いわれる道路で、１回も舗装したことがな

いという道路が結構あります。それは何で

やというと、摂津市の道路じゃないので、

これは自分で整備してくださいという考

え方になっています。自分でやってくださ

いって言われたら、お金もかかることから

誰もやらないのでそのままほったらかし

になっていると、こういうことですね。た
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だ、運よくといいますか、市内で水道管の

入れ替えとかガス管の入れ替えが結構頻

繁に行われています。ガス管を入れ替えた

り水道管を入れ替えてもらうと原状復旧

しなくてはいけません。これも以前から何

度も質問しており、一般質問もしてますけ

ども、そういう舗装されない道路に対して

救済措置を使って整備する代わりに市の

道路にしていく方法があります。豊中市な

んかはそういうことをやっています。また、

補助だけをするという市もあります。どん

どん老朽化していきますんで、これはぜひ

とも何か救済する方法を考えていただき

たいです。これは要望としておきます。 

 それから、１０番目の開発指導関連につ

いて、千里丘東１丁目の分譲マンションで

すが、再開発許可ではなかったということ

です。今回は緑地を確保しますという計画

の協議をされたということですね。こうい

うことであればちびっこ広場をつくって

ほしいとは言えないと思います。ただ、こ

の地域には、過去にちびっこ広場があった

んです。ご存知の方もいらっしゃると思い

ますけども、摂津市が土地を借りてちびっ

こ広場を設置していました。その後、返し

てくださいということになって、ちびっこ

広場であったところは駐車場になってま

す。その後に、３０軒ぐらい新しい家が建

ちまして、子どもがふえました。しかし、

子どもの遊ぶ場所がないということで、ご

意見を受けていましたが、ちびっこ広場の

設置には至りませんでした。そして、今回

は９０戸ぐらいのこのマンションができ

ましたが、おそらく子どもの遊び場所がな

いという問題が出てくると思います。広場

も含めてこの地域には近くに小学校跡地、

つまり旧三宅小学校がありますよという

ことかもしれませんけども、そこはいつも

開いてるわけではありません。この地域に

は子どもが遊ぶ場所がないんやというこ

とを、ぜひちょっと課題として置いておい

ていただきたいんですね。そして、ＦＭを

進められるときに、なんで私がちびっこ広

場とか公園を入れろと言っているかとい

うと、こういうところがあるからなんです。

どうしても欲しいという地域があるんで

すね。ちびっこ広場は、市で設置すること

だってできると思うんですよ。そういう考

え方を持つべきやということを言ったん

ですね。この千里丘東１丁目地域にはちび

っこ広場のような子どもの遊ぶ場所があ

りませんので、このことをぜひとも認識し

てください。それから第４５集会所は子育

て関係の施設として使用されるかも分か

らないということがあります。住所が千里

丘東２丁目なので近いですけど、やはり千

里丘東１丁目には広場がありませんので、

そのことをぜひ念頭においていただきた

いと思います。ＦＭの話になりますけど、

ＦＭもしっかり検討いただきたいなとい

うふうにお願いしまして、これも要望とい

たします。お願いいたします。 

 次、公園の管理事業ですね。１１番目に

なりますね。 

 緑の基本計画に基づいて、いつも私は言

っていますが、何でかというと、やっぱり

この基本計画はすばらしい計画やなと思

うからですね。だから毎年のように検証を

させていただいて、本当に生きた計画にし

ていただきたいなという思いがあって言

っているわけでございます。今回、コロナ

禍でなかなか思うように検証もできない

中で、公園の在り方については検証しまし

たということでございましたので、それは

それで了としておきたいと思います。これ

からも緑の基本計画については質問して
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いきますから、よろしくお願いしたいと思

います。 

 それから、最初に言いましたけど、公園

のトイレについて、なかなか大事な視点や

なと思いました。摂津市の印象をよくする

のも悪くするのも公園のトイレって非常

に重要なことであります。トイレを見たら

その市の印象につながるんです。トイレを

一生懸命清掃している団体がいらっしゃ

いまして、トイレがきれいになれば気持ち

が改まると言われていますが、何となく私

は分かる気がいたします。そういう意味で

トイレを大事に、きれいにしていただきた

いということをお願いしておきます。 

 それから、この緑の基本計画については、

行政経営戦略にもちゃんと記載されてい

ます。それが重要な位置づけになってます

ので、これはもう３年ごとの検証も中間見

直しもしっかりやっていただいて、よろし

くお願いしたいと思います。これは要望と

します。 

 次に、防災関係です。とにかく自主防災

組織の活性化というのは非常に大事だな

と思っています。防災危機管理課として問

題意思は持たれてると思いますけど、しっ

かり理想を高く、そして現状に満足せず、

進めていっていただきたいと思います。自

主防災組織の方とそういう思いを共有で

きるように、努力していただきたいと思い

ます。また、防災サポーターもそういう意

味では自主防災組織が活性化するための

一つの大きなキーになると思うんですよ。

だけどあんまり負担になってはいけませ

ん。そのため、活躍できる場をぜひともこ

の自主防災組織と共有をする中で防災サ

ポーターが活躍しやすいように、ぜひとも

環境整備をやっていただきたいです。また、

さっきも言いましたように、令和３年度の

防災サポーターの育成のときに、今後は自

主運営するような組織形態もいろいろ考

えていくということでございますので、ス

キルアップできるような方法も検討いた

だきたいと思います。前もお話をしました

けど、長野県の千曲川が氾濫をして大きな

被害を受けた長沼地区というところがあ

ります。もう３年前になりますが、この地

域は、内閣府が地区防災計画を作るという

モデル地区にした地域なんですね。ここで

の防災協議会、これは自主防災組織と同じ

ような集まりですが、地区防災計画を作ら

れました。この千曲川の河川事務所が設定

してる避難の目安は水位が７メートルな

んですが、実際に台風が来て水位が６メー

トルになったときに、すぐ避難せなあかん

ということで避難を決められたんです。こ

れは市が避難してくださいという前に自

分たちで自主避難を決めて一斉に避難を

されました。結果として２人だけ亡くなり

はりましたけども、多くの方が助かること

ができたということなんですね。自主的な

避難が功を奏したというこういう結果で

ありまして、死者は極めて少なかった、み

んな逃げることができたというようない

い事例もあります。どちらかというと地形

的には淀川沿いの摂津市とこの千曲川沿

いの長沼地区って似てると思うんですよ。

浸水想定範囲は摂津市のほうが広いです

けども、やっぱりこの地域はほとんど住民

の入れ替わりがない。だから昔被害にあっ

たことがずっと伝承されていってるとい

うことです。摂津市の場合は昔から住んで

る人は少なくてほとんど新しく転入され

てきた人やということで、昔のことなんか

全然知りませんよね。その辺がちょっと違

うんですけど、地形的にはよく似てるとい

うことがあって、自主防災組織の意識を高
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めることも大事やなと思ってますので、そ

ういう意味でこの自主防災組織の取り組

みは頑張っていただきたいなと思います。

よろしくお願いします。 

 それから、自治会の加入率の低下、今大

変な問題ですし、外国人がふえてるという

のは、事実としてあります。そして、要援

護者名簿の話、これも国から作りなさいと

言われたから作ったということになりま

すが、実効性がないということで結構指摘

をされてます。全国で９８％はできてるん

ですが、実効性のないものが結構あるんで

すね。やっぱりこれは実効性があるものに

変えていかないといけないという課題も

残っていると思います。 

 それから、ＳＯＳ避難メソッドについて

は、令和２年６月、近畿建設協会というと

ころで、森山市長が発表されましたけども、

ＳＯＳ避難メソッドについては担当課も

知りませんでした。要するに、シティプロ

モーションの色が非常に強かったんだと

思います。中身の議論がされないまま発表

されてしまいましたけども、広域避難計画

はまだできていません。これも早くやらな

いといけない。それから、先ほど言った市

内でも逃げる場所をしっかりと確保する

というのも一つです。だから、逃げおくれ

た人をいろんなとこに一時避難ができる

場所の確保も大事かもしれませんけども、

広域避難がなかなかうまいことできない

んであれば、市内で何とか避難しますとい

うのも一つ大きなことだと思います。 

 それから先ほど言いました、マイ・タイ

ムラインもしっかりやっていただくとい

うこと、これも一つだと思います。とにか

く一人も犠牲者を出さないということで、

市長が掲げます、まちごとまるごと防災の

実現を目指して、今後ともしっかりと進め

ていただくということで、強く要望はして

おいて、このことは終わります。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号１番、中期財政

見通しの財政課としての認識についてで

ありますが、中期財政見通しにつきまして

は、毎年、決算後にその時々の状況を反映

し修正を行いながら作成を行っておりま

す。作成に当たりましては、最も厳しい見

込みを持って数値を導き出しているもの

でありまして、対策を全く講じない場合で

の見通しであります。 

 財政課といたしましては、市の先行きに

関しまして、常に最悪の事態を想定してお

かなければならないと考えております。そ

の中で、中期財政見通しのとおりにならな

いように財政運営に努めているものであ

ります。 

○三好義治委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、補足説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 先ほど財政課長のほうからいろいろ説

明がございました。歳入増によって結果的

には令和２年度の決算は１０億円程度積

みますことができました。それぞれ予算と

いうものは歳入・歳出がございます。歳入

のところを要は甘く見積もって、あるいは

期待値を持って、例えば税でしたら通常１

００億円入るところを１２０億円入るだ

ろうというような予算を組みますと、当然、

赤字決算につながってまいります。先ほど、

公会計のお話がございました。この公会計

というのは企業会計で、いわゆる歳入・歳

出は同額ではございません。本来の今やっ

ております市町村会計というのは歳入・歳

出が同額でございます。そういう中での財
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政運営でございますので、歳入がもし予定

どおりに入れば、必ずや黒字決算になって

まいります。それぞれを見てみますと、決

算概要１１ページにありますように、令和

２年度決算額は１８４億１，３００万円、

令和元年度１８７億８００万円、増減額は

この市税ですけれども２億９，５００万円

のプラスになっております。実際には昨年

度と比べますと２億９，５００万円のマイ

ナスとなっておりますが、予算ベースでい

きますとそれぞれ増額となっております。 

 それと、執行率でございますが、執行率

は９１．２％となっております。これは過

去の執行率を見てみますと、令和元年度で

は８９．７％、平成３０年度では９１．４％、

平成２９年度は９４．３％、平成２８年度

は９１．９％となっております。予算減額

から約５％から９％ぐらいの不用額が出

ております。これは決算額に対して不用額

が出るんですけれども、要は歳出の執行が

なければ歳入も当然、特定財源が減ってま

いります。それを約２分の１というふうに

見ますと約３％から５％ぐらいの一般財

源が不用額となって出てまいります。令和

２年度の現計予算は５００億円でござい

ます。これが３％ですと１５億円、５％で

すと２５億円、これが不用額として出てま

いります。歳入が確実に確保されれば、当

然、歳入・歳出同額ですが、決算を見たと

きには１５億円から２５億円の黒字決算

となってまいります。それが一つの大きな

理由であろうかと思っています。 

 先ほどの中期財政見通し、これは歳出を

予算の成約なしに今後の推移を見たとき

に、これだけ伸びていくであろうとしてお

ります。実際には歳入に応じた形で歳出予

算を組む。結果的にはそれが組めるときに

は必ずや赤字には絶対ならないと思って

います。歳入が不足してきますと、基金か

らの繰入金で予算を計上することになり

ます。その基金が枯渇すれば当然ですが赤

字決算になっていくであろうと思ってお

ります。 

 それから、決算概要４０ページのところ

に、実質赤字比率とか連結実質赤字比率に

ついて書いてあります。今は赤字がありま

せんのでバー表示になっております。ここ

のところに数字が上がってくれば要警戒

と私のほうは思っております。その下のと

ころに書いてありますように、早期健全化

比率というのが１２．５２％となっており

ます。これは標準財政規模に対する割合で

ございます。それを単純に計算しますと、

大体２４億円ぐらいになります。２４億円

の赤字になれば、早期健全化比率に抵触を

してまいります。２４億円ですけども、例

えばその半分の１２億円、この赤字が出れ

ば必ずや２年後にはそれの倍、２４億円と

なってまいります。赤字の周りには雪だる

ま式にどんどんふえていきます。黒字の場

合にはそう雪だるま式にはふえていきま

せん。そういう意味で財政当局が一番注目

をしてるのは、やはり今後の財政見通しを

考えたとき、基金をしっかり温存していき

たい、そのためには臨時財政対策債の発行

や減収補てん債、これを持って基金をしっ

かりと維持していきたい、そういう考え方

であろうと思っております。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、集会所に

ついてのご質問にお答えいたします。 

 昭和５６年５月以前に建築されました

旧耐震基準が適用される集会所の診断を

平成３０年度に行いまして、専門家の観点

から、いろいろアドバイスも頂いておりま

す。改修や補強の必要についても認識はさ
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せていただいておりますけれども、先ほど

答弁させていただきました、今後のＦＭの

再編の考え方もございます。当然、必要な

場合につきましては、応急修繕も行いなが

ら安全に利用いただけるよう努めてまい

りたいと思っております。営繕担当の職員

もおりますので、定期的な施設の点検、マ

ニュアルに基づいた点検をこれからも実

施していきたいとは思っております。ただ、

その中で危険度が非常に高いと判断でき

るような場合につきましては、使用停止や、

また廃止等も検討しないといけないこと

もあろうかと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 集会所についてですが、

専門家に見ていただいたということです

ので、これは了としておきたいと思います

けれども、大阪北部地震でも大丈夫だった

し台風でも大丈夫だったこともあるんか

もしれませんけど、やっぱり安全性という

のはこれからも最大に配慮をいただいて、

今後の建物管理、特に集会所は古いものが

多いですから、しっかりと管理をお願いし

ておきたいということでこれは要望とし

ます。 

 それから、中期財政見通し、奥村副市長

からご答弁いただきました。ありがとうご

ざいます。言われていることもよく理解し

ておりまして、その不用額が大きく左右し

てるなと。いつも１５億円ぐらいは不用額

として返ってくるなという認識があるん

です。私が言ってるのは、３年ぐらいのう

ちの財政見通しやったらそんなにだけど、

それを１０年とか見通す中で、再建団体へ

落ちるという見通しについては、そこまで

見通さんでもええん違うかと、そんなに毎

年変わるんやったら３年ぐらいの見通し

にしといたら、そしたら基金はすぐになく

なることはないから、毎年修正してもそん

なにびっくりすることはないですけど、な

かなか市民に見せられるような内容では

ないと思っています。分かっている人はい

いんだけど、そうでない人が見ると、不安

を煽ることになってしまいます。今後は、

再建団体へ落ちるような状況までは見通

さないというふうにするとか、何か考えて

もらえればと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 中期財政見通しにつ

いては、精度をいかに上げていくかという

ことをやっぱり研究していただきたいと

感じておりますので、またこれについては、

しかるべきときに話をしていきたいと思

います。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時４９分 休憩） 

（午後 ０時４９分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、質問をしていき

たいと思います。 

 令和２年度は、この間の議論の中にもあ

りましたように、新型コロナウイルスの蔓

延で、生活様式も大きく変わりました。行

政の中でも様々な検査の体制であるとか、

それから医療や保健、公衆衛生の体制であ

るとか、ワクチン接種などのこれまでにな

い業務が押し寄せてくるという、大変な一

年間だったと思います。 

 改めて、この令和２年度を経験したこと、

平成３０年度から大阪北部地震や台風等

の大きな自然災害、さらには、今回の新型

コロナウイルスのような社会的な危機と、

これまで経験していないような危機の中

で、市民の一番身近な地方自治体である摂
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津市として、これまでの行政の在り方につ

いて、令和２年度はしっかりと検証してい

って、次に生かしていかなければいけない

なと改めて思っております。 

 そんな思いをもちながら、数点聞いてい

きたいと思います。 

 まず、１番目が市税についてお聞きしま

す。決算書２８ページにありますが、当初

の予算で見ますと、令和元年度と比べて減

収を見込んで予算が組まれました。蓋を開

けて見ると、調定額が１４億円ほどふえて

１９３億１，７６４万８，０００円という

ことになり、結果収入済額として１８４億

円いうような結果となっております。この

予算では、前年度と比べて減収を見込みな

がら調定額では、大幅に増加、前年と比べ

ても大幅に増額していると。予算と比べる

と１４億円も違うというようなことにつ

いて、結果的に収入済額は前年よりもふえ

ているというような状況ですが、どのよう

に見ておられるか、一つお聞きしたい。 

 もう一つは、不納欠損額、収入未済額等

も共に前年から比べて増加しております。

これは元々その調定額等がふえていると

いうことに影響するかと思いますが、とり

わけ収入未済額というのは、前年よりも２．

４倍ほど大きくなっているという点につ

いて、改めて、その要因についてお聞きし

ておきたいと思います。 

 ２番目に、同じく市税に関わることで、

課税事務事業で決算概要６６ページです

か、市税業務委託料があります。これは、

この課税業務について３年間の契約を結

ばれたということで、債務負担行為で１億

３，３０７万４，０００円が、令和２年の

１月から令和５年の３月までの期間にお

いて、債務負担行為が組まれた中で、令和

２年１月から３月までの３か月間の決算

として２，２０２万７，５００円が決算の

額としては上がっているというように思

います。窓口業務の外部委託というのは、

市民課から始まって、今、高齢介護課でも

一部行われているかと思いますが、特に、

この市民税課に関わっては、第三者委員会

等の中でも調査されていましたけども、入

力ミスによる市民税の還付等があって、そ

の対策であるとか、組織内の風通しの問題

であるとか、チェックの問題とか、いろい

ろな検証を進めていくという最中に、そう

いった外部委託を導入されたと思います

が、改めて、その点お聞きしておきたいな

と思います。 

 同時に、２番目の質問の枝番２と考えと

いてもらえたらと思うんですけど、委託業

者についてですね、公募型のプロポーザル

での選定だということだったと思います。

その選定過程とですね、委託する事業、そ

れから正職員が実施する業務との住み分

け等はどうだったのか。１月からというこ

とで３か月だけでありますけども、令和３

年度は年度当初から実施しておりますの

で、そういったものの中で、一度、お聞か

せをいただけたらなと思います。 

 ３番目として、今も少し触れましたけど

も、課税事務ミスを防ぐ対策として、第三

者委員会からは様々な指摘や再発防止策

というものが提起されました。 

 ただ、第三者委員会の提言は、令和２年

度末に公表されております。ですから、そ

れを基にした様々なプロジェクト等が組

まれているんだとしたら、令和３年度の事

業になるかと思いますが、しかし、過誤納

付、還付ですね、還付後について、原課で

はやはり直ちに対策であるとか、原因分析

等をやられているとお聞きをしておりま

す。第三者委員会の提言を待つことなく、
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再発防止に取り組んでおられると思いま

すので、その点、令和２年度の取り組みを

改めて、お聞かせいただけたらなと思いま

す。 

 ４番目、これは財政課のほうになるかと

思います。決算書４０ページにあります新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金について、７億４，２１３万１，

０００円が交付されました。改めてですね、

このコロナ禍での対策について、摂津市は

国のこういった交付金を待たずして小規

模事業者への応援であるとか、様々なもの

に対策を打ち出してこられたと思います

けども、この交付金について、どういった

事業に活用されてきたのかお聞きしたい

と思います。 

 次、防災対策については、これまでの議

論はお聞きしておりますので、要望だけし

ておきたいと思いますが、コロナ禍の下で、

地域のつながりであるとか、非常に重要視

される中、防災についても地域マップを作

ったりとか、いろんな動きがとられている

中で、コロナ禍によって地域の中で集まる

ことがぴたっと止まってしまったと、課長

も非常に残念だとおっしゃっておられま

した。残念だったと思いますが、ここを何

とか工夫してですね、地域のつながり、あ

らゆるつながりを活用しながら、防災につ

いて前に進めていただきたいので、そうい

った取り組みについて要望しておきたい

と思います。 

 ５番目、防犯カメラの設置についてであ

ります。設置の状況等は、既にこれまでご

答弁をされておられます。３０台ふやされ

て、水みどり課から５台が移されて、全体

で１３５台の体制だということでありま

す。犯罪抑止という点で、防犯カメラの役

割というのは、非常に大きいものかと私も

認識をしています。同時に、不特定多数の

方々が映り込むという点で言うと、プライ

バシーという点での配慮も最大限図らな

ければいけません。まちのいたるところに

に防犯カメラがあふれているような社会

というのは、非常に息苦しい社会というこ

とも言えるわけで、この防犯カメラ設置に

関してのガイドラインが、摂津市でも設け

られております。街頭犯罪の未然防止と犯

罪発生時に容疑者の特定に役立てること

が目的ですけれども、個人のプライバシー

保護は非常に重要だとしまして、管理責任

者であるとか、画像データを取り扱う担当

者の指定であるとか、撮影区域の範囲、そ

れから保存、厳重な保管、それから、デー

タ消去の問題であるとか、様々なものがガ

イドラインとして設けられています。この

令和２年度はカメラもふえてきておりま

すし、警察の方々が外部組織として、その

開示等を求めて来られているかと思いま

すけども、その辺のガイドラインでプライ

バシーを守るという観点からの運用がど

うだったのか。管理責任者はどなたで、取

扱責任者はどなたで、そういった指定がき

ちんとされているのか。消去、保管は長く

て１か月ぐらいだということになってお

りますが、その保管の状況等も含めてです

ね、お答えいただきたいと思います。 

 続いて、６番目の公共交通整備事業につ

いてお聞きします。 

 約１５平方キロメートルという非常に

小さい市域である摂津市ですけども、河川

であるとか、鉄軌道等で分断されているよ

うなまちの中で、公共交通が非常に重要に

なってきます。鳥飼まちづくりグランドデ

ザインにおいても、移動手段の確保、どこ

に行くにも安全で便利なまちをと願う市

民の皆さんの思いというのは、非常に大き
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いものがあると思っています。 

 そんな中で、今回の公共交通整備事業と

して、運行継続支援金というのが出されま

した。これは、コロナ禍で乗客数も減って

いたり、運転手の確保が大変なバス会社と

か、タクシー会社に対する支援金だという

ことでありますが、改めて、その内容と、

どのようなものを期待して、これを実施さ

れ、効果はどうだったのかというのをお聞

きしたいと思います。 

 続いて、７番目に自転車運行空間整備事

業についてお聞きしたいと思います。 

 道路における自転車走行のレーンを明

示していくと、分かりやすくしていくとい

うことでの矢羽根型路面標示を実施され

ました。府道大阪高槻線と市道新在家鳥飼

上線が手始めに行われているかと思いま

す。 

 ただ、市民の皆さんからは、突然引かれ

た青い矢羽根と自転車のピクトグラムが

出てきたことで、そこが自転車専用レーン、

つまり自転車の通行路だというような誤

解もあったりして、元々の道路がそんなに

広くなくて、大型車両も通行しているとい

う観点で、ここを通ったら返って危ないと

いう声がたくさん私どものところにも届

けられました。基本、自転車は車道だとい

うことは、ルール上、そうなっていると思

います。同時に、高齢者であったり、年少

者の方については、歩行者に配慮しながら

歩道を通行できるというのもルールであ

りますが、小さいお子さんが歩道から車道

にさっと飛び出してしまういうことが非

常に危険なんだという声が上がっていま

した。一年以上たっておりますが、こうし

た声に対して、きちんと応えていく必要が

ありますし、より安全に自転車が通行でき

るような空間を作っていくということに

ついて、摂津市は自転車の倫理条例も設け

てますし、それから１００年ドライブとい

う取り組みも行っているという関係上は、

やはりしっかりやっていく必要があると

思います。そういったものを含めてですね、

現状の認識、それから効果についてお話し

ください。 

 それから、次は、８番目になりますかね。

道路台帳更新事業について、基本的なこと

をお聞きして申し訳ないんですが、この間、

道路の構造令等の変更で、先の議会でも条

例改正がありましたところ、ベンチとか置

けるような道路というのも設定されてき

たということでありました。改めてですね、

摂津市内の道路・歩道というのは、安全と

いう観点からいくと、必ずしも安全な道路

が多いとは言えないと思っています。そう

いう意味で、この道路台帳というものは、

どんなものが記載されていて、どのような

更新がされているのか。そこから、どんな

ことをやっていく材料となるのか、その点

をお聞かせいただけたらと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 それでは、安藤委員の

ご質問にお答えします。 

 まず、１番目、決算書２８ページ、市税

につきまして、予算と決算の違い、大きな

乖離について、市税全般のお答えをさせて

いただきます。 

 まず、この予算と決算の違いの一番大き

なところは個人市民税であるかと思って

おります。こちらにつきましては、令和２

年度の当初予算時には、令和元年度と比べ

まして、雇用機会、環境の改善や人口増加

ということもありましたので、それを背景

に納税義務者数が増加する見込みとして、

当初予算の算出を行ったところでござい
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ましたが、令和２年度に個人市民税のほう

の状況を見ますと、その前の年、つまり令

和元年度中の状況が、見込んでいましたよ

りも、雇用機会の改善が見られたというこ

とで、納税義務者数の増加ということと、

税額そのものも増加している状況という

のが見られました。そこのところで当初想

定していたよりも、額が大きくなりまして、

最終的に市税全体の決算の状況で見ます

と、当初予算よりも大きくなったところか

と考えております。 

 法人市民税につきましては、元々法人税

割の税率が下がることも念頭に置いてお

りましたので、実際の決算額と当初で見て

おりました部分につきましては、それほど

は大きく開かなかったと見ております。 

 予算と決算の状況については、以上かと

考えております。 

○三好義治委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬納税課長 それでは、私のほうから

不納欠損と収入未済の増額について、ご答

弁させていただきます。 

 まず、不納欠損でございますが、先日も

ご答弁させていただきましたように、近年

におきましては、約１，０００万円から３，

０００万円の間を推移するという、下げ止

まり状態の状況になっております。 

 令和２年度の不納欠損につきましては、

令和元年度から９５７万円の増額となっ

ております。こちらの理由につきましては、

１件、約２，０００万円の高額な不納欠損

の処理を行ったことによります。この１件

で２，０００万円ほどございまして、残り

につきましては、１，０００万円というこ

とになりますので、大体その推移の範囲の

中と考えております。 

 続きまして、収入未済についてでござい

ます。 

 収入未済につきましては、令和元年度か

ら５億１，１０４万円の増額となっており

ます。こちらの内訳といたしましては、現

年課税分につきましては５億４，７７４万

円、滞納繰越分につきましては３，６６９

万円の減となっております。現年課税分に

つきましては５億円の増。滞納繰越分につ

きましては３，６００万円の減額となって

おります。この現年課税分の増額につきま

しては、新型コロナウイルス感染症による

徴収猶予の特例制度がございまして、その

制度を活用されたものがほとんどでござ

います。このコロナ特例の猶予を申請され

た金額につきましては６億１，８７６万９，

０００円となっており、実際に年度を繰り

越したのが５億６，５２５万７，０００円

となっております。 

 その差額につきまして、大体例年どおり

の金額になると考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 それでは、市民税課に

関わります質問番号２番、決算概要６６ペ

ージ、市税業務委託についてのご質問にご

答弁申し上げます。 

 市税業務委託の考え方等につきまして

は、先日の塚本委員と福住委員のご質問で

もご答弁申し上げたところもございます

が、市民税課では、特に、当初課税の時期

に膨大なデータ量の処理を行わなければ

ならないというようなこともございます。 

 それと、そのピーク時に併せて、必要な

人員配置を行うことができるということ

で、これまで応援職員でありますとか、会

計年度任用職員などの応援の部分で、指導

に職員が当たらなければならなかった時

間が削減されるというようなことも大き

いと考えまして、委託という形に至ったと
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ころがございます。 

 こちらの委託につきまして、実際に３年

間の複数年契約で、令和３年の１月から令

和５年の１２月までで、公募型のプロポー

ザル方式により業者を選定いたしました。

こちらにつきましては、令和２年の７月に

ホームページにて募集をいたしまして、８

月に応募の期間を設けておりました。実際

に、応募された業者は１者だけではござい

ましたけれども、募集をいたします要項の

中で、評価基準というものを示させていた

だいておりまして、その評価基準の最低点

というものをクリアしなければ、市としま

しては、交渉権がないものと考えますとさ

せていただいて、実際に応募された提案内

容等、評価の基準に達するかどうかという

ところを、内部の職員ではございますが、

選定委員を定めまして、選定委員で審査を

しました結果、評価基準には達している事

業者であるということで、契約を結ぶとい

うことに至りました。 

 実際、委託の方が行う業務につきまして

は、税証明等の窓口業務、個人住民税の当

初課税及び軽自動車税、法人市民税、固定

資産税にかかる補助事務ということでご

ざいまして、職員との業務の違いというと

ころに関しましては、あくまでも市職員が

しなければならない業務というのは賦課

事務でありますとか、内容証明を交付する

ときにも、内容が合っているか業者任せと

いうことではなくて、職員で必ずチェック

をするという検認事務というところも職

員がしなければならない業務としており

ます。どちらかと言えば、補助的な作業に

かかる事務が委託事務というような形に

なっておろうかと思います。 

 次に、３番目の税の還付ミスが起こった

ことに対してのその後の対策ということ

でございます。こちらに関しましても、ミ

スが起こったということは大変なことで

あり、大変申し訳ないということを思って

おります。 

 そして、課税事務の重要性に関しまして

は、当然、市民税課職員は重々承知してお

ります。税、特に個人住民税は、保険料で

すとか、給付や市民サービスの元となるも

のですので、この課税事務においては、神

経を使って業務に当たっているところで

ございます。 

 ミスを防止する対策、リスクを減らす考

え方としましては、やはりチェック体制の

強化ということになろうかと思います。こ

ちらの部分につきましては、やってもやり

足りないというところはあるのかも分か

りませんけれども、我々としましては、今

まではシステムに入力したあと、目で確認

をしておったというところで、その部分だ

けを対象としてデータの全件抽出してと

いうところまでは行ってはおりませんで

したが、このミスが分かってからは、そう

いうデータの全件抽出をしてのチェック

作業ということを行っております。 

 また、令和２年度ではなく、令和３年度

課税になってしまいますが、課税計算を行

う前にエラーチェックができるように基

幹システムのチェック機能の追加をした

というところがございます。 

 こちらのほうは、課税計算後に、対象デ

ータを、全件抽出しまして、実際の資料と

システム画面上の数値の全件チェックと

いうのも行っております。また還付が生じ

る場合につきましては、還付通知書の作成

時に出力した通知書の数値と資料とを照

合チェックし、再発防止の取り組みを行っ

ておるところでございます。 

 以上でございます。 
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○三好義治委員長 答弁する側は、もう少

し簡潔明瞭に答弁をお願いします。 

 次に、森川課長。 

○森川財政課長 質問番号４番、決算書４

０ページ、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金の活用先について、お

答えいたします。 

 活用先といたしましては、主に１２回の

補正予算で計上しております市独自事業

に活用をしております。 

 具体的には、小規模事業者等激励金給付

事業やひとり親家庭激励給付金事業、医療

従事者や介護保険サービス従事者などへ

の応援給付金事業、小・中学校教育用コン

ピュータ事業や検体採取補助事業など、約

４０の事業に対して活用させていただい

ております。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、質問番号

５番、防犯カメラについてのご質問でござ

います。 

 防犯カメラ、これは人が起こす犯罪に対

しての抑制効果を狙ったものでございま

すので、人が撮影されていなければ、意味

はございません。そのため、個人のプライ

バシーを侵害するおそれがありますこと

は、十分に認識しておりまして、設置に当

たりましては、より適正な管理運用が必要

となることから、ガイドライン設けまして、

これを遵守しながら犯罪抑止効果とプラ

イバシーの保護を目指しております。 

 お問いの管理責任者ということでござ

いますが、これは防災危機管理課長でござ

います。 

 それと、データの保存なんですけれども、

防犯カメラの中に保存機能、ディスクドラ

イブ等ございまして、おおむね１か月以内

と定めております。データの管理なんです

けれども、カメラは１年３６５日、２４時

間稼働しておりますので、データはどんど

んどんどん上書きされてまいりますこと

から、古いデータが自動削除されるような

形をとっております。 

 また、データの取り出しなんですけれど

も、これはセキュリティのお話であります

ので、詳しくは申し上げれませんが、パス

ワード等をしっかり管理しながら、誰でも

取り出せるデータではないということで、

運用をしっかり図っております。 

 また、令和２年度のデータの活用状況な

んですけども、データを取り出した実績は

１９７件でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、６番目のご

質問にお答えさせていただきます。 

 公共交通整備事業の公共交通運行継続

支援金についてでございますが、支援先に

つきましては、市内を運行するバス事業者、

阪急・近鉄・京阪バス、それと市内に営業

所を持つタクシー事業社、こちらは千里丘

タクシーと国際興業でございます。 

 支援の内容につきましては、まず、バス

事業社に対しまして、コロナ禍の影響によ

りまして、利用者の大幅な減少に伴いまし

て、通常、土曜、日曜、休日ダイヤで運行

できるようなところをですね、車内等の密

度を避けるために、平日ダイヤでの運行を

継続したことに対する運行継続費とです

ね、車内の感染防止対策費として支援金を

お渡ししております。そのそれぞれの内訳

につきましては、近鉄バスが１７４万８，

０００円、阪急バスについては１８４万円、

京阪バスについては２３万８，０００円と

いう内容となっております。 

 それから、タクシー事業社につきまして
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は、車内の感染防止対策費として、営業所

で所有している車の台数に１台１万円を

かけた金額で千里丘タクシーにつきまし

ては３４万円、国際興業につきましては２

０万円、合計５４万円、合わせて決算とし

て４３６万６，０００円を支援金として支

出させていただいております。 

 期待する効果等につきましてですが、や

はり公共交通としましては、各社の運行を

維持確保することが、市民の移動手段の確

保につながりますので、行政としてはでき

るだけ支援をもって、継続するように努め

たというようなところで、今後も、減便等

がないように期待しているところでござ

います。 

 続きまして、７番目の自転車空間、自転

車通行空間整備事業についてでございま

すが、こちらにつきましては、令和２年３

月に摂津市の自転車活用推進計画を作成

しております。この計画の中で定めた路線

を、整備していく予定でございますが、委

員がおっしゃるように、整備内容としまし

ては、車道部に青色の矢羽根型路面標示を

設置して、車道混在による自転車の通行空

間を整備していくものでございます。 

 令和２年度につきましては、大阪府が府

道大阪高槻線一津屋交差点から鳥飼仁和

寺大橋の交差点を経由して、鳥飼基地南交

差点までの約２．９キロ整備されました。 

 併せまして、本市においても同じ令和２

年度に新在家鳥飼中線について新在家交

差点を中心とした４７０メートルの整備

をさせていただきました。 

 この効果につきましてですが、他市の状

況ではございますが、茨木市におきまして

人口１，０００人当たりの自転車関連事故

件数がですね、平成２５年度では２．０４

件と北摂では最も高い状況でありました

が、矢羽根型路面標示を重点的に整備した

後の平成３０年度では１．０１と半減して

いるような状況がありましたので、その効

果は高く反映されているのではないかと

思われます。 

 また、本市におきましても、モノレール

南摂津駅のはなみずき通りのところで３

００メートルほど路面標示を施工させて

いただいておりまして、その施行前と施工

後の結果におきましては、逆走する割合が

４７．２％から３０．２％と１７ポイント

減少しておりますので、一定効果は得られ

ているのかなと思っております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、８番目の

ご質問の道路台帳の構造令の変更の反映

とですね、台帳の記載項目、また、その台

帳の活用や管理方法についてお答えいた

します。 

 道路法第２８条では、道路管理者は道路

台帳の調整、保管をしなければならないと

定められております。 

 また、同法施行規則第４条の２では、道

路台帳は、調書及び図面を持って組成する

ものとされておりまして、調書に掲げる項

目も路線名や認定年月日、起終点、面積、

最小幅員などを記載するものとしており

まして、その様式も定められております。 

 道路台帳更新事業の道路台帳更新業務

委託では、公共事業や開発行為などで整備

されて、新たに市道認定された道路の追加

や既存道路の幅員等の変更が生じた際に、

これらの法令に基づきまして、調書及び図

面の調整を行っております。その情報は、

道路管理システムで一括して管理してお

りまして、規定様式の帳票及び図面を作成

し、道路台帳調書及び台帳図として出力管
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理をしており、令和２年度は６６０メート

ルの調書及び台帳図の更新を行っており

ます。 

 その中で、こうした活用の方法というこ

とですけれども、この道路台帳と言います

のは、言わば、我々の資産台帳のようなも

のになりまして、道路管理業務の基本とな

るものでございます。この道路台帳でもっ

て、我々の管理範囲を確認いたしまして、

道路管理全般、例えばですね、占用申請、

施工承認申請、開発あるいは建築の確認の

中での指導等にも利用しているというも

のでございます。 

 ご質問の道路構造令の適合についてで

ございますが、構造令につきましては、道

路を新設し、または改築する場合に適用さ

れるもので、先ほど申し上げました台帳、

道路法施行規則に規定しております台帳

項目には、道路構造令の適用可否の記載を

必要とする項目はございませんが、歩車分

離の状況等につきましては、台帳図におき

まして、その横断防止柵の設置状況あるい

は歩道のあるところにつきましては、その

幅員も記載しております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 まず、１番目の市税についてであります。

予算からいろいろ変動要因等もあって、前

年比ですね、少し延びているというような

ことで、対予算で言えば、５億円ほど伸び

ているというような状況であります。 

 ２回目にお聞きしておきたいのは、収入

未済額でコロナの減免等もあったと、かな

りの部分を占めているということであり

ますが、基本的なことで申し訳ないんです

けど、中身についてもう少し教えてくださ

い。加えてお答えいただきたいんですが、

こうした一定、その雇用等がですね、令和

元年度だと思うんですけども、雇用等回復

してきたことによって、令和２年度は納税

義務者もふえてきたということです。 

 一方で、令和２年度支払いという際に、

コロナの減免であったりとか、それから非

正規雇用労働者等々がコロナ禍によって

収入が大幅に落ち込む等でですね、支払い

が困難になっている方というのも、非常に

多く出てくると。令和３年度、令和４年度

に向けては、さらにそういったことも想定

されるんではないかなと思うんですね。 

 その上で、滞納処分についてですね、ど

のような取り組みになっているのか、少し

お聞きしたいと思います。基本的に、払え

る資力がありながら、市役所からの問いか

けにも応じない方について、財産調査等を

しながら差し押さえをすると、それについ

てさらに調査をしながら、換価もしくは、

場合によったら執行停止というような判

断をされていっているんだというふうに

思うんですね。もちろん税ですので、納税

義務というのは、市民にはあります。 

 しかし、同時に、今の状況の中で払いた

くても払えない、市役所からの督促状が来

たときに、それに応じられるかどうかとい

うのは、市の対応により左右する面も多く

あると思います。丁寧に話を聞いてあげる。

分納とか、減免の制度をお知らせしてあげ

る。そういった対応が必要で、いきなりい

つ払うのだというような話をする中で、差

し押さえ等でですね、その方の財産を押さ

えてしまって、それが事業者の場合ですと

運転資金で事業が止まってしまいかねな

い。もしくは、子どものための教育費が使

えなくなってしまうというようなことに

もなりかねないということで、最大限の配

慮も求められると思いますので、滞納処分
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の状況をですね、最近の傾向と合わせてで

すね、教えていただけないでしょうか。お

願いします。 

 次、２番目であります。業務委託につい

てであります。市民税に関わるお仕事とい

うのは、恐らくは、１年を通して、非常に

忙しい繁忙期というのが出てきますので、

これまでは、会計年度任用職員等ですね、

雇用をして対応してきた部分、ただ、そう

なると、税の仕事になれていない方々に対

して指導をする等で時間が割かれてしま

うという点は、課税業務をやっていく上で、

困難が生じていたんだということなんだ

ろうと思うんですけども、それでもやはり、

税というのは、非常に個人情報にも関わっ

てくるような大事な分野であって、本来な

ら、そういった季節的に非常に忙しくなる

んであれば、そういった人事配置等がなさ

れるべきであって、外部機関に委託をする

というのは、ちょっとおかしいんではない

かなと思うんですね。 

 それから、今回、あえて債務負担行為を

行ったというのは、いろいろな受付窓口業

務においてもノウハウが蓄積されていな

いとこなせないという点で言うと、その専

門性という面においても、やはり課税業務

全般は摂津市が雇用をした正規の職員が

行って初めて責任ある課税業務ができる

んではないかなと思うんですね。その点に

ついてですね、まだ、債務負担行為、まだ

契約が残ってはいるんですけど、しっかり

検証をしていただきたいと思うんですけ

ども、それについて、部長の見解をお聞き

しておきたいなと思います。 

 あと、課税事務ミスに対する再発防止に

ついてです。入力のミスであったりですね、

第三者委員会の報告書にはいろいろと書

いてあります。マニュアル化、業務の見え

る化、業務フローの作成、チェック機能の

強化などが書かれていて、これはこれでし

っかりとやっぱり取り組んでいただきた

いなと思いますが、原課だけではなかなか

こなし切れない部分もあるかというふう

に思うんですね。例えば、人事異動におけ

る工夫であるとかですね、不祥事に対して

の職員間での風通しの良さなどなどがで

すね、そういったものも指摘をされており

ます。これは、令和２年度以降になってい

るのかなとは思いますけども、所管が人事

課になるのかもしれませんが、一度、そう

いった市民税課としてですね、この事務ミ

スを防止するための具体的な手だては手

だてとしてしっかりやっていただいてい

るかと思うんですけども、その事務の流れ

の中で、人の配置の問題等を配慮された職

場に変わっているのか、変わろうとしてい

るのか。その点の実態をですね、聞かせて

いただきたいと思います。 

 四つ目にいきます。地方創生臨時交付金

です。１２回にわたって補正予算を令和２

年度は組まれて、４０事業ほど市の独自コ

ロナ対策に充当されてきたものだという

ことであります。先般の委員会でも少し指

摘があったかと思いますけども、コロナ対

策で十分過ぎるような対策ってなかなか

ないと思うんですね。摂津市としても、国

のできないものについて、摂津市の市民の

皆さんや事業者の皆さんの声をお聞きし

て、それにしっかりと合うようなものを独

自策として考えていく必要があったと、私

は思っております。私たちも８回にわたっ

て市長や教育長にもですね、申し入れも行

ってまいりました。交付金の範囲内で事業

をやらなければいけないということでは、

決してないはずで、先般の本会議での野口

議員による指摘では、この約４，０００万
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円、摂津市独自としての持ち出しそのもの

が、僅か４，０００万円ぐらいにしかなら

ないんじゃないかというような指摘もあ

りましたので、その点のお考えを、令和２

年度を振り返って、それから今後に向けて、

やはり検証をきちんとしないといけない

と思いますので、見解を聞いておきたいと

思います。 

 それと、防犯カメラの設置事業につきま

しては、ご説明いただきまして分かりまし

た。いろいろ大事な両面あると思います。

やはりプライバシーの問題、それからまち

の雰囲気の問題もありますので、きっちり

とその運用はやっているんだよというこ

とが分かるようにしていただきたいなと

思います。消去など、他のことについては、

全部端末で完結をしていると、そこから取

り出してメディア等で保管をしていると

いうことではないんだなということは分

かりました。 

 同時に、令和２年度では１９７件が提供

されたと、すべて警察だということであり

ますが、いつどの場所のデータをどこどこ

に出したというようなものについての管

理はされているのかどうか。その点は確認

をさせていただきたいと思います。 

 次に、６番目の公共交通の継続、運行継

続支援金についてです。これも、公共交通

を運営されている事業者に対しての思い

というのが、金額はさておき、ちゃんと伝

わっていたらいいなという思いがあるん

ですけども、令和２年度末に阪急バスが減

便になってしまいました。これとはまた別

のことだと思いますけども、民間バス事業

者ですから、やはりそれぞれの企業の経営

状況等もあります。それを経営が圧迫して

まで、いろんなことをやってくれというこ

とは、なかなか難しい面はあるかとは思い

ますが、やはり公共交通機関としての社会

的な責任というのは、しっかり持っていた

だきたいなと思っています。 

 摂津市として、今後、公共交通機関をよ

り充実してもらいたいということについ

て、こういった支援金を使って協力を求め

ていくというのは、今後やっぱりもっと考

えていく必要があるんではないかなと思

うんですね。その点は、どう思われている

のか。この継続支援金というのは継続され

ているかと思うんですけども、それ以上に

乗降客が減ってきているけども、そういっ

たところに対して、市民の移動支援という

ような観点から、お出かけ支援という摂津

市としての考え方、市民の移動手段を確保

していくという大きな目標に向かっての

一つの手段として考えられるんではない

かなと思うんですが、その点のお考えをお

聞かせいただきたいと思います。 

 それから、次が、自転車運行空間整備事

業についてであります。茨木市の効果です

ね、それから、はなみずき通りの逆走でも、

大きな効果があったというふうにご説明

をいただきました。今後、さらに範囲が広

がっていくと思います。茨木市がどういっ

た道路にやっておられるか、私は分からな

いんですが、現状鳥飼の地域を中心に矢羽

根型路面標示が施工されていますが、かな

り道路が狭くて、しかも車両通行量が多い、

まさに自動車と自転車が混在している道

路でありますので、ある意味、その危険と

いうものをですね、同時にやっぱり注意し

ないといけない。注意して啓発はしっかり

やっていかないといけないんではないか

なと思うんですね。小学３年生に対する自

転車教室とか、いろいろやっておられると

いうのも、先般お答えいただいていたかと

思うんですが、やはり地域の高齢者の老人
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クラブの方々、学校、保育所、幼稚園、ま

た自動車運転免許証の更新時等にも、ドラ

イバーの方に理解を求めていかないと、非

常に危険だなという場面を何度も目撃を

したり、お聞きしたりしております。その

点は、もちろん線を引いていかれる方針の

下で、そういったソフトの部分ですね。あ

えて、それが引かれることによって、危険

を招かないように安全を啓発していくと

いうようなお考えについて、お聞かせをい

ただきたいのと。 

 それと、新在家鳥飼上線の矢羽根型路面

標示について、それまでに引かれている路

側帯の白い白線が消されています。府道大

阪高槻線では、鳥飼８号交差点のあたりで、

引き直しがされているんですけども、以前

の路面標示が消されているという面で、路

面が非常に粗くなっているんですね。狭い

新在家鳥飼上線を自転車で通行する際に、

その矢羽根型路面標示の上もがたがたに

なっている部分があって、自転車でハンド

ルがとられるっていうような危険な目に

あったというようなお声もいただいてい

ます。路面標示はされたけども、路面の状

態が悪い状態であると返って危ないなと

思っているんです。そういったところの点

検をしっかりやっていただきたいと思う

んですけど、それもお聞かせください。 

 もう一点、この矢羽根型標示ですけども、

青一色になっていますが、夜になると街灯

が少ない地域、道路は、視認性が非常に悪

いんですね。この間、吹田市へ行きますと、

矢羽根型路面標示の道路側のところに視

認性を高めるために、白い細い線が引かれ

ておったんですね。せっかく引かれるんで

あれば、そういった対策も必要ではないか

なと思うんですけど、その辺の視認性の問

題なんかも、併せてお聞かせいただきたい

と思います。 

 道路台帳についてです。道路構造令等と

は、直接リンクはしていないようなことだ

ったと思いますけども、道路台帳そのもの

が摂津市の道路行政の根幹になっている

ものだとすればですね、その道路台帳とし

て管理をするのかどうか分かりませんが、

市内に通っている約２００キロメートル

ぐらいの市道が、必ずしもすべてが新たに

道路を引くための構造令上どおりにはな

っているかと言えば、そうではないと思う

んですね。多くの市民の皆さんから、歩道

を設置してほしい。歩道を広げてほしい。

様々な要望がある中で、いろんな条件の下

で実現が困難になっている部分があるか

と思うんですけど、市の道路を管理する市

役所として、摂津市の道路のどこが、どう

いった問題があるのかというのは、全体と

して把握されていると思うんですけども、

台帳のようなものできちんと管理をしな

がら、どうやってそれを改善していくのか。

毎年、穴が開いたり、ヒビが入ったりしま

すので、メンテナンスでも相当追われてい

る部分はあるかと思いますけども、道路の

構造そのものも問題のある点をきちんと

一元的に管理をしておくべきではないか

なと思うんです。もう既にやっておられる

なら、そういうふうにお答えいただいたら

いいと思うんですけども、その道路台帳に

少し関連して、そのお考え方をお聞かせい

ただきたいなと思います。 

 ２回目、以上です。 

○三好義治委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬納税課長 それでは、１番目のご質

問に対して、ご答弁させていただきます。 

 まず、新型コロナウイルスに関する収入

未済の件でございますが、こちらは、減免

ではなくて、徴収猶予の制度となっており
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ます。申請いただきましたら、税の徴収猶

予を一年間受けることができるものでご

ざいまして、そのため、現年課税分につき

ましては、その申請いただいた金額分を収

入未済として計上させていただき、次年度、

令和３年度にお納めいただきましたら、そ

ちらが滞納繰越分として収入されるとい

う形になっておりますので、令和２年度分

につきましては収入未済額に計上させて

いただくということになっております。 

 続きまして、滞納処分につきましてご答

弁させていただきます。 

 まず、滞納処分の令和２年度実績につき

ましてですが、まず、差し押さえ、こちら

につきましては、不動産が３９件、これは

令和元年度から１６件の減となっており

ます。次に、債権ですが、こちらは例えば

給料、年金、生命保険、預金等になります

が、この債権につきましては２７４件の差

し押さえで、前年度から１８９件の減とな

っております。合計で３１３件、これは前

年度から２０５件の減となっております。 

 また、実際にお金に換えるという換価で

すね。こちらにつきましては２０７件とな

っておりまして、前年度から１８３件の減

となっております。傾向といたしましては、

ここ数年は全体的に差し押さえにつきま

しては減少傾向にございます。 

 また、令和２年度につきましては、新型

コロナウイルスの影響もございまして、ま

た、徴収猶予の制度等も勘案いたしまして、

例年よりさらに少ない件数となっており

ます。 

 そして、未納者への対応ということでご

ざいます。委員がご指摘のとおり滞納の方

の中には、一向にご連絡いただけない方、

また、分割納付のお約束をお守りいただけ

ない方、資産をお持ちであるにもかかわら

ず、お支払いいただけない方などがおられ

ます。こういった方には法令に基づきまし

て、差し押さえの処分等を行っておるとこ

ろでございますが、我々といたしましては、

あくまで差し押えることは目的ではなく、

あくまで自主的に納付いただくというこ

とを前提としております。差し押えること

によりまして、納税課と滞納解消に向けた

お話の場についていただくきっかけづく

りとして考えております。滞納されている

方の仕事や生活の状況をしっかりと把握

し、また、画一的に対応するのではなく、

個々の事情に応じた滞納整理を行うこと

を心がけまして、また、委員がご指摘のと

おり、分納や減免のお話をさせていただく

ことによりまして、適正な滞納の事務執行

に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 山口部長。 

○山口総務部長 それでは、私のほうから

２点目の課税事務の委託につきまして、お

答えを申し上げます。 

 委員がおっしゃっていますのは、税とい

うのは個人情報の固まりでございまして、

そういう業務をですね、先ほど市民税課長

から答弁がありましたけれども、本質的な

課税にかかる事務と、補助的な事務という、

この表現がございましたが、補助的な事務

であっても、個人情報に触れることは、こ

れは間違いございません。 

 ご質問の趣旨は恐らくそういう個人情

報とか、そういった業務については、市が

直接雇用する職員をもって、職務を遂行す

べきではないかと、これは個人情報保護の

観点から、しっかりとそこの保護を図るべ

きではないかというご指摘だったかなと

思います。もちろん、これはいろんな指定

管理業務もそうですけれども、委託に出す
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ときにつきましては、こういうお話という

のは、いつもお伺いするわけでございます

けれども、これは契約上ではございますけ

れども、やはり個人情報の保護という観点

での契約条項もしっかりと入れ込んでお

りますし、業者との打ち合わせの中でも、

もちろん業務責任者とはしっかりとその

あたりの守秘義務といいますか、個人情報

の取り扱いについての厳格な取り扱いを

していただきたいということを確認をい

たしておりますし、また、定例的に打ち合

わせをしておるんですけど、その中でも毎

回、そのあたりは確認をいたしておるとこ

ろでございます。 

 市民税課には、一応、税制総務係と市民

税係がございまして、今の業務につきまし

ては、主に市民税係の課税業務、もちろん

税制総務のほうでの仕事にも従事をして

いただいておるわけでございますけれど

も、やはり私も今、タイムカードがＩＣカ

ードとなっておりますので、ソフトを介し

て、税３課全部の勤務状況、月に二、三回

は見るようにしております。やはり市民税

課につきましては、１月から５月、いわゆ

る６月の当初課税までは、相当な残業が出

ております。もちろん人数的なこともあろ

うかとは思いますけれども、それだけでは

なくて、毎年市税条例の改正を出させても

らっております。税については、毎年複雑、

多岐化しております。そういう業務に対し

て、臨んでいくわけですから、どうしても

時間外がふえてくるということで、今回は

やっぱりそこを本来業務にしっかりと傾

注をしていただきたいという意味も込め

て、委託をして、職員の負担の軽減も図る

ということも、一つの目標でございます。 

 今のところ、そのあたりのところについ

ては、一定、残業は相当削減されてきてい

るのかなとは思っております。これはただ

単に人数が足りないとかいうことではな

くして、やはり大きな要素としては複雑、

多岐化しておる部分の業務の遂行という

ところが、相当やっぱり難しくなってきて

いるのかなという印象を持っております。 

 それと、もう一点、忙しい時期ですね。

それと、忙しくないと言ったら語弊がある

んですけれども、通常の時期ですね、１月

から５月の時期と、それ以外の時期という

のは、ある程度差がございます。その忙し

い時期に市の直接雇用の職員をそこに入

れたらいいじゃないかというお話もあっ

たかと思うんですけれども、やはり税とい

うのは、継続性、専門性が相当問われてき

ますので、一定の期間だけそこに配置をし

ても、やはり一年間を通して配置をしてい

かないと、それも２年、３年で人事異動で

替わるということになってきますと、非常

にしんどい話になってきますので、私ども

人事当局とも話しているんですけれども、

５年程度はやはりしっかりと継続して、そ

の職場で働いていただけるようにという

形の協議をしているところでございます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 妹尾課長。 

○妹尾市民税課長 それでは、市民税課に

かかります安藤委員のご質問にお答えい

たします。 

 ミス防止のための人事配置になってい

るかどうかということで、市民税課の考え

についてのご質問でございました。市民税

課の考え方というところでございますけ

れども、職員配置の数につきましては、こ

れで十分ということは、どこの課もないか

と思いますので、それについては、何とも

言えないところかなと思っております。 

 その次に、４月の人事異動ですね、繁忙
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期での異動、また、短期間での人事異動を

避けると。この２点に関しましては、ミス

防止のための配置ということで考えてい

ただけるのであればとは感じております。

この令和３年度の４月の異動はございま

せんでしたので、一定考えていただけるこ

とになっているのかとは感じております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 森川課長。 

○森川財政課長 質問番号４番、コロナ対

策としての令和２年度の一般財源と、今後

についてでございますけれども、地方創生

臨時交付金につきましては、対象事業に関

する実施計画を提出し、その実施計画に基

づいて、実績報告を国に提出をしておりま

す。その実績報告では、本市の持ち出し、

いわゆる一般財源につきましては、３，８

０４万２，７６２円、約４，０００万円で

あります。 

 新型コロナウイルス感染症対応経費と

いたしましては、このほかに、予備費から

充当した対応分としまして２，１０９万４，

３６９円、また、地方創生臨時交付金の実

施計画には記載はしておりませんが、当初

予算分でありましたり、補正予算分を活用

したコロナ対策経費が約８，０００万円と

なっておりまして、令和２年度の本市の持

ち出し、いわゆる一般財源については、約

１億４，０００万円と捉えているところで

あります。 

 コロナにつきましては、まだまだ感染が

続いている状況でありまして、令和３年度

におきましても、既に様々な市独自支援策

を講じております。 

 今後、このコロナウイルスがどういうふ

うになっていくのか、なかなか見通せない

ことはたくさんございますけれども、感染

状況を注視しながら、その状況に合った対

応に心がけていくことが必要ではないか

なと考えておりまして、その財源につきま

しても、しっかり確保してまいりたいと考

えております。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 質問番号５番

でございます。 

 防犯カメラ運用をきっちりしているの

か。いつどのカメラのデータを提供してい

るのか、把握しているのかというお問いで

ございました。これはもうその都度、警察

から公文書で照会文書を頂戴しておりま

すので、いつどのカメラのデータを提供し

たというのは、把握しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、６番目の公

共交通に関する移動支援への考え方につ

いてのご質問にお答えさせていただきま

す。 

 公共交通は、乗合バス事業としてすべて

の市民、誰もが利用できるよう輸送能力と

か、移送能力を確保して、維持確保に努め

ることが必要であると考えています。 

 バス交通につきましては、昨年度、パー

ソントリップデータの情報を分析しまし

たところですね、鉄道や自動車、自転車等

の交通手段の中で、一番低く全体の１．

５％という利用状況でございます。 

 バス事業者もですね、利用者向上のため

に、これまでＩＣカードによる乗車時のス

ムーズ化や、バスロケーションシステム、

こちらの導入によって、情報提供などをし

て工夫をされてきております。 

 本市としましても、これらのシステム導

入に対しまして、補助金を交付し、路線維

持、活性化と利便性向上のために取り組み

をさせていただいております。 
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 しかし、利用者の減少傾向ですね、伸び

悩みに加え、運転手不足も加えまして、ま

た、コロナ禍の影響により、さらなる利用

者の減少から、採算性の問題など、課題が

多いことが実情でありまして、需要と供給

のバランスから減便が発生した状況でも

ございました。 

 また、市のほうとしましては、近鉄バス

が運行している市内循環バスにつきまし

て、補助金を交付し、市民の移動手段であ

るバスへの支援を行っておりますととも

に、公共施設巡回バスによって、公共交通

の空白地と言われていた地域について、路

線を設定しまして、利用者、市民の足の確

保にも努めてきております。 

 このような中、市民ニーズを捉え、公共

交通を効率よく運行し、利便性向上が図れ

るか、また、今後は少子高齢化がどんどん

進む中、公共交通の役割をどこまで設定す

るかというのは、非常に難しい問題で、す

べての市民の要望を満たすことは非常に

困難ではございますが、民間の路線バスの

維持確保に努めるとともに、地域公共交通

の活性化に向け、市民ニーズを的確に捉え、

利便性向上が図れるようには取り組んで

まいりたいと考えております。 

 それから、７番目の自転車に関するご質

問でございますが、まず、自転車はですね、

身近で、気軽に利用できる乗り物として、

子どもからお年寄りまで幅広く利用され

ております。その反面、免許制ではないこ

とから、交通法規を理解している方が少な

いのではないかと考えております。自転車

には、自転車安全利用五則がありまして、

摂津警察と連携して、交通安全教室や交差

点での街頭指導など、この五則にのっとり

まして、啓発・指導に努め、ソフト面での

自転車の利用に対するルールにつきまし

て啓発に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 それから、矢羽根型路面標示の部分につ

きまして、既存の路側帯を削って、その上

に路面標示を書くということで、凹凸がで

きて、ガタガタになるというところでござ

います。既存のアスファルトの上に路面標

示を貼るとなれば、どうしても路側帯と重

なることになってきます。この路側帯、青

色矢羽根表示につきましては、所轄である

摂津警察とも協議して、路側帯を消して、

そこに青色矢羽根を引くというような、そ

ういう施工の条件になっておりますので、

既存の道路につきましては、削るしか方法

はございません。その分で、多少のがたつ

きはあろうかと思いますが、塗るときにで

すね、どうしても塗布で塗りますので、ど

うしても何ミリかの段差は出てきます。で

きるだけ必要以上に段差がないようなで

すね、施工はしていきたいなと考えており

ます。 

 それから、吹田市では白い線も書かれて

いたということで、確かに、視認性の高く、

高輝度のある青色矢羽根の横に白い線を

入れるという形状もありますが、今のとこ

ろ摂津市で施工を考えているのは、青色の

矢羽根のみでございます。 

 今後はですね、そういった暗い状況など

を見まして、そういった施工もあるという

ことで検討はしていきますけども、もう一

つは、ガラスビーズを上に吹きかけていま

すので、夜間でもヘッドライト等で、明か

りが分散されて、視認性はあろうかと思い

ます。今、安藤委員のおっしゃるような白

い線というのはより高輝度が高い表示の

ようでございますので、そのあたりは、ま

た検討したいと思っております。 

 以上でございます。 
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○三好義治委員長 井上課長。 

○井上道路管理課長 それでは、８番目の

ご質問で、市内の道路において、構造的な

危険な箇所の把握、管理についてのお問い

にお答えいたします。 

 市内の認定道路につきましては、約２０

０キロメートルございます。これらの危険

箇所につきましては、道路のパトロールや

市民からの情報提供により、発見された危

険な箇所におきましては、データベースで

管理しまして、進捗が確認できるようにし

ております。 

 また、逐次ですね、修繕等を実施してい

るところでございます。 

 また、そのほかに道路の安全性の確認と

いうことでは、福祉のまちづくり条例の規

定を満たさない歩道の段差のある箇所や、

教育委員会や所轄警察署と連携して行っ

ております通学路の安全点検等により確

認された要改善箇所などでは、その所管事

業において、箇所の把握を行うとともに必

要な改善、対策を行っているところでござ

います。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。そ

したら、市税ですね。差し押さえ、それか

ら換価、執行停止、滞納処分っていろいろ

あるかと思いますが、より丁寧な対応を改

めて求めておきたいと思います。 

 それで、差し押さえの目的として、今、

課長からお話ありましたが、差し押さえそ

のものが目的ではないんだと。まずは、こ

ちらからの呼びかけに応じていただけな

い方との相談ができるようなきっかけに

するということであります。ここで、例え

ばですね、令和２年度でいきますと合計３

１３件ございましたが、その差し押さえす

ることによって、どのぐらいの方が相談に

応じて、換価とか、執行停止、もしくは話

し合いに応じて納税につながっていった

か。その差し押さえの効果というのはどん

なふうに見ておられるのか、その点だけ聞

かせてください。 

 それから、二つ目の委託で、部長からも

お話がありました。一つは、やっぱり部長

がおっしゃったように、個人情報の固まり

である税情報、しかも、その税によって、

その他の保険料であるとか、今後は、デジ

タル化、オンライン化によって、その税に

ひもづけられた情報が一元化管理されて

いく。デジタル情報の利活用等の法律等で

あれば、それが大きな話になっていけば、

民間業者にも開放されていくところにも

つながる入り口の業務ということであり

ますので、非常にそういう点で言うと、摂

津市の市民税課、税に関わる職員の役割、

責任というのは、非常に大きくて、人が足

りなくて大変なんだというような部署に

しちゃいけないと思うんですね。やはり直

接職員が責任をもって最初から最後まで

きっちり管理をする。その流れも管理職の

方々が把握していく。同時に、地方税法が

どんどん改正されて、毎年のように分厚い

資料の一部改正議案が出されて、それに対

応するだけでも大変な中で、それに応じた

配置を市独自で自前でやっていかないこ

とには、単純な作業だからといって、それ

をよそに委託していくというのは、行く行

くそういったものは、形骸化していって、

いろいろな事務ミスにつながっていくお

それがあるんじゃないかなというのは危

惧として申し上げておきたいと思います。

その点は、しっかり検証もしていただきた

いのと。 

 それから、その課税事務ミスに対する対

応についても、マニュアル化などやチェッ
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ク体制の問題に加えて、職員の配置である

とか、それから責任の所在であるとかとい

うのも、明確にしていくようなシステムづ

くりを求めておきたいと思います。 

 一点、先ほど聞かなかったんですけども、

委託に関してですけども、業務契約につい

てですが、公募型のプロポーザルっていう

方式で、結局、手を挙げられたのは１社だ

けだったんですね。この間、委託契約であ

ったり、建設、土木等の入札では、なかな

か入札不調等が起きていて、いろいろ困難

な状況にある中で、こういう公募型プロポ

ーザルでも、例えば中学校給食でも１社手

を挙げるかどうかというような、いろんな

状況があります。行政がやる仕事ですから、

個人情報保護などですね、非常に細かい条

件がついてくることによって、なかなか民

間業者がやれない。だからこそ、それは民

間業者ではなく、市役所の職員でやるべき

仕事なんだということを言いたいわけな

んですけれども、今回の非常に大事な業務

をお願いするに当たって、幾ら選定委員会

で条件に合ったからといって、たった１社

のプロポーザルで、本当に透明性であった

り、専門性が図れたのか。その点は見解と

して、自信を持って言えるのかですね、本

来ですと、皆さんがおっしゃる民間委託と

か、アウトソーシングというのは、民間の

専門性を生かしていくというようなこと

が競争原理を働かせるんだということも、

一つあると思うんです。それがきちんと果

たせているのか。そういったこともやっぱ

りきちんと見ていただきたいなと思うん

ですけど、その見解をお聞かせいただきた

いと思います。 

 第三者委員会等の対策については、また、

これはもう日常ふだんの取り組みになっ

ていくかと思いますので、また、これから

も注目をしていきたいと思いますし、頑張

っていただきたいと思います。 

 それから、四つ目の臨時創生交付金につ

いてでございます。対象となる事業は１億

４，０００万円ほどだというお話がありま

した。それにしても、やはり摂津市の今の

財政、令和２年度の決算の状況、市税で言

えば当初と比べても、調定額は１４億円も

ふえて、実際の収入も一定程度が確保され

ていると。主要基金残高についてはふえて

いて、先ほど財政の考え方というお話もあ

りましたけど、結果として積み増しがされ

ると、市債残高についても、令和３年度こ

そ市債をふやしていくというような方針

にはあるものの、令和２年度の決算で言え

ば、約１億７，０００万円の市債残高が圧

縮されているというようなことが、結果と

して出ています。 

 結果として出ている中で、コロナ禍とい

う大変深刻な社会的な危機の中、しかも、

ワクチンの接種で市民は大混乱になりま

した。市内の飲食店、中小業者の皆さんが

給付金を得るために非常に右往左往され

て、非常に苦しい状況に置かれていました。

学校や保育所、また学童保育室等々、感染

者が出たときに濃厚接触者となるのかど

うなのか。なかなか返事が来ない中で、学

校が再開する、保育所が再開する。じゃあ

再開できない場合に、親の仕事はどうする

んだ。右往左往しなきゃいけないときに、

やはり検査の拡大というのは、非常に重要

だったはずだと、私たちは思っていますが、

いろんな市民の皆さんがコロナ禍で困っ

ていることに対して、一番身近な自治体と

して対応していくことが、非常に求められ

た一年だったかと思うんですね。そういう

点から言うと、４，０００万円、金額だけ

ではないでしょうけども、やはり非常に寂



- 42 - 

 

しい数字ではないかなと思います。その点

のお考えを聞かせてください。 

 それで、決算概要の最初の総括で書かれ

ているんですけども、このコロナ禍により、

これまでの日常が一変し、市民生活や経済

活動に多大なる影響を与えたんだと。本市

においても、新しい生活様式に対応した時

世に応じた柔軟な取り組みを推進してい

く必要がありますと書かれています。これ

は単に財政運営上だけの時世に応じた対

応ではなくて、市民生活をどう支えていく

かという、もしくは、これまで足りなかっ

たところにもう少し手厚い支援を行い、救

える命を守れるようにするための体制づ

くりということも含めて、新しい市民の生

活様式に対応していくような、いろんなこ

とを考えなきゃいけないということをお

っしゃっているんだなと、私は理解してお

ります。お金の面だけだよということであ

れば、訂正していただきたいんですが、そ

ういった中で、この地方創生臨時交付金対

象事業が、これだけで果たして本当にいい

のかというふうに思います。例えば、水道

料金の減免が昨年度、つまり令和２年度に

４か月ではありますけども実施されまし

た。９，０００万円ほどの補正予算が組ま

れて、最終決算では減額されて約５，５０

０万円となりました。これについて、他市

では継続していらっしゃるところもあり

ます。 

 給食の補助についても、一定の金額、数

百万円でやられているところもあります。

または、例えば、茨木市で、医療崩壊の中

で、自宅療養を余儀なくされている方々に

対して、保健所から情報を流してもらって、

市のほうからお買物支援等をする事業が

行われました。これは茨木市だけじゃなく

て、吹田市とか、大阪府内でもいろんな近

隣自治体で行われていて、実質上、予算と

しては数百万円でやっておられるんです

ね。こういったことを要望もしながらです

ね、やってきたんですけど、なかなかそこ

は実現できておりません。 

 一方で、決算を見ると、主要基金残高は

ふえていると。ここはやっぱりもっと身近

な市民の皆さんの声を聞いて反映させて

いくことが必要ではないかと思いますが、

今後の在り方について、改めて、お聞かせ

いただきたいと思います。 

 あとは、防犯カメラについては分かりま

した。運用等ですね、しっかりとやってい

ただきたいですし、カメラがここにあるよ

というのが、抑止効果を大きくするんだと

いうことで、カメラの位置表示もきちんと

やっていただいているかと思いますが、分

かりやすくやっていっていただきたいな

と思います。よろしくお願いします。 

 あと、公共交通については、もう要望と

しておきたいと思いますが、会社の経営や

財政状況だけでは、やはりままならない。

現状いろいろお願いをしているけども、高

齢化が進んでいくという中で、バスやタク

シーなど公共交通をもっと利用しやすい

ようなまちにしていくというのが、私は大

事だと思っています。パーソントリップ調

査も、５年も前のデータでありますので、

新しいデータの下で、使いやすい公共交通

にしていく上で、行政として何ができるの

か。民間業者への補助金でお願いするのか。

ＮＰＯ法人等への補助金で、そういったＮ

ＰＯ団体等を育成していくのか。もしくは、

摂津市独自で福祉との連携で市民の移動

手段をどう確保していくのか。運転免許証

を返納する高齢者の方がふえていく中、小

さなお子さんが車がなくても、保健センタ

ーまで行って、健診が受けられるようにし
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ていくというようなことを考えていく上

で、やっぱりこの補助金の制度も生かしな

がら、拡大をしながら、また検討を進めて

いただきたいと思います。 

 自転車については、引き続き安全対策を

推進いただくのと同時に、地域の方々への

啓発については、しっかりやっていただき

たいなと思います。要望とします。 

 道路台帳につきましても、道路台帳とは

別に、もういろいろ管理をしていらっしゃ

るということでありますので、福祉のまち

づくりに関わっての道路の現状であると

かいうことが管理はされていらっしゃる

ということでありますから、それについて

どのように進捗していくのかという計画

等もお示しをいただきながら、安全な道路

行政を進めていただきたいということは

要望としておきたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 質問３件ですね、その

中で、３点目のコロナ対策で摂津市との今

後の対応について、どうしていくのかとい

うことについては、本日は決算審査やから、

この辺はお答えできる範囲でお願いした

いと思います。 

 まず、１点目で柳瀬課長。 

○柳瀬納税課長 それでは、差し押さえが

どのように滞納者の方とコンタクトでき

るかどうかというところにつきまして、ご

答弁させていただきます。 

 なかなかケース・バイ・ケースがござい

ますので、類型的に統計を取っているとい

うのはございませんが、全体的な流れ、印

象をお答えさせていただきます。 

 差し押さえでは、銀行口座の少額で休眠

しているような口座を差し押さえた場合

につきましては、ご連絡をいただけないこ

とが若干ございますが、大体の場合におき

ましては、差し押さえさせていただきまし

たら、滞納者の方からご連絡をいただくこ

とがほとんどでございます。 

 その上で、現在の仕事の状況や生活の状

況などをお伺いしまして、納付計画のお話

をさせていただきます。その中で、あくま

で自主納付によりご納付いただきまして、

差し押さえの解除というものを目指して、

納付計画を立て納付していただくという

ことでお話を進めさせていただいており

ます。やはりその中では、換価ということ

で、ほぼ差し押さえ解除という形で解決す

るものが大半であると考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 山口部長。 

○山口総務部長 まず、２点目の課税事務

委託についての契約において、公募型プロ

ポーザルで１社ということに対して、透明

性や競争性が確保されているのかという

ことでございます。１社しかないというこ

とは、それは公でしたほうがええん違うか

という、こういうご質疑やったと理解をし

ております。これにつきましては、先ほど

私、指定管理の話も出しましたけれども、

指定管理もそうですけれども、この課税事

務も１０年、１５年、２０年前については、

なかなか参入業者がいなかったと思いま

す。それだけ民間のほうがいろんな分野に

対して、知識を伸ばして、いわゆる営業内

容を伸ばしてこられて成長されてこられ

た。そこのところは、やはり公務員でなけ

ればできないという考えではおったわけ

ですけれども、やはり民間の能力が、それ

に相当追いついてきて、それを担える事業

者がふえてきたということが、一つ背景に

はあろうかなと、私も契約を長くやってお

って、そのように思います。 

 今回、この１社がどうなのかということ
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なんですけれども、やはり２社、３社と競

争をしたほうがよかったかもしれません

けれども、今回、指名型のプロポーザルで

はなくして、公募型のプロポーザルでござ

いますので、いわゆる形としては随意契約

にはなるんですけれども、性質的には一般

競争に近いような形になっていまして、告

示をした段階で、そこから競争が始まって

いるということになります。指名競争入札

の場合でしたら、５社指名しますと、その

５社以外の６社目は参入できないわけで

すね。この場合、１社であったらこれは具

合が悪いと思いますけれども、公募型のプ

ロポーザルの場合につきましては、その段

階で、告示の段階でもう競争していますの

で、１回目の答弁で市民税課長が答えまし

たように、１社でも一定の合格点、及第点

をとっておれば、それについては了とすべ

きものと考えてございます。 

 それから、４点目の財政の関係で、いろ

いろと日本共産党からも要望書、何回かい

ただいておりまして、すべて見させてはい

ただいております。それにすべてに対して、

お答えはできてはおらないんですけれど

も、他市でやっていること、水道料金の減

免、まだ続けているところがあるよという

話もございましたけれども、令和２年度に

関しましては、財政課長が言いましたよう

に、一億数千万円ほど予備費、それから当

初予算で計上した分も含めて、一般財源を

投入したわけでございますけれども、おの

おのの対策につきましても、新型コロナ対

策本部会議でもって、各課から要求ができ

たものについて精査をして、もうちょっと

こういう制度にしたほうがいいんじゃな

いかという議論を重ねた上で、予算措置を

ほぼすべてさせていただいたところでご

ざいます。 

 確かに、他市の事例等々に照らして、摂

津市がやっているところで、他市がやって

いない。その逆の部分も多々ありますけれ

ども、今後につきましてはですね、これも

去年の本会議でも度々申し上げておりま

すとおり、やはり各課のほうから有効な対

策が出てきたときについては、もちろんプ

ライオリティをつけながらですけれども、

必要な対策についてはしっかりと予算づ

けをしてまいりたい。このように考えてご

ざいます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。市

税、滞納処分につきましてはですね、差し

押さえをした際には、大体の方はびっくり

して来られるかと思います。できるだけで

すね、そういった市民に寄り添った対応を

やっていただきたいと思います。 

 差し押さえで応じた方については、相手

の要望がなければ、そこから換価へって乱

暴に進んでいくというようなことはない

というふうに理解いたしました。基本的に

自主納付を促していけるように、しっかり

と対応をしていっていただきたいという

ことを申し上げておきたいと思います。 

 それと、部長からもお話がありましたが、

これまでやってこられたコロナ対策、独自

策の４０事業を含めて、それから一般財源

をどのぐらい投入したかも含めてですね、

やはりきちんと検証をしていただいた上

で、市民の皆さんが求めておられる、また

は、それに対応できるですね、きめ細やか

なコロナ対策というのをやっていく必要

があるなと思っています。 

 そういう意味では、各課が市民の皆さん

と直接応対しておられて、そういったとこ

ろで集めた情報を、何か役に立てないかと
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いうような立場から事業の展開をしてい

ただくよう強く願ってやみません。そのこ

とを申し上げておきたいと思います。 

 それと、市税の委託についてです。結局、

今回の市税の委託というのは公募型のプ

ロポーザルではあったけれども、１社しか

来なかったと。それでも摂津市が求める水

準には達しているから問題ないよという

ことだと思います。このようなことは、こ

れまで指定管理者の制度が導入されてき

たり、アウトソーシングを進めていく上で

の大きな目的の一つであった民間事業者

が持っている進んだ技術等を競争原理に

よってより効果的に、より少ない費用で、

より効果を最大化していくというような

ことでは全くないと思います。あくまで、

摂津市の業務を遂行していく上で、人が足

りない、人がいないんだと。それを埋める

ために、外部委託した際に、摂津市の業務

の水準には達しているのでお願いしよう

というようなことで、私は理解しておりま

す。それで果たしていいのかということは、

私は申し上げておきたいと思いますが、も

し私の理解が足りていないようであれば、

述べていただきたいと思います。 

○三好義治委員長 山口部長。 

○山口総務部長 ２回目の答弁でも申し

上げましたけれども、人が足りないと言い

出したら、これはすべてのところの部署に

該当するかと思います。 

 もう一人、もう一人という要求はあろう

かと思います。じゃあ幾ら人数を突っ込め

ばいいのかということは、また非常に難し

い問題がございますので、やはり業務ごと

に、それなりの専門性なり、分野なりで違

うところがございますので、そこのところ

については、私のほうとしては何とも言え

ません。この税に関しましては、先ほどか

ら言っております市税条例が毎年改正さ

れて、次の議会にも恐らく市税条例の改正

を上げさせてもらうことになろうかと思

いますけれども、非常に複雑で専門性が高

いものとなっております。私個人としては

やはり数年、５年、６年、経験を積んでや

っていくべき部署ではないかなと思って

おりますので、これは単に人が足りないか

ら委託をするということではなくして、も

ちろんいればいいんですけれども、それプ

ラスやはり複雑、多岐にわたる業務をしっ

かりとやっていって、職員にはしっかりと

もっともっとやるべきところに目を向け

てやっていただこうということが、趣旨で

ございますので、よろしくお願いします。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 すみません。人が足りない

からというのは、ちょっと言い過ぎた面が

あります。少なくとも、市民に対して、責

任ある業務をやっていく上で、その業務に

見合った体制が現状では難しいと、それを

補うための委託だというようなことだと

理解いたしました。 

○三好義治委員長 次、松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、引き続き質問

等をさせていただきます。いろいろと、も

う議論がありましたので、一部は意見のみ

とさせていただきます。 

 まず、一点目、財政についてということ

で、これはもう意見です。令和２年度につ

きましては、黒字ということでございます。 

 しかしながら、多くのコロナ対策を、多

額の支出ということがありました。結果、

国からの交付金ということで、そこは何と

かある程度賄えたというところが、実情か

なと感じています。財政を見ても、令和元

年度からも堅実な財政運営を行っている

ものと認識はしております。 
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 ただ、今後、さらに多くの財政支出とい

うのは予想しておりまして、ＪＲ千里丘駅

西口の再開発、あるいは千里丘小学校の増

改築、給食センターの建設、そして、鳥飼

まちづくり等々ございます。各種施設、そ

して、河川防災施設の上部施設と。今、予

想できるだけでも、多額の予算を要する事

業が控えております。 

 しかしながら、そんなときでも使うとき

はしっかりと使うというところが大事か

なと思っております。森川前市長のときで

も下水道事業で、相当な費用を使って行わ

れましたけれども、結果として、今、高い

評価を得ているというのは、私はいろいろ

と聞いております。そのための財政の土台

をしっかりとしていくことが重要であろ

うかと思っております。 

 今、令和２年の経営戦略、行政経営戦略

というのも立てられましたので、経営とい

う観点で、そのまちづくりを通じて、歳入

を上げる努力というのも、やっぱり考えて

いく必要があるかなと思っております。 

 先ほど、ＪＲ千里丘駅西口再開発の話も

ちょっと出しましたけど、これも本市の歳

入を上げる非常に大きな可能性を持って

いるなと。まさに、そこは投資という意味

で、いかにして、まちづくりを発展させ、

人を集めて歳入を上げるという、そういう

観点をしっかりとぜひ職員一人一人が意

識を持って取り組んでいただきたいなと

思っております。 

 ほかにもですね、健都ではイノベーショ

ンパークで、今、ニプロ本社のようやく建

設も始まって、やはりそこからの税収とい

うのは、将来的に非常に大きな期待ができ

るものであります。イノベーションパーク

の本市のエリアについて、しっかりと検討

していくべきと言ってまいりました。将来

を見据えて企業がそこに集まってくる、そ

こに企業の本社がくることもあり得ます。

あるいは、その企業が鳥飼地域に移転をし

てくれるとか、いわゆる経営という観点を、

ぜひ、その財政の中にも取り入れてやって

いただきたいなと思います。ぜひ財政運営

をしっかりと考えながら、実施されるよう

要望いたします。財政については、以上で

す。 

 続きまして、防災についてです。事務報

告書の５６ページ、５７ページです。 

 令和２年度も様々な訓練をされて来ら

れました。旧三宅スポーツセンターでの体

育館での段ボール訓練等ですね、あるいは、

庁内での訓練もされてきたと思います。こ

の中でも、できる範囲のことはしっかりや

ってこられたということは評価をいたし

ます。 

 その中で、災害対策本部訓練の定期的な

実施は、絶対しなければならないと提言を

し続けてきておりました。ようやく令和２

年度に条件が整えられた中で、実施された

と認識をしておりますけども、改めて、ど

のような苦慮をされたのか、その点をお聞

かせいただきたいと思います。 

 続きまして、２番目、防災サポーターに

ついて、これは予算概要１３８ページ、防

災士資格取得補助について、確認をいたし

ます。これは質問といたします。 

 これまでも防災士資格取得の補助制度

については、議論をされておりました。そ

して、この補助というのは防災サポーター

養成講座を受講することが要件となって

おります。防災サポーターの育成を行って

いるというところで、その令和２年度の取

り組みと併せて、そのフォローアップにつ

いてですね、これは幾つかも議論されてき

ましたけども、フォローアップという点で、
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まず、改めてお聞かせいただきたいなと思

います。 

 続きまして、これは意見とさせていただ

きます。 

 同じく１３８ページの広域避難につい

てですけども、ＳＯＳ避難メソッドを昨年

に打ち出されて、民間事業者などの避難先

確保をされたということについては、評価

をしたいと思っております。 

 ただ、やはり大規模な避難場所を速やか

に確定するということが必要であろうか

と考えております。小さな避難先は幾つあ

っても、殺到する避難者を受け入れること

というのは、受入体制の管理、あるいは、

殺到するというところも踏まえて、なかな

か難しいと。どう振り分けていくかという

課題が大きいものかなと考えております。 

 そうであれば、まずは、その大規模な拠

点を一つないし、二つ準備して、その上で

必要に避難者を振り分けていく。そのよう

にやっていかないと、その広域避難での、

いわゆる大勢の方々の避難に対しては、な

かなか取り組むことが困難であろうかな

ということは考えております。特に、場所

としては、万博が有力候補であるというと

ころです。将来的には、万博にアリーナも

作られるということをお聞きしています。

そこは、まさに、非常に有力な避難施設と

なり得るのかなと考えております。 

 一般質問でもさせてもらいましたけど、

すべてをそろえてからでは、やっぱりおそ

いということで、やはり段階ごとにしっか

りと市民の方に周知をしていくというこ

とが、重要になっていくかと思っておりま

す。 

 市長は、以前、吹田市長、茨木市長と、

そして、摂津市の３市長合同で十三高槻線

と中央環状線の交差部にかかる中期計画

を大阪府に要望されて、実現をしたという

こともございます。そういった意味で、や

はり摂津市民は当然大阪府民であります

から、市長がやはり政治力というところも

ぜひ発揮をしていただきたいなと。やはり

これはいつまでも議論を続けていくもの

ではなく、やはり計画的にしっかりと作っ

ていくということが必要になってくるか

なと思うので、これは要望とさせていただ

きます。 

 続きまして、資産活用課に関してです。

これは質問です。 

 市有財産についてで、集会所の話はいろ

いろされておりました。それ以外にも、資

産活用課として、やはり本市資産を有効に

活用していかなければならないものと考

えておりますけども、その中で、令和２年

度において、旧三宅小学校跡地と、旧味舌

小学校跡地の残っている部分の活用につ

いて、何かコンセプトを計画されたりとか、

考えられたりすることはあるのか、その点

をお聞かせいただきたいなと思います。 

 次に、４番目、これも多々議論ありまし

た循環バス、巡回バスについてです。利用

者等もいろいろとお聞きをいたしました。

その点、私としてはお聞きしたいのが、循

環バス、巡回バスの利用率について、なか

なか令和２年度ではコロナ禍も踏まえて、

少なくなってしまったという状況もあり

ます。これはやはり今後も継続していくべ

きなのかというところも踏まえて、市とし

てどのように考えているのか。令和２年度

の総括をお聞かせいただきたいなと思い

ます。 

 続きまして、５番目、こちらも質問とさ

せていただきます。 

 公園に関するものです。令和２年度の予

算の中で、公園、特に明和池と新幹線公園
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については、本市にとっては、ポテンシャ

ルを秘めた公園として、民間活力の導入も

含めて、いろいろと実施をしていただきた

いというところで要望はさせていただい

ておりました。 

 その中で、新幹線公園、令和２年度の取

り組みですね、また、新幹線公園にはゼロ

系新幹線があり、吹田市では健都ライブラ

リーのところでゼロ系新幹線が展示をさ

れており、連携することもいいんじゃない

かと思っております。そういったところを

踏まえて、令和２年度の取り組みについて、

お聞かせいただきたいなと思います。 

 続きまして、これは意見です。多世代同

居・近居支援のところで、この点もいろい

ろと議論がありましたので、一定理解はし

ております。これは、我が会派としてもし

っかりと当初から提案していた事業です。 

 しかしながらですね、１点危惧をすると

ころがございます。この制度というのは、

やはり単なる補助というものではなく、３

世代家族の住まいや暮らしにスマイルを

提供することについて、チラシでも謳って

おります。やはりこの制度が動機づけとな

って本市に戻ってくる、あるいは、多世代

同居・近居になるための一助であるという

ことが、非常に重要であろうかと思います。

いわゆるブロック塀撤去とか、そういった

補助と、また一つ違う性質の制度でありま

す。その点、この制度の意義を把握するこ

とが必要かなと、件数だけ見ていても、や

はりその制度の本当の成果は、なかなか図

ることが難しいのかなと思います。やはり

アンケート調査なりで、本市に戻ってくる

きっかけになりましたかとか、そういう分

析もやっていくことが、私は必要なのかな

と考えております。 

 それを踏まえて、どの部分をまた強化し

ていけばいいのかと。特に、本市では、鳥

飼東部地域において人口減少が続いてい

る中で、この地域の部分に限定して、この

金額を倍増させたら、その成果がさらに出

る、あるいは、他市から転入いただくため

に鳥飼東部地域に限定して取り組みを行

うなど、そういった工夫も必要ではないか

と考えています。そのためには、分析をし

ながら工夫をして、目的に合致できるよう

に、さらに進化をしていただければなと思

いますので、これは要望とさせていただき

ます。 

 続いて、６番目です。こちら予算概要１

２０ページの阪急正雀駅南側の駐車場に

ついてということで、これは昨年、駐車料

金を確か値下げしたと認識をしておりま

すけども、具体的にどうなったのか、その

点をお聞かせいただきたいなと思います。 

 続きまして、未就学児の交通安全対策に

ついてで、意見となります。ハンプにつき

まして、もう既に議論をされておりますん

で、その効果も一定あるということで認識

をいたしました。これはぜひとも効果があ

るということも認識をしましたので、これ

は事業としてしっかりとやっていただき

たいなと思います。他の地域でもやはりス

ピード抑止ということを求められるとこ

ろがございます。その中で、ハンプという

ものが、やはり物理的にしっかりとスピー

ド抑止に役立つということになっていま

す。ぜひ、これは市民ニーズに応じて、し

っかりと継続的に対応していただきたい

なと思います。これは要望とさせていただ

きます。 

 続きまして、決算概要１２４ページの道

路床板修繕事業についてです。これについ

ても要望とさせていただきます。 

 こちら、私も地域の方から非常に強く要
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望を受けまして、市としても対応いただき

ました。結果として、地域の要望に応じた

形での修繕というものになったと思って

おります。これについては評価をいたしま

す。ぜひ、地域としっかりと協議をする中

で、より良い形で事業を進めていただけれ

ばと思いますので、これは意見とさせてい

ただきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、質問番号

２番のご質問でございます。事務報告書５

６ページ、５７ページにございます中で、

特に、災害対策本部の運営訓練ということ

でございました。具体的には、事務報告書

の５７ページの中で、震災総合訓練という

タイトルになっておるものでございます。

この内容なんですけれども、午前９時に本

市が震度６弱の地震に見舞われたという

想定で、主に三つの訓練を実施いたしまし

た。 

 一つ目は、職員の安否確認訓練でござい

ます。具体的に、所属長が職員の安否を確

認いたしまして、その結果を各班長に報告

すると。次に、各班長から職員班に報告す

るという流れを実際に行いました。 

 続いて、二つ目は、各班による事前検討

訓練でございます。これも、震度６弱の地

震が発生して、その後１時間３０分と３日

後、この二つのタイミングに絞りまして、

どのような課題が発生していると想定さ

れるか。また、どのような対応や活動が求

められるかを班ごとにイメージしていた

だいて、実際にやるべきことをリストアッ

プするという訓練でございます。 

 最後に、三つ目といたしまして、市長、

副市長、教育長と、全部長級職員によりま

す災害対策本部の運営の訓練でございま

す。これもタイミング的には震災発災後、

１時間３０分後と３日後を想定いたしま

して、本部会議への被害状況の報告であり

ましたり、職員の安否状況の報告の段取り

確認、また、各班の活動報告や課題の情報

共有などの段取り確認などを行いました。 

 続いて、ご質問の防災サポーター、令和

２年度の特にフォローアップというとこ

ろの切り口でのご質問でございます。令和

２年度の防災サポーターのフォローアッ

プと申しますと、令和元年度に第１期の防

災サポーターが誕生しておりました。その

方たちを対象に、令和２年度は子育て総合

支援センターの遊戯室で水害を想定した

避難所の運営訓練、また、別府コミュニテ

ィセンターで２月に行いました地震を想

定した避難訓練、このあたりすべて第１期

の防災サポーターの方にもお声掛けさせ

ていただいて、実際に避難所運営を体験し

ていただくという形で、フォローアップを

行いました。 

 また、令和２年度の冬の時期なんですけ

ども、ちょうど第２期の防災サポーター養

成講座を行いました。この中でも、オブザ

ーバーのような形で第１期の皆様にお声

掛けさせていただいて、一緒に希望者の方

は参加いただいて受講いただきました。 

 以上が、フォローアップでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、質問番号

３番、市有財産についてのご質問でござい

ます。 

 その中で、旧三宅小学校跡地、また、旧

味舌小学校跡地の活用についての内容の

ご質問でございます。 

 両方とも、災害時における防災空地とし

ての位置づけで、現在、管理をさせていた
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だいております。旧三宅小学校跡地につき

ましては、平時は、地元自治会のまつりで

あったり、体育祭であったり、また、防災

訓練等で活用いただいているところでご

ざいます。 

 また、旧味舌小学校跡地につきましては、

現在、仮称の新味舌体育館の建設に要する

資材置場等のストックヤードとして、活用

しておりますけれども、体育館につきまし

ては、来年３月に完成し、工事が完了する

予定でございます。そのあとの跡地活用に

つきましては、現在、具体的には未定とな

っておりますけれども、どのような活用が

市民にとって最も有効、また有益であるの

かというところを立地条件なども考慮い

たしまして、考えてまいりたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、松本委員の

循環バス、巡回バス、この運行についてど

う考えているか、総括として述べていただ

きたいという内容について、ご説明させて

いただきます。 

 市内循環バスにつきましては、近鉄バス

のほうに補助金を交付して、運行の継続を

支援しているところでありまして、令和２

年度は、コロナ禍の関係もございまして、

前年度に比べて、先の質問でもありました

ように、２１％のダウンとなり、令和２年

度の年間の人数は１万３，１３７人となっ

ております。 

 また、公共施設巡回バスにおきましても、

前年度から利用者は減りまして、令和２年

度は１万９，７３０名となっております。

公共交通の取り組みの総括につきまして

でございますが、市民の足を支える地域公

共交通は、高齢者を初め、誰もが利用でき

る交通手段として確保、維持していくこと

が、本市の重要な役割であると認識してお

ります。 

 現在、本市では市内循環バスや公共施設

巡回バスへの支援を行い、市民の利便性の

確保に努めており、高齢者を含めた市民の

交通手段の利便性向上に努めているとこ

ろでございますが、今後は、地域公共交通

の確保維持に向けた取り組みは、現在の支

援が妥当かどうか検証を行った上で、市域

全体の公共交通網の在り方について、見極

めて考えていく必要があると考えており

ます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 宮城課長。 

○宮城水みどり課長 それでは、水みどり

課に関します５番目のご質問、新幹線公園

の令和２年度の取り組みについてお答え

いたします。 

 新幹線公園は、新幹線車両並びに電気機

関車の内部公開を、３月から５月は、毎週

日曜日、それ以外の月は、第２と第４の日

曜日及びこどもの日に公開し、多くの方に

楽しんでいただいております。 

 しかしながら、令和２年度は新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響により、４月か

ら５月と、令和３年１月から２月の期間に

おいて、緊急事態宣言が発出されたことか

ら、車両の内部公開を中止いたしました。

１回目の緊急事態宣言解除後に、車両の内

部公開を再開したところ、府外からも多く

の方々が来園され、好評を得ましたことか

ら、大阪コロナ追跡システムを導入し、消

毒や検温、マスク配布などの感染対策に必

要な人員として、受付を１名増員し、３名

体制とし、これまでの月２回の開催から毎

週日曜日の開催へと拡充いたしました。こ

のこともあり、夏場におきましては、前年
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の３倍以上の方々に来園いただき、年間と

しましては、約７，０００人の方に楽しん

でいただくことができました。 

 また、新型ウイルス感染症拡大防止対策

並びに、熱中症対策といたしまして、サー

キュレーターなどによる換気や自動販売

機による水分補給が行えるよう、隣接事業

者でありますＪＲ貨物へ電気設備の整備

についての協議を進めてまいりました。そ

の結果、ＪＲ貨物のご協力により、電気設

備を設置することが可能となり、サーキュ

レーターなどによる換気対策を行ってお

ります。 

 なお、自動販売機につきましては、令和

３年１０月に設置し、運用を開始しており

ます。令和２年度における吹田市の健都レ

ールサイド公園や、健都ライブラリーと新

幹線公園との連携につきましては、お互い

に施設の公開を中止する期間も多く、また、

協議に訪問することも難しい状況もあっ

たことから、思うように進めることはでき

ませんでしたが、コロナ禍の状況が一定落

ち着きましたら、協議を進めてまいりたい

と考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 永田部参事。 

○永田建設部参事 それでは、６番目の正

雀駅南自動車駐車場管理事業についての

ご質問にお答えさせていただきます。 

 当自動車駐車場の料金の値下げについ

てでございますが、令和２年９月１日から

最初の３０分が２１０円でありましたと

ころを１１０円と、周辺の駐車場に合わせ

たような料金に変更をさせていただいて

おります。 

 また、最大料金も入庫後１２時間は最大

で５５０円に設定させていただいていま

す。この駐車場に関しましては、公益財団

法人の自転車駐車場整備センターが管理

しておりまして、料金設定につきましては、

そちらのセンター側のほうが設定されて

おります。改正前までは利用率が２８％で

ありましたが、改正後は約４１％となって

おり、１３ポイント上昇し、利用率が向上

しているような状況でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。

それでは、意見と一部だけ質問をさせてい

ただきます。 

 まず、１番目の災害対策訓練などにつき

まして、概要については一定理解をいたし

ました。まずもって、災害対策本部訓練、

庁内での訓練を実施されたということは、

高く評価をいたします。私も３月ですかね、

一部を拝見させていただきました。やはり

これは、人事異動がある中では、毎年、実

施をしていく必要があると考えておりま

す。その都度担当の方に、少なくとも年に

一度は認識をしていくということが、非常

に重要になってきます。それができるのは、

防災危機管理課でありますので、そこは引

き続き、継続して実施をしていただくよう

にお願いします。災害対策本部訓練でも、

あるいは、様々な訓練でもやはり地震、そ

して水害とそれぞれを定期的に行って、課

題があれば、その都度、地域防災計画も含

めて修正をしていくと。日々更新をしなが

ら、今後も努力していただくよう、要望と

させていただきます。 

 続きまして、２番目、こちらは質問とい

たします。 

 まず、そのフォローアップ等の取り組み

については理解いたしました。２期目の講

座の中に１期目の方をお呼びするという

ことで対応をしているということです。こ



- 52 - 

 

の防災サポーター制度は２年目となりま

す。元々この防災サポーターは、有事にお

ける避難所運営が市の職員だけでは困難

であるということから、民間活力が必要と

いうことで、一定の知識、技能を持った民

間の有資格者をということで、防災サポー

ター制度の構築につながったものと考え

ております。そのため、要綱には、災害発

生時における情報を収集、伝達、救出援護、

避難誘導、避難所運営、災害応急対策等に

関することを記載されております。それを

踏まえて、防災サポーターの有事における

運用について、どのように計画されている

のか、お聞かせください。 

 続きまして、３番目の市有財産について、

旧味舌小学校の跡地、そして、旧三宅小学

校跡地の現状について理解をいたしまし

た。 

 まず、旧三宅小学校跡地では、耐震化さ

れていないほうの校舎というのは、非常に

劣化しているなというところは、外観だけ

ですけども見受けられます。やはりこれは、

時間がたてばたつほど劣化というのも激

しくなって、地震など倒壊のおそれも増し

ていく可能性もございます。その上、鳥飼

まちづくりの高台まちづくり構想という

中で、千里丘一帯が本市の数少ない高台と

いうことであり、その一帯の空間を生かさ

なければならないという点で、やはり旧三

宅小学校跡地の一帯、その校舎も含めたそ

の取り組みは、そろそろ考えていかないと

いけないなと思います。校舎のいわゆる取

り壊しも含めて、やはり考えてから実際に

行動するまでに数年かかるというところ

を踏まえれば、ＦＭの推進と合わせてやっ

ていく必要があるかなと思っています。特

に、高台のその空間をしっかりと維持でき、

活用できるようにと、地域の人々からは要

望を聞いております。その一帯にまさに自

分たちの活動できるエリアをしっかりと

残してほしいという要望も踏まえて、そう

いったところを、ぜひ、そろそろ検討すべ

きかなと考えております。 

 そして、旧味舌小学校跡地についても、

来年３月には新味舌体育館が出来上がっ

て、ストックヤードも、もうこれからなく

なっていくという中で、いつまでもフェン

スに囲まれ、有効活用されていないという

点では、やはり非常に問題があるのかなと

思います。 

 いろいろ用途範囲が限られているとこ

ろも認識をしておりますが、それならば、

イベント広場とか、市民の憩いの場とか、

そういう形で有効活用すれば良いのでは

ないのかなと思います。私が言いたいのは、

そろそろもうコンセプトを練って、もうち

ょっと計画し、実行すべきではないのかな

という時期に、もう来ているかなと思って

おります。防災空地を有効に市民のために

活用できるように、ぜひ、対応していただ

くように要望とさせていただきます。 

 続きまして、４番目、循環バス、巡回バ

スの総括の点ということであります。これ

も要望とさせていただきます。 

 コロナ禍でいろいろと大きく減少をし

ているという中で、支援が妥当か、あるい

は、今後の全体を見極めていくということ

での答弁だったと思います。この公共交通

については、先ほど来、多くの委員から質

問が出ておりますが、市民からの要望とし

て、別府地域では土曜日、日曜日も運行し

てほしいということ、そして、一津屋地域

や鳥飼地域からも要望がございます。もは

やバスだけでは、市民ニーズをカバーする

というのは、やはり難しいのかなと考えて

おります。 
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 なので、公共交通全体を見極めての再編

については、検討していく必要がございま

す。具体的には、タクシーあるいは、高齢

介護の送迎車、先ほど安藤委員が言われた

ようにＮＰＯ法人など、摂津市でやってい

る様々な公共交通のサービスを、今一度、

市全体としてまとめて、トータル的な考え

で対応していくことが、やはりこれからは

重要になってくるのかなと思います。例え

ば、このエリアはバスが通らない。しかし

ながら、高齢者については送迎車が出ます

よとか、そういった形での地域ごとの対応

というところも踏まえてやっていくとい

うところが、非常に重要になってくるのか

なと思いますので、ぜひ、今後、その点も

考えながら取り組んでいただきたいなと

思います。これも要望とさせていただきま

す。 

 続きまして、５番目、こちらも要望とさ

せていただきます。 

 新幹線公園について、コロナ対策の中で、

しっかりと公開日をふやしたということ

については高く評価をいたします。 

 そして、年間７，０００人の方が来られ

たということで、コロナがある程度収束す

れば、さらに多くの集客力を見込めるので

はないかと考えております。この新幹線公

園、さらに価値向上のために、ぜひ取り組

んでいただきたいと思います。その中で、

吹田市のレールサイド公園と、また、ゼロ

系新幹線を展示している健都ライブラリ

ー、そういったところと連携をしていくこ

とで、さらに、新幹線公園の価値向上とい

うのは、上がっていくのかなと思います。 

 そして、同時にですね、健都の明和池公

園も併せまして、にぎわいづくりを成功さ

せていくということが、本市における公園

の魅力向上に必要かなと考えております。

ここの二つは、まさに便利性と魅了という

のを備えていると思いますので、そして、

この成功というのが、鳥飼まちづくりでの

公園の魅力化にも応用できるのではない

かなと考えておりますので、様々に挑戦し

ていただきたいなと思います。これも要望

とさせていただきます。 

 以上です。 

 最後、６番目ですね。阪急正雀駅南側の

自動車駐車場につきまして、料金を下げた

ということで、１３ポイントも利用者がふ

えたというところについては、高く評価を

いたします。少しでも多くの方に使ってい

ただけるように、そして、有効活用できる

ようにしていただくということが、非常に

重要になってまいります。 

 また、こちら以前からもずっと要望して

おりました阪急正雀駅南側において、１２

５ｃｃ以上の中型バイクが置ける場所が

ないというところでも、今年ようやく対応

していただき、中型バイクも置けるように

なったというところで、これも高く評価を

したいなと思います。ぜひ、こういった形

で市民ニーズにしっかりと対応していた

だければと思います。６番目も以上です。 

○三好義治委員長 川西課長。 

○川西防災危機管理課長 では、ご質問に

お答えいたします。 

 防災サポーターの有事の運用というご

質問でございました。防災サポーターの皆

さんに何か起こったとき、災害時にお願い

しておるのは、まず、自分の身の安全、家

族の安全が確認できましたら、速やかに一

番近い避難所に参集をしていただきたい

とお願いしております。 

 そこで、避難所で避難所運営のお手伝い

をお願いしておりますけれども、正直申し

上げて、職員並みの役割はなかなか求める
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のは、なかなか厳しいのかなと考えており

ます。 

 また、防災サポーターの皆さん、年齢も

様々です。高齢の方もおられますし、また、

自主防災会の役員の方も相当数おられま

す。その中で、具体的に有事の役割をどこ

までお願いできるかというところ、正直、

我々もどれぐらいお手伝いいただけるの

か、どこまで踏み込んでお願いできるのか

というところは、まだ具体的にはっきりと

申し上げれるような段階ではありません。

今、課題として皆さんいろいろ事情もある、

年齢も違う、体力的にもちょっといろんな

ばらつきがあるという中で、決めかねてお

るというのが、正直なところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、もう最後、意

見ということでさせていただきます。 

 今のご答弁ですと、全くまだ何も考えて

いないというようなことかなと思いまし

た。この防災サポーター制度の趣旨という

のが、この前の一般質問でも答弁がありま

した防災サポーターを初めとした地域の

皆様を中心に主体的に運営していただき

たい、避難所運営についてということの答

弁をしているわけですよね。それを実現す

るために、どのように防災サポーター制度

をさらに有事の運用面において取り組ん

でいくかというところが、やはり防災サポ

ーター制度の目的に沿うために、防災危機

管理課として、やっぱり実施をしていかな

ければならないのかなと思います。やはり

有事に補助していただかなければ、その制

度の意味がないわけでございます。それを

どこまで制度構築、有事での具体的行動を

計画して、担保を取るというところが、や

はり担当課に求められているのかなと思

います。 

 その有事において、避難所運営の中で市

職員をサポートするということで、ある避

難所で４人必要だったところが防災サポ

ーターに入ってもらうことで３人でよく

なり、一人余った市職員を復旧・復興対応

などに回せることができるということは、

非常に大事です。なぜなら、マンパワーが

復旧・復興には必要だということは、もう

大阪北部地震でも経験されているからで

す。 

 そういった意味で、防災サポーターをま

ず有効に活用するために、どのように出動

してもらうか、防災サポーターが１００人

いても、１００人全員が対応いただけるわ

けではないと思うんです。様々な事情があ

って、当然、本人が被災すれば出動はでき

ない、対応できないという方もおられます。

その中でも出てきていただいたら、どうい

うふうにローテーションを組んで、市職員

のサポートへ回ってもらうのか。そこをど

こまで防災危機管理課が、検討するかとい

うのは、非常に極めて重要になってくるの

かなと思います。 

 防災サポーターにどこまで求めるかと

いうところになってくるんですけども、や

はりその設定、要綱にも書かれているよう

に、しっかりそこの避難所運営を支援して

いただくという形で書いてあるんであれ

ば、まさに、それに基づいてしっかりと作

っていくという責任が、防災危機管理課に

はあるのかなと考えております。 

 そういった意味では、例えば、これは極

端な話ですが、要請に応じて出動された方

には、当然ながら、市職員の指示の下に動

いてもらい、その役割を果たせば、一定の

出動費用を支払うとか、いわゆる消防団の

ような出動費用というところも、検討する
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必要があるのかなと考えております。 

 防災サポーター制度、目的をしっかりと

果たせるように、責任を持って取り組むよ

うに、要望をさせていただきます。 

 そして、持続可能なものにしていただけ

るように、やはりこれが１０年、２０年、

摂津市が存続する限りは、防災サポーター

も一緒に存続して、しっかりと有事の対応

を市職員とともにやっていくというとこ

ろを、ぜひ考えていただきたいなと思って

おります。ぜひ、よろしくお願いをいたし

ます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 辰巳理事。 

○辰巳総務部理事 答弁をさせていただ

きます。 

 防災サポーター制度、いろいろご意見を

いただきまして、何も考えていないと言わ

れてしまいますと、非常に辛い部分があり

ますが、実際、このコロナ禍できっちりと

養成ができていなかったというのは現実

でございます。 

 ただ、今年度３期目として、きっちりと

体制を整えていきますので、我々として、

まず、防災サポーターにどうあっていただ

きたいのか。当然、当初に設定した趣旨と

いうのがございますので、そこに向かって、

じゃあ我々が何をしていくのかというこ

とを明確に、きっちりと計画を作りながら

防災サポーターの人材養成にも努めてい

きたいと思っております。 

 今回もそうなんですけれども、実際、活

動していただく場の提供であるとか、やっ

ぱり我々がどうしてほしいというのを、き

っちりと提示していかない限り、防災サポ

ーターが動けるはずがございませんので、

そこをしっかりとやっていきたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

○三好義治委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後３時１７分 休憩） 

（午後３時４５分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 引き続き、認定第１号所管分の審査を行

います。 

 補足説明を求めます。 

 大橋市長公室長。 

○大橋市長公室長 認定第１号、令和２年

度摂津市一般会計歳入歳出決算のうち、市

長公室が所管しております事項につきま

して、決算書の事項別明細書の目を追って、

その主なものについて補足説明をさせて

いただきます。 

 まず、歳入でございますが、４０ページ、

款１５国庫支出金、項２国庫補助金、目１

総務費国庫補助金は、特別定額給付金給付

事業に係る事業費及び事務費の補助金で

ございます。 

 ４６ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目１総務費府補助金は、人権相談等

に係る総合相談事業交付金でございます。 

 ５２ページ、項３委託金、目１総務費委

託金は、人権啓発活動事業全般に係る人権

啓発活動委託金でございます。 

 ５４ページ、款１８寄附金、項１寄附金、

目１寄附金は、人間基礎教育に係る事業へ

の指定寄附金でございます。 

 ５８ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、広報課における広報紙広告掲

載料、ホームページ広告掲載料、人事課に

おける退職手当等上下水道事業会計負担

金及び派遣職員給与等負担金、人権女性政

策課におけるパープル・オレンジリボン運

動啓発バッチ売却収入などでございます。 

 次に、歳出でございますが、一般会計全
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体に係ります人件費関係の決算につきま

しては、決算概要２４ページの給与費決算

額調べに記載をいたしております。 

 令和２年度に支出いたしました給与費

の総額は６０億７，７９７万５，６７８円

で、前年度に比べ１７．６％、９億７９９

万５，１１５円の増額となっております。

これは、令和２年度からの会計年度任用職

員制度の開始に伴い、その報酬や期末手当

等を給与費として計上することとなった

ことが主な要因でございます。 

 給与費の内訳といたしましては、報酬で

９億９，３５３万４，５０５円、給料で２

１億３，２７０万６，４２１円、職員手当

等で２０億１，３９８万４，８９６円、共

済費で９億３，７７４万９，８５６円の執

行となっております。給料では、前年度に

比べ１．６％、３，２８７万９，３６１円

の増額となっており、これは会計年度任用

職員制度の開始に伴い、フルタイム会計年

度任用職員への給料として３，３７４万６，

０６０円が執行されたことが主な要因で

ございます。 

 職員手当等では、前年度に比べ４．８％、

９，２９６万１，０５７円の増額となって

おり、これは会計年度任用職員制度の開始

に伴い、期末手当として１億５，７２０万

３，１９４円が執行されたことが主な要因

でございます。 

 次に、歳出の主な内容を一般会計歳入歳

出決算書によりご説明申し上げます。 

 まず、総務費についてご説明いたします。 

 決算書７４ページから８０ページ、款２

総務費、項１総務管理費、目１一般管理費

は、市長公室全般の事務執行に係る経費の

ほか、事務執行適正化第三者委員会開催に

係る委員報酬、秘書派遣、職員健康診断、

採用及び昇任試験問題の作成や職員研修

実施等に係る委託料、職員厚生会に対する

補助金、各種職員研修や全国市長会等の負

担金などでございます。 

 ８０ページから８２ページ、目２文書広

報費は、広報せっつの発行及び配布等に係

る経費のほか、ホームページの保守やシテ

ィプロモーションの推進に係る委託料な

どでございます。 

 ８４ページ、目５企画費は、政策推進課

の事務執行に係る経費のほか、第４次総合

計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略

の総括並びに行政経営戦略の策定に係る

委託料や鳥飼まちづくりグランドデザイ

ン策定に係る経費などでございます。 

 ８８ページ、目１１女性政策費は、男女

共同参画推進審議会開催に係る経費のほ

か、啓発紙の発行等に要した経費、男女共

同参画に関する市民意識調査に係る委託

料でございます。 

 ８８ページから９０ページ、目１２男女

共同参画センター費は、男女共同参画セン

ター運営に係る活動専門員等への報酬、各

種講座やウィズせっつカレッジ開催等に

係る経費のほか、女性問題相談事業に係る

委託料でございます。 

 ９４ページから９６ページ、目１７諸費

は、人権啓発等に係る経費でございます。 

 最後に、２３０ページ、４、出資による

権利でございます。一般財団法人アジア・

太平洋人権情報センター出捐金について

は、各団体からの出捐金で構成される基本

財産の一部が取り崩されたため、本市の権

利につきましても、当該出捐金割合に応じ、

８万２，４６１円の減額となったものでご

ざいます。 

 以上、市長公室の所管いたします決算内

容の補足説明とさせていただきます。 

○三好義治委員長 次に、池上総合行政委
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員会事務局長。 

○池上選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局長 認定

第１号、令和２年度摂津市一般会計歳入歳

出決算のうち、公平委員会、固定資産評価

審査委員会、選挙管理委員会及び監査委員

事務局に係ります項目につきまして、決算

書の目を追って補足説明をさせていただ

きます。 

 まず、歳入でございます。 

 ４４ページ、款１５国庫支出金、項３委

託金、目１総務費委託金、節３選挙費委託

金は、在外選挙人名簿登録事務委託金でご

ざいます。 

 次に、歳出でございます。 

 ８６ページ、款２総務費、項１総務管理

費、目７公平委員会費は、委員報酬及び事

務的な経費でございます。同じく、目８固

定資産評価審査委員会費は、委員報酬及び

事務的な経費でございます。 

 １０４ページ、項４選挙費、目１選挙管

理委員会費は、委員報酬及び事務的な経費

でございます。同じく、目２市長及び市議

会議員補欠選挙費は、令和２年９月２０日

執行の摂津市長選挙及び摂津市議会議員

補欠選挙の執行経費でございます。 

 主なものといたしましては、投票立会人

等の報酬、従事職員等の人件費及びポスタ

ー掲示場設営・撤去委託料などでございま

す。 

 最後に、１０８ページ、項６監査委員費、

目１監査委員費は、委員報酬及び図書の追

録などに係る事務的な経費でございます。 

 以上、決算内容の補足説明とさせていた

だきます。 

○三好義治委員長 岩見会計管理者。 

○岩見会計管理者 引き続き、会計室所管

分、認定第１号、令和２年度摂津市一般会

計歳入歳出決算の主なものにつきまして

補足説明させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 決算書５６ページ、款２０諸収入、項２

市預金利子、目１市預金利子は、歳計現金

などに係る預金利子でございます。 

 続いて、６２ページ、項４雑入、目２雑

入のうち、６３ページ下から３段目に記載

しております会計室分上下水道事業会計

からの収入は、指定金融機関に対する派出

窓口業務事務手数料を市会計と水道及び

下水道事業会計で３等分し、その３分の２

を実費負担分として収入したもの及び上

下水道部が徴収しております上下水道料

金の口座振替手数料を一括して市会計か

ら金融機関に支払っておりますことから、

その実費分を水道事業会計から収入した

ものでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 決算書７６ページでございます。 

 会計室に係るものといたしましては、款

２総務費、項１総務管理費、目１一般管理

費のうち、需用費は庁内に配布いたしまし

た事務用品などの購入経費でございます。 

 次に、８２ページ、目３会計管理費は会

計室の出納事務に係る経費で、主なものは、

役務費手数料の派出窓口業務事務手数料

や口座振替手数料などの費用、また支払い

に必要な資金移動に係る回線使用料など

の経費でございます。 

 以上、簡単ではございますが、補足説明

とさせていただきます。 

○三好義治委員長 明原消防長。 

○明原消防長 認定第１号、令和２年度摂

津市一般会計歳入歳出決算のうち、消防本

部所管事項につきまして、目を追って主な

ものについて補足説明をさせていただき

ます。 
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 まず、歳入でございますが、決算書３８

ページ、款１４使用料及び手数料、項２手

数料、目５消防手数料は、危険物設置許可

等及び検査手数料並びに保安三法設置許

可等及び検査手数料などでございます。 

 ５２ページ、款１６府支出金、項２府補

助金、目７消防費府補助金は、大阪航空消

防運営費補助金及び権限委譲交付金でご

ざいます。 

 ６４ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入は、消防団員退職報償費、消防賞

じゅつ金及び近畿道救急業務実施市町村

交付金などでございます。 

 次に、歳出でございますが、決算書１７

６ページ、款８消防費、項１消防費、目１

常備消防費は、消防救急救助等常備消防の

活動に係る経費でございます。主なもので

は、需用費は消防車両、消防庁舎の修繕、

施設の維持管理経費等でございます。 

 １７８ページ、役務費は、通信運搬費、

車両の保険料などの経費でございます。 

委託料は、消防庁舎設備に係る保守管理及

び清掃委託のほか、職員特別健康診断等に

係る経費でございます。 

 １８０ページ、備品購入費は、消防ポン

プ自動車、救命ボート等の購入に係る機械

器具費及び消防器具費等でございます。負

担金補助及び交付金は、大阪航空消防運営

費負担金のほか、指令センター共同運用等

に係る負担金などでございます。 

 目２非常備消防費は、消防団の運営及び

活動に係る経費でございます。主なもので

は、報酬は３４７名の消防団員の年間報酬、

報償費は１８名の消防団員の退職報償金

等、旅費は消防団員に支給する火災及び警

戒等の出動に係る費用弁償でございます。 

 １８２ページ、需用費は、消防団活動に

係る装備品、被服のほか、消防団車両の維

持・修繕等の経費でございます。委託料は、

第二分団屯所建設工事実施設計委託等に

係る経費でございます。工事請負費は、第

二分団屯所建設工事等の経費でございま

す。備品購入費は、小型動力ポンプの購入

に係る消防団器具費でございます。負担金

補助及び交付金は、消防施設整備費補助金、

消防団員等公務災害補償等共済基金負担

金等でございます。 

 以上、消防本部の所管いたします決算内

容の補足説明とさせていただきます。 

○三好義治委員長 説明が終わり、質疑に

入ります。 

 塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、決算概要のペー

ジに従いまして、質問させていただきます。 

 まず、４４ページ、人事管理事業、広告

掲載業務委託料です。この内容と、どのよ

うな募集選定をされたのかということに

ついて、まずお伺いします。 

 続きまして、同じく人事管理事業中、コ

ミュニケーション支援アプリ使用料３７

万１，８００円、どんなアプリを使用され

たのかということと、同じくアプリ、マイ

クレンタル料２万６，０００円です。２万

６，０００円を出すと結構いいマイクが買

えそうなんですけども、これは買うよりも

メリットがあったのかということで、お伺

いいたします。 

 続きまして、階層別能力開発事業、去年

もお伺いさせていただいたんですけども、

今回はこの階層別研修の中で、リスクマネ

ジメントに関する研修があったのかどう

かについてお伺いいたします。 

 ４番目、４６ページです。組織課題別能

力開発事業中の職員自主研究グループ補

助金、どのようなものを対象としているの

か、お聞かせください。 
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 続きまして、一般事務事業、事務執行適

正化第三者委員会委員報酬、これは何度も

お聞かせいただいているとは思うんです

が、どのような構成で、何回分の報酬とし

てお支払いされていたものか、お聞かせく

ださい。 

 続きまして、会計室ですが、４８ページ

に移りまして、庁内事務用品配布事業、印

刷製本費と、５０ページ、会計室の印刷製

本費１２万９，６９０円、これについて、

どのようなものかお知らせください。 

 一旦、４８ページに戻りまして、広報事

務事業の修繕料５７万円、一体、何の修繕

かということで、お伺いします。 

 続きまして、５０ページ、ホームページ

保守委託料と、これについて、カスタム

等々も含めた料金かということと、今、Ｌ

ＩＮＥアプリの運営もされておりますけ

ども、これが明細上、見えてこないので、

ＬＩＮＥアプリの運営はどういうふうに

されているのかということについてお伺

いします。 

 続きまして、シティプロモーション推進

事業、こちらは、シティプロモーション推

進業務委託料が執行率が低くて、この事業

の執行率を下げている要因と思うんです

が、この理由について、まずお伺いいたし

ます。 

 続きまして、５４ページ、鳥飼まちづく

りグランドデザイン策定事業、新規の部分

です。こちらも、執行率が３１％と全体的

に低くなっています。この執行率の低さに

ついて、ご説明お願いいたします。 

 続きまして、次が５６ページ、男女共同

参画計画推進事業中の男性の電話、これは

去年も聞かせていただいたと思うんです

けど、備考にあります「男性のための電話

相談を実施」と書いてあります。これが昨

年はたしか１件という答弁をいただいた

と思います。今年、何件の電話があったの

かということと、全体のうちのどのぐらい

かというのをお伺いいたします。 

 そして、この男女共同参画計画推進事業

のうちの報償金と、これに続く女性人材育

成事業の報償金４３万５，８００円、どの

ような人かということについてお伺いし

ます。 

 次、５８ページ、女性問題相談事業の女

性面接相談委託料と女性法律相談委託料、

全部で１７０万円ほど執行されています

が、この件数について、まずお伺いします。 

 次に、６２ページ、平和施策推進事業、

こちらが３２．４％と執行率が低くなって

おりますが、その理由についてお伺いしま

す。 

 続きまして、人権条例運用事業の人間尊

重のまちづくり審議会委員報酬、この審議

会の内容と報酬の説明をお願いいたしま

す。 

 続いて、摂津市人権協会活動補助事業、

これも執行率が低くなっているんですが、

その理由についてお伺いいたします。 

 続きまして、１７番目が人権啓発指導事

業中、人権啓発推進顧問報酬４１４万円、

これが執行率１００％になっているんで

すけども、これの中身と報酬の内訳につい

てお教えください。 

 続きまして、１８番目、同じく６２ペー

ジ、車窓広告事業の光熱水費、執行率が低

くなっております。恐らく電気代かと思う

んですが、電気代だったら、もうちょっと

正確に予算組みができるかと思うんです

が、この部分について説明をお願いいたし

ます。 

 ６４ページ、特別定額給付金給付事業、

この中で、手数料、執行率が低くなってお



- 60 - 

 

りますけども、この執行率の低さの理由に

ついて、説明をお願いします。 

 ２０番目が特別定額給付金窓口等業務

委託料、この業務委託選定に至った理由と

経緯を説明お願いいたします。 

 そして、２１番目が事務機器等借上料、

執行ゼロになっていますけども、その理由

をお聞かせください。 

 次に、７０ページ、選挙管理委員会運営

事業のＰＣＢ運搬等業務委託料、その中身

についてお教えください。 

 続きまして、市長及び市議会議員補欠選

挙事業中のポスター掲示場設営撤去委託

料、この撤去後の処理について、お伺いさ

せていただければと思います。 

 続きまして、今度、消防に移ります。 

 １３２ページ、消防職員教育訓練派遣事

業、消防総務課の救急救命士研修負担金、

１１７万円執行されておりますけども、こ

の内容と人数についてお伺いいたします。 

 次に、１３４ページ、消防活動管理事業

中の寝具借上料、１７８万円執行されてお

りますけども、これがどこから借り上げて

いるものかということと、借りないと駄目

なものなのでしょうかということで、お伺

いいたします。 

 続いて、一般事務事業、消防賞じゅつ金

１２０万５，４００円、割と聞き慣れない

言葉ではあるんですが、この令和２年度の

中身についてお伺いします。 

 続きまして、テレビ受信料、ＮＨＫの受

信料かと思うんですけど、これ、何台分の

受信料かということで簡単にお伺いしま

す。 

 ２８番目、救急安心センター負担金、こ

の救急安心センターについての説明をお

願いいたします。 

 続きまして、危険物規制事業、予防活動

研修負担金、どのような研修を行っている

のかについてお伺いいたします。 

 次に、保安事務事業の高圧ガス研修参加

負担金、これは、何名分かということでお

伺いしたいと思っています。 

 続きまして、３１番目が司令・通信事業

の指令センター共同運用等負担金、この負

担金の内訳についてお伺いさせていただ

きたいと思います。 

 続きまして、１３６ページ、消防署の救

助活動事業中、プール使用料１１万５，５

００円、何のための使用料かということで

お伺いします。 

 ３３番目、観察モニター等保守点検委託

料、観察モニターとは一体何のことでしょ

うかということで、まずお伺いします。 

 １回目、以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、１番目

から５番目までのご質問に答弁をさせて

いただきます。 

 まず、一つ目のご質問で、広告掲載業務

委託料の内訳、内容というご質問でござい

ましたけれども、これにつきましては、令

和２年度に初めて取り組むことになりま

したデジタルサイネージへの広告掲出に

係る委託の費用でございまして、これは鉄

道広告への掲出実績ですとか、デザイナー

を擁するなど、自社でデザインまで請け負

うような業者ということで、業務の見積も

り合わせを行いました随意契約で契約を

いたしたところでございます。この部分に

つきましては、採用試験の募集時期に合わ

せて広告を行っておりまして、場所としま

しては、ＪＲ大阪駅のコンコース内に平面

ディスプレイがございますが、そこに広告

を出すと、そういうような内容のものでご

ざいます。 
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 それから、二つ目のご質問でございます

けれども、コミュニケーションアプリ、マ

イクのご質問でございました。このアプリ

と申しますのが、音声認識の機能を使いま

して、視聴覚障害間のコミュニケーション

を図るためのアプリケーションソフトと

いうことでございまして、聴覚に障害があ

る職員でも、日常会話ですとか研修講師の

講義等、リアルタイムに文字変換されるた

めに、他者の発言内容を確認できるという

ようなものでございます。これは多様な職

員が活躍できるための合理的配慮の一環

として導入をいたしたものでございます。 

 また、マイクのご質問でございますけれ

ども、このマイクのレンタル料で対象にな

りましたマイクというのが手持ちマイク

ではございませんでして、会議等において、

中央に置いて集音するようなマイクとい

うことで、発言者にマイクを回さずに文字

化ができる程度の精度があるマイクとい

うことで、レンタルをさせていただきまし

た。 

 それから、３点目のご質問でございます

けれども、リスクマネジメント研修のご質

問でございます。 

 これまで研修において、リスクマネジメ

ント、リスク管理そのものにテーマを絞っ

た研修というのは実施しておりませんけ

れども、新規採用職員向けの研修、それか

ら役職への昇任、各職への新任となった職

員に対する研修、それから組織マネジメン

ト研修の際に、リスク管理を内容として盛

り込んでおります。具体的には、緊急性、

重要度の判断ですとか、日頃からの進捗確

認、問題発見力の向上、これらをテーマと

して、それらの研修の中に盛り込んでいる

ところでございます。令和２年度に関しま

しては、新型コロナウイルス感染症への対

策として、研修実施の見送りという判断が

一定ございましたので、結果としては新規

採用職員向け研修の実施のみということ

になってございますけれども、今後に向け

ましては、年間の研修計画の見直しも含め

て検討していきたいと考えているところ

でございます。 

 それから、４点目の自主研究グループの

補助金関係のご質問でございました。これ

につきましては、自主研究グループ、１グ

ループにつき活動経費として５万円を上

限に研究に要した費用、例えば視察等を行

えば旅費、それから有識者等に講義をお願

いすれば報償費ですとか、その他書籍を購

入する場合にはその費用も補助金として

支出をいたしております。令和２年度にお

きましては、ナッジ理論に関する研究とい

うことで、１グループ活動を行っておりま

して、書籍の購入費用として、その実績に

対する補助金として支出をいたしており

ます。 

 それから、５点目のご質問で、第三者委

員会のご質問でございました。委員報酬の

お問いでございましたけれども、第三者委

員会につきましては、弁護士ですとか公認

会計士など、有識者４名の委員の方々に全

６回にわたりまして会議を開催いただき、

１月中旬には中間報告を、３月末には最終

報告をご提出いただき、市長の諮問に対す

る答申を行っていただきました。この間、

４７時間ほどかけまして、委員としての職

務を担っていただいたところでございま

す。 

 それから、時間当たりの単価につきまし

ては、日本弁護士連合会のガイドラインに

沿った形で、時間当たりが１万１，０００

円ということで４７時間、それから４名分

ということで、この決算額として支出をさ
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せていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 岩見会計管理者。 

○岩見会計管理者 それでは、会計室係る

ご質問、印刷製本費に係る内容について説

明させていただきます。 

 まず、決算概要４８ページ、庁内事務用

品配布事業での印刷製本費でございます。

この印刷製本費につきましては、各種封筒、

市から発送いたします封筒、また賞状用紙

等の印刷をさせていただいているもので

ございます。この封筒等につきましては、

ロッドをふやすと単価を抑えられるとい

う効果がございますので、年間必要数を全

課へ調査しまして、また各イベント等で使

用される封筒等につきましても、一括して

見積もりを取らせていただき、発注するこ

とにより印刷経費の削減に努めていると

ころでございます。 

 続いて、５０ページの会計管理費の一般

事務事業、この印刷製本費につきましては、

会計室に係るものといたしましては、今、

ご覧になっていただいています決算書の

印刷にかかった経費でございます。なお、

この印刷につきましては、財政課のほうで

一括して入札をしていただいています。担

当しております財政課の決算概要、それと

上・下水道事業会計の決算書、また決算審

査の意見書などを、一括して入札すること

により、これも経費の節減に努めておると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、質問番

号８番から１０番、広報課に係ります質問

にお答えいたします。 

 まず、広報事務事業の修繕料の内容です

けれども、これは街角に設置しております

市の広報板の修繕費用でございます。なお、

令和２年度につきましては、老朽化した広

報板８台を修繕いたしております。 

 続きまして、ホームページの保守委託料

の件でございますけれども、市のホームペ

ージを２４時間３６５日、停止することな

く安定稼働を図るために、また遠隔による

有人監視体制による運用管理ですとか、シ

ステム障害が発生した際の迅速復旧等を

行っていただくために、ホームページ構築

業者であります株式会社スマートバリュ

ーに委託しているものであります。なお、

カスタマイズ費用につきましては含んで

おりません。 

 それと、あとＬＩＮＥの件ですけども、

自治体向けの公式ＬＩＮＥにつきまして

は、１カウントのみ無償での使用をするこ

とが可能となっております。 

 続きまして、シティプロモーション推進

業務委託料の執行率が低い理由でござい

ますけれども、昨年度、当初予算におきま

して、シティプロモーションサイト構築費

用２２０万円、庁舎壁面ＱＲコード設置に

係る費用４５０万円、大阪銘木イベントに

係る費用１５０万円の計８２０万円を計

上いたしておりましたけれども、そのうち

大阪銘木イベントにつきましては、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止の観点から

中止といたしましたので、執行がございま

せんでした。また、庁舎壁面ＱＲコードの

設置につきましては、新館庁舎の７階部分

に当たるところにインパクトのある４メ

ートル四方のＱＲコードを掲示する予定

にしておりましたけれども、プロポーザル

実施前に再度、看板設置業者等に現場を確

認していただきましたところ、掲示するに

は庁舎壁面に穴を開けることになり、漏水

のリスクがあると指摘されたことを受け、
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他の方法も検討いたしましたけれども、安

全面の確保が難しいことから断念いたし

たところであり、未執行となっております。

ただ、その後になりますけれども、執行し

てない予算の一部２７４万４，０６０円を

使用させていただきまして、市のＰＴＡ協

議会と連携して、市役所本館庁舎を使用し

たブルーイルミネーションを実施させて

いただいたところででございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 湯原参事。 

○湯原政策推進課参事 それでは、鳥飼ま

ちづくりグランドデザイン策定事業に係

ります執行率についてご答弁申し上げま

す。 

 執行率の要因でございますが、大きく２

点ございます。報償金と普通旅費に係る執

行状況が要因となってございます。 

 まず、報償金につきましては、今年度よ

り設置しております鳥飼まちづくりグラ

ンドデザイン策定委員会を運営するに当

たりまして、公共経営、地域産業政策、ま

ちづくりを専門に地域活性化等について

理論と実践の視点から研究をされている

学識経験者にアドバイザーという立場か

ら助言いただいたものとなっております。

令和２年度当初予算として、報償金２１万

円を計上させていただいておりますが、グ

ランドデザイン素案の作成に向け、まずは

地域の現状と課題整理という観点から、コ

ンサル委託業務の範囲で地元懇談会等を

通じ、地域住民からの声を聞きながら内容

を整理し、その内容についてアドバイスを

いただいたものでございます。 

 続きまして、普通旅費につきましては、

当初、先進地視察を予定しており、予算計

上させていただいたものでございますが、

新型コロナウイルス感染症の状況もござ

いまして、先進地視察の実施には至らず、

大阪府内での研修の参加等に係る費用を

執行させていただいたものでございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 続きまして、１

１番から１８番目のご質問に答弁させて

いただきます。 

 まず、男性のための電話相談についてで

すが、男らしさの固定観念などにより精神

面で孤立しやすい傾向にある男性を対象

とし、自らが抱える様々な問題を解決しよ

うとする人の相談を受けることで、その解

決に資することを目的として、男性のため

の電話相談を実施しております。令和２年

度の相談件数といたしましては５件の相

談を受けております。 

 続きまして、男女共同参画推進事業の報

償金についてご説明させていただきます。

先ほど申し上げました生き方や働き方、人

間関係などのさまざまな悩みをもつ男性

のための電話相談の報償費及び男女共同

参画推進審議会の公募委員の選考、摂津市

女性政策推進研究会における「性の多様化

に関するハンドブック」の校正に係る謝礼

として、報償金をお支払いさせていただい

ております。 

 続きまして、女性人材育成事業の報償金

についてご答弁申し上げます。政策方針決

定の場や地域活動などで活躍できる女性

の人材育成を目的として、ウィズせっつカ

レッジ全１０回の講座を開催しています。

令和２年度につきましては、自己表現をテ

ーマに、多様な視点、行動、スキルを身に

付け、自分らしく社会参画する方法を学ぶ

ために講座を開催いたしましたその講座

に関わります報償金です。 

 続きまして、女性相談事業の面接相談と

法律相談の件数についてご答弁申し上げ
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ます。女性面接相談に関しましては１３３

件、女性法律相談に関しましては７４件の

相談実績となっております。 

 続きまして、平和施策の執行率について

答弁を申し上げます。摂津市では、毎年７

月、８月を平和月間と定め、世界人権宣言

摂津連絡会議との共催により、平和コンサ

ートを初めとする様々な平和イベント事

業を実施しています。しかし、令和２年度

におきましては、平和イベントが新型コロ

ナ感染症により中止となりました。そのた

めに執行率が低かったものです。 

 続きまして、人権条例運用事業の審議会

の内容について答弁申し上げます。 

 人権条例運用事業の報酬については、摂

津市人間尊重のまちづくり条例第５条に

基づき設置しております審議会において、

本市の人権行政について審議をいただい

ております。１５名の委員に人権行政推進

計画の進行管理を行い、審議会にて報告を

行っているものです。 

 続きまして、人権協会の執行率について

答弁を申し上げます。摂津市人権協会は、

人権意識の高揚と定着を図り、安心して暮

らすことのできる明るいまちづくりを目

指して、各種人権問題について自主的に学

んだり、地域で啓発活動を展開していただ

いている市民団体であります。摂津市の特

色として、各校区に推進委員がおられ、地

元で密着した活動のための啓発活動費を

お渡ししております。しかし、コロナによ

り事業縮小され、執行率の低下となったも

のです。 

 続きまして、人権啓発推進顧問報酬につ

いて答弁申し上げます。摂津市人権啓発推

進顧問の方を３名委嘱しております。職務

内容としましては、人権意識の高揚を目指

し、庁内、市民団体、市内企業等の活動に

積極的に参加し、助言・指導を行うことや

情報提供を行ったりしております。あらゆ

る人権に関する問題について、市民の理解

と認識を深めるために市民団体、職員、市

内企業等へ講師として研修も行っている

ものです。 

 最後に、車窓広告について答弁申し上げ

ます。車窓広告事業につきましては、吹田

操車場跡地の公園整備地域内にあります

独立行政法人都市再生機構の看板の移管

を受けたことから、その看板を活用し人権

女性政策課で取り組んでいるまちづくり

を広くアピールするものであります。光熱

水費ですが、夏の日照時間を考慮しまして、

今年度、点灯時間を変更したことからの執

行率が低くなったものです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号

１９番から２１番までの特別定額給付金

事業に関わりますご質問にお答えいたし

ます。 

 まず、手数料の執行率が低いというご質

問でございますが、この手数料につきまし

ては、銀行の振込手数料になっております。

この予算を当初積算するときに、１件当た

り８８０円ということをお聞きしており

ましたが、この金額については、全国から

高過ぎるというご批判がありまして、最終

的には１件１１０円になったという経緯

がございます。その差額が未執行になって

おります。 

 次に、窓口業務委託料の選定の経緯でご

ざいますが、この事業に関しましては、令

和２年４月２０日に事業実施の閣議決定

が行われまして、これを受けて５月１１日

に委託契約をしております。その後、同日

に業務の開始もしておりまして、非常に短
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期間で業務を立ち上げなければならなか

ったという事情がございます。また、この

間、全国の自治体が一斉に業務委託、職員

派遣の契約に動きましたので、複数業者に

相談するということも難しかったという

事情もございます。そこで、本市において

同種の業務で実績のある事業者と随意契

約をすることにいたしました。 

 次に、事務機器の借上料につきまして、

執行がないというご質問でございますが、

これにつきましては、コピー機のレンタル

代などを想定しておりましたが、結果的に

窓口業務の委託の範囲内におきまして、機

器の調達・運用を委託したことから、当該

科目での執行はございませんでした。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、選挙管理委員会事務局に係ります

２２番目の質問と２３番目の質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、２２番目の質問でございます。Ｐ

ＣＢ運搬等業務委託料の中身でございま

すが、こちらは選挙備品を保管しておりま

す鳥飼書庫の蛍光灯の安定器にＰＣＢの

含有が認められましたことから、これを取

り外してドラム缶に密閉したものを鳥飼

書庫内では国が定める保管基準に基づい

た保管場所を確保することが難しいこと

から、専門の指定業者に中央環状線下のＰ

ＣＢ集積コンテナへの運搬とＰＣＢの処

理に必要な手続書類の作成を委託したも

のでございます。 

 続きまして、ポスター掲示板についてで

ございます。その処理についてということ

でございますが、掲示板は、その材質が再

生パルプ耐水ボードの材質になっており、

製紙業者が掲示板を選挙後、回収しまして、

リサイクル工場で原料を離解装置により

繊維部分と表面のポリフィルムを分離さ

せ、紙繊維部分をダンボール用の原紙等の

原料として再利用いただいているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小西参事。 

○小西警防第１課参事 それでは、決算概

要１３２ページ、消防職員教育訓練派遣事

業の中の救急救命士研修負担金の内容に

ついてご答弁申し上げます。 

 救急救命士として国家試験に合格した

後、就業前病院実習や生涯教育病院実習な

ど病院で研修を行い、気管挿管や薬剤投与

など特定行為を行うことができるように

なります。その派遣に係る経費を救急救命

士研修負担金として計上しております。令

和２年度におきましては、合計１８名を派

遣いたしております。なお、令和３年４月

１日現在におきまして、救命士の数は３５

名で、運用救命士は２７名でございます。

運用救命士のうち、気管挿管資格救命士は

２３名で、薬剤投与資格救命士は２７名で

ございまして、その両方の資格を持ってい

る救命士は２３名でございます。現在、４

隊ある救急隊全ての隊で救急救命士の常

時２名体制が確立できておりますが、今後

におきましても、常時２名体制が維持でき

るよう努力しているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、決算概要

１３４ページ、消防活動管理事業の寝具借

上料でございますが、これは２４時間勤務

者の仮眠用の上下の布団、枕、それぞれの

カバー及び上下毛布等の借上料でござい

ます。令和２年度当初では、３３組分を計
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上いたしておりましたが、コロナ禍におけ

る職場内の感染拡大防止及び業務継続計

画等の観点から、指令センター員を除く職

員全員に個人対与するため、令和２年６月

第３号補正で、カバー３点セット、６１組

分の増額をお願いし、追加していただきま

した。当初予算１１９万３，０００円に追

加分の９２万円を併せまして、予算現額は

２１１万３，０００円となっております。

決算額といたしましては、当初の３３組分

に加えて、必要となりました４６組分のカ

バー代を併せ、１７８万１，９４５円とな

っております。 

 続きまして、消防賞じゅつ金についてお

答えいたします。消防賞じゅつ金は、消防

職員及び消防団員が職務遂行によって死

亡した場合や負傷した場合において、功労

の度合いや被害の度合いに応じた金額を

支給する制度でございます。賞じゅつ金の

額については条例で定められており、本市

は大阪市町村消防財団による賞じゅつ金

保てん給付事業に加入しており、年度ごと

に負担金を支払っております。摂津市が支

払った賞じゅつ金については、財団から保

てん給付されます。 

 賞じゅつ金の種類につきましては、殉職

者特別賞じゅつ金、殉職者賞じゅつ金、障

害者賞じゅつ金、傷害者賞じゅつ金の４種

類となっております。令和２年度では、２

名の職員に賞じゅつ金が支給されており

まして、１名につきましては、残存した障

害の度合いと功労が判定基準となる障害

者賞じゅつ金、ほか１名につきましては、

休業した日数が金額の算定基準となる傷

害者賞じゅつ金の合計１２０万５，４００

円を支給しております。 

 続きまして、テレビ受信料の内容につい

てお答えいたします。テレビ受信料につき

ましては、ＮＨＫの受信料で、消防本部庁

舎分３台につきましては、市が一括で資産

活用課が支払っており、決算額の５万６，

９５７円につきましては、出張所３台分と

車両２台分でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 林参事。 

○林警備課参事 それでは、質問番号２８

番目、救急安心センターおおさかについて

ご説明申し上げます。 

 救急安心センターおおさか、突然の病気

やけがで困ったときに、２４時間３６５日、

いつでも相談できる電話相談窓口として、

平成２１年１０月に大阪市消防局内で開

設されまして、専用番号♯７１１９または

０６－６５８２－７１１９で救急医療相

談及び医療機関等の問い合わせに対応い

たしております。当初は、大阪市単独で運

用されていましたが、翌年の平成２２年４

月、本市も加わり、１６市での運用となり、

その年の１２月１日からは大阪府内全市

町村による共同運用を行っておるもので

ございます。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原予防課長 質問番号２９番と３

０番の予防課所管のご質問にご答弁申し

上げます。 

 まず、危険物規制事業の予防活動研修負

担金についてでございますが、これは危険

物取扱者乙種第４類の免状取得のための

養成講習代金３名分となります。 

 この研修につきましては、職員が危険物

災害の対応や破壊器具のエンジンカッタ

ー、発動発電機の給油等、日頃から危険物

を取り扱うことが多いことなど、消防法の

危険物に関する知識の向上のための研修

と位置付けております。 

 続きまして、保安事務事業の高圧ガス研
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修参加負担金についてでございますが、高

圧ガス保安法、液化石油ガスの保安の確保

及び取引の適正化に関する法律及び火薬

類取締法の３法の研修でございまして、こ

の研修のうち、七つの研修に対しまして９

名分の負担金でございます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 林参事。 

○林警備課参事 それでは、３１番目、指

令センター共同運用負担金の内訳につい

てご答弁申し上げます。 

 令和２年度の額は、決算書１８１ページ

に記載のとおり、２，９７０万３，２４１

円でございます。ここに人件費は含まれて

おりません。 

 負担金の内訳としましては、指令センタ

ーに設置する指令台機器及び無線機器の

指令センター保守業務管理委託料、こちら

が２，３５８万９，２１４円、電話やデー

タ通信料などの通信運搬費、こちらが２９

３万７，２６２円、光熱水費１３９万３，

４７２円、この３項目で全体の９４％を占

めております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 橋本次長。 

○橋本消防本部次長 それでは、プール使

用料についてのご質問にお答えいたしま

す。 

 このプール使用料につきましては、民間

のダイビングプールを借用いたしまして、

潜水訓練を実施するための使用料でござ

います。本市には淀川、神崎川、市場池等、

多数の河川、池が存在しており、それに伴

いまして、水難救助事案が発生しておりま

すことから、救助隊が保有するダイビング

資器材を使用して、潜水活動に必要な技術

の取得及びスキルの向上を目的に訓練を

実施しております。 

 主な訓練内容といたしましては、基本的

な潜水技術の訓練、それと水中での一定範

囲に検索ロープを設定し、範囲内の要救助

者を検索する水中検索訓練等でございま

す。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小西参事。 

○小西警防第１課参事 それでは、質問番

号３３番、観察モニターの内容についてご

答弁申し上げます。 

 観察モニターにつきましては、救急車４

台に積載しているものであり、傷病者のバ

イタルの観察には欠かせない資器材であ

ります。 

 観察モニターでできることといたしま

して、傷病者の脈拍、血圧、呼吸数、血中

酸素飽和度の測定のほか心電図の測定が

できます。また、測定値のアラーム設定を

初め、胸の痛みを訴えたり意識状態の悪い

傷病者に対しては、１２誘導による詳細な

心電図測定もできるため、重篤な循環器疾

患を疑う波形の発見に大きく貢献してお

り、適切な医療機関への搬送につなげるこ

とが可能となっております。以上です。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 まず、１番目、掲示広告掲載業務委託料

ですけども、デジタルサイネージを使った

ＪＲ大阪駅での広告ということで、先進的

な思い切ったことをやらはったなという

ことで、面白い募集だったと思うんですけ

ども、実際、その効果についてどうだった

かというのをお教えいただければ幸いで

す。 

 続いて、コミュニケーションアプリです

けども、これは内容を理解いたしました。

これはもう要望にとどめますけども、最近

は割とテレワーク化が進んだことによっ
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て、通常のマイクで発音した音声が字幕と

して再生されるというような、そういうア

プリケーションもありますので、そういっ

たアプリケーションの活用とかも視野に

入れていただいて、全庁的にこういったも

のを取り入れて、簡単な議事録も作れるよ

うになっていますので、こういったことも

視野に入れていただければいいのかなと

思います。これは要望にしておきます。 

 そして、３番目、階層別研修で組織マネ

ジメント研修の際にリスク管理の内容を

盛り込まれたいうことなんですけども、や

っぱりその辺がリスクマネジメントをし

っかりできていたかどうかということで、

我が身に置き換えたかどうかということ

が、繰り返しになりますけども、結局、そ

れがこの前の悲惨な幼児の虐待死につな

がったんじゃないかなと思います。去年も、

現にこの場所でスペースシャトルチャレ

ンジャーの事故の件を挙げさせていただ

いて、リスクの重要性というのを訴えさせ

ていただいたので、やっぱりそこの部分を

しっかりと捉えていただいて、研修に取り

入れていただいて、今後につなげていただ

きたいなと思います。これも要望にします。 

 職員の自主研究グループ、これも何かか

なりマニアックな自主研究をされたのか

なと聞く限り思ったんですけども、そうい

った職員の自主研究をどんどん進めてい

ただくと非常にありがたいので、負担のな

い程度に皆さんやっていただければいい

かなと思います。これも結構です。 

 ５番目、第三者委員会委員報酬、これも

４７時間分、時間当たりが１万１，０００

円ということです。大体の相場が弁護士に

３０分相談したら５０００円ほどですの

で、相場からそんなに離れてないのかなと

いうところで、これも理解いたしました。

ありがとうございます。 

 ６番目、会計室の印刷製本費、これも封

筒を一括発注したり、決算書も入札形式で

されていたりして、努力していただいてあ

りがとうございます。できれば、僕はペー

パーレスのほうがありがたいですけども、

今後、全庁的にもその辺は取り組んでいた

だければと思います。 

 次に、広報修繕費、広報板の修繕費とい

うことで理解いたしました。 

 ちなみに、これ、何か所かというのは今、

お分かりになりますか。これ、ちょっとお

伺いいたします。 

 次に、ホームページに関しては分かりま

した。ＬＩＮＥアプリに関しても、１アカ

ウント無料ということでした。ＬＩＮＥア

プリは非常に便利ですので、また今後も広

げていってくださればと思います。 

 ちなみに、今の登録者数ってどのぐらい

かというのを教えてください。 

 次に、シティプロモーションです。執行

率ですけども、鳥飼銘木のイベントの中止

とか、ブルーイルミネーションとかとある

んですけど、１１月１日の段階で、摂津市

のユーチューブの公式チャンネル登録者

数は１０４名だったと思うんです。高評価

が多くても四つとかです、大体、僕が押し

ているんですけど。そうなっているんです

けど、ただ、ちょっとＬＤＬコレステロー

ルの動画があったんですけど、７００回再

生ぐらいあって、結構、そういう興味のあ

ることに関しては皆さん見られるんやな

と思いました。登録者数以上に閲覧数があ

るということは、そういう興味のあること

はやっぱり皆さん見はるということなの

で、シティプロモーションに関しても、こ

ういった興味のあることをメーンにして

打ち出していっていただければ、また閲覧
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も伸びるんじゃないかなと思いますので、

そういった方策を研究していただければ

なと思います。これ、要望にしておきます。 

 鳥飼まちづくりなんですけども、これも

コロナ禍の中でいろいろとできずに、鳥飼

の方々にとってはかなり重要度の高い案

件ですので、コロナ禍の中でも執行率を上

げつつ、しっかりとしたグランドデザイン

を作るように要望としておきます。 

 １１番目、男女共同参画の男性の電話相

談なんですけども、令和２年度５件という

ことで、ふえてはいるんですけども、まだ

まだ少ないのかなと思います。男性は強が

っていても弱い生き物なので、結局、自殺

率が高かったりしますし、その辺はやっぱ

り電話相談の窓口を周知していただいて、

広げていただければということで、これも

要望にしておきます。 

 女性の人材育成の報償金、これもウィズ

せっつカレッジ、私もウィズせっつの講座

を受けたことがありました。要は、男性が

どのように育児に関わっていくかという

ことで、いろんな男性の関わり方もあると

思うので、そういったことも含めて、また

やっていただければなと思っています。こ

れも要望にしておきます。 

 １３番目、女性の面接相談とか法律相談

の件なんですけども、これについて、昨年

度は女性の自殺者のほうが多くなってし

まったという、逆転現象が起きたという報

道がありました。やはりコロナ禍の中で女

性の貧困というのが非常に問題になって

いるんじゃないかなと考えています。その

中では、面接相談と法律相談になっていま

すけど、面接ではなかなか言えない相談と

いうのも結構あるんじゃないかなと思っ

ているんです。そういったことも拾い上げ

ていただいて、女性の命を救うとか生活を

守るということに対して力を尽くしてい

ただければと思って、これも要望にします。 

 平和施策推進事業ですけども、これはコ

ロナ禍の中で、大変残念ではありますけど

も、またコロナの中でも参加できる様式に

変わっていくと思いますので、来年は平和

イベントに参加していただければなと思

います。 

 １５番目、人権条例運用事業の報酬です

けども、審議会の内容、これ、１５名分と

いうことで、これも理解いたしました。あ

りがとうございます。 

 １６番目、摂津市人権協会補助金、これ

もやっぱりコロナがどうしても影響して

いるんだなというところで、コロナの中で

ニューノーマルと言われる生活様式を取

り入れながら、どう活動していくかという

ところをよく話し合って、研究していただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

 人権啓発顧問報酬ですけども、３名分と

いうことで、助言と指導をしていただいて

いることに非常に感謝するとともに、また、

お話もいろいろ伺うことができればなと

思うこともあるので、またよろしくお願い

します。ありがとうございます。 

 車窓広告事業ですけれども、ＪＲの線路

沿いに見える看板かなと思っています。こ

れについては、暗くなったら点灯するみた

いな仕組みに変えた方がいいんじゃない

かなと思いますので、よろしく願いします。 

 特別定額給付金ですね、銀行の振込手数

料が８８０円というのは考えれないので、

文句が出るのは当たり前だと思います。普

通でも４４０円、それでも高いと思ってい

るのに、これを減額していただいたという

ことで、理解いたしました。 

 業務委託料については、もう時間もない

中で、致し方なかったのかなと思います。
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実績のあるところを選んでいただいたと

いうことで、滞りなく執行できたというこ

とはよかったなと思います。 

 事務機器については理解いたしました。

ありがとうございます。 

 続いて、ＰＣＢの運搬等についてですが、

鳥飼書庫からの移動ということなんです

けども、水みどり課ではＰＣＢの廃棄処分

委託料ということで、もう処分されてしま

っているんですよね。なので、今回は運搬

で集めたとのことです。一方では、処分し

てしまっているということで、行き違いな

部分があるため、やっぱりそこは横の連携

をとっていただいて、移動するなら移動す

る、処分するならもう一括で処分するとい

うふうに決めていただけたらよかったん

じゃないかなと思います。今後、また見さ

せていただきます。 

 ２３番のポスター掲示場ですけども、私

もこれ、最近知ったんですけども、砕いて

燃やすと思っていたものを実は再利用す

るということで、茨木市なんかもそうされ

ているということで聞いております。カー

ボンニュートラルみたいなところにつな

いでいくのかなというところで、今後もこ

ういった取り組みをどんどん広げていっ

ていただければと思います。 

 続きまして、消防に移りまして、救急救

命士なんですけども、１８名派遣されまし

たということで、運用２７名、１日２０回

以上出動されているような激務の中で２

７名、大変ご苦労されているかなと思うん

ですが、これも内容を理解いたしました。

今後も運用人数をしっかりと維持してい

ただけるようにお願いいたします。 

 寝具借上料です。こういった取り組みが

必要だということは理解いたしました。あ

りがとうございます。 

 賞じゅつ金に関しましても、２名様分、

今回、負傷された方については本当に心か

ら感謝申し上げるとともに、また今後も消

防に関わっていただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 テレビ受信料、しっかりと払っていただ

いているということで理解いたしました。 

 救急安心センターですが、僕がＪＲ千里

丘駅の通路を通っているときに、♯７１１

９のポスターを見まして、初めて知ったん

ですよ。平成２１年度に開設と先ほどご説

明いただいたんですけど、この♯７１１９

があまりにもまだ知名度がすごい少なく

て、もっとより広く周知できる方法はない

のかなと思いました。軽症の患者を運ぶよ

りも重症の患者を優先すべきところ、救急

が入ってしまってというところがあると

思うので、より周知する方法については検

討いただいて、よろしくお願いいたします。 

 予防活動研修、これも３名分ということ

で理解いたしました。日頃からいろんな訓

練をされておられると思うので、これも継

続してやっていただいたらいいかと思い

ます。 

 保安事務事業の高圧ガス研修参加負担

金について、９名分ということで理解しま

した。高圧ガスも国家資格としてあると思

うんですけども、１種とか取ろうと思った

ら結構難しい試験なので、今後、より一層、

励んでいただいて、頑張っていただければ

と思います。 

 指令センターについては分かりました。

今、吹田市と２市で連携されていると思う

んですけども、その２市連携によるスケー

ルメリットみたいなものが分かれば、お教

えいただきたいなと思います。 

 続いて、プール使用料、これもやっぱり

水難救助、非常に重要視される部分である
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と思いますので、引き続きやっていただき

たいと思います。 

 ３３番、最後の観察モニターですが、こ

れも非常によく分かりました。現実問題、

僕も本年２月に自分自身が運ばれたとき

に、やっぱりベテランの救急隊員の方は心

電図を見て、ここがおかしいというのが分

かるんです。非常に大事なことですので、

この活用を今後、進めていただければと思

いますので、これは要望としておきます。 

以上、四つについてお願いいたします。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１番目の質問

の２回目のご質問にご答弁させていただ

きます。 

 広告に関する効果ということのお問い

であったかと思います。この採用の応募者

数の増ということが第１の目的というこ

とになりますが、一方で、シティプロモー

ションの観点も含めたデザインと、そうい

うことで考えておりまして、このデザイン

の選定に当たりましては、広報課、それか

ら業務委託先のデザイナーとも協議を重

ね、「ちっちゃな摂津の、でっかな野望」

ですとか「闘う公務員!!」などのキャッチ

コピーを墨字によるデザイン文字で表示

をした、そういう内容でございます。 

 この採用試験における応募者数の効果

ということで申し上げますと、全体応募者

の中で７．２％がデジタルサイネージを見

て試験があることを知ったということで

アンケートに回答しておりまして、これま

で実施をしておりました車内広告での効

果と比べますと、やや下回る結果になりま

した。ただ、摂津市ですとか採用試験の実

施、これを広く知っていただく手段・手法

ということで、今後も検討をしてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、２回目

のご質問にお答えいたします。 

 まず、広報板の件ですけれども、市内の

広報板につきましては、現在、市内全域で

２０４か所設置しており、昨年度は、その

うち老朽化した広報板８台を修繕いたし

ております。 

 次に、ＬＩＮＥの友達登録者数でござい

ますけれども、１２月９日現在で２万６，

５１２名でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 林参事。 

○林警備課参事 質問番号３３番目、指令

センターに係る２回目の質問にお答えし

ます。 

 簡単に申し上げますと、人、予算、受援

ということでございます。 

 まず、人でございますが、共同運用前は

１当務に指令業務を行う者が現場要員と

の兼務者を含めて１１名、２部交代勤務制

のため、２２名が関わっておりましたけれ

ども、吹田市と共同運用している現在は、

協議会派遣者の５名となっております。 

 派遣者数が少なくて済めば、その分、現

場活動要員として配置が可能となります。

現場活動要員が増加すれば、研修派遣機会

をふやすことができるため、摂津市消防本

部の人材育成が円滑に行え、全体のベース

アップが図れるというメリットがござい

ます。 

 予算についてでございます。 

 単独で消防通信指令設備を整備する場

合には、機器全てを本市のみで買い取りま

たはリースし、保守及びランニングコスト

も単独で負担しなければなりません。また、
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単独運用する場合、指令要員は現場活動要

員から除かれるため、同じ数の現場活動要

員を確保するためには人件費も必要とな

ることから、共同運用は予算的にも大きな

メリットと言えます。 

 受援でございます。 

共同で消防通信指令業務を行うことに

よりまして、摂津市内の救急車が全て出動

しているときに発生した救急事案に対し

て、応援出動をしていただいております。

また、市内で発生した建物火災におきまし

ては、摂津消防の火災指令が行われた後、

続けて吹田市の消防車１隊の応援出動指

令が行われ、いち早く応援に駆けつけてい

ただいております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 デジタルサイネージを使った取り組み、

今後もやっぱりふえていくと思います。こ

ういった流れをしっかりつかんでいただ

いて、また広告をやっていただければ、ま

た見たときに感想を述べさせていただこ

うと思います。 

 広告修繕箇所、分かりました。またちょ

っと広報板を見て回ろうかと思います。あ

りがとうございます。 

 ８万７，０００人余りの人口に対して２

万６，０００人というのは相当なすごい人

数が登録されているんだなということで、

こういったことをもっと活用していって、

何かにつなげていければなと思いますの

で、今後も引き続きよろしくお願いします。 

 そして、消防のスケールメリットも理解

いたしました。引き続き、また今後、北摂

地域での共同運用も控えていますので、そ

れに備えて、また周到に準備していただけ

ればと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○三好義治委員長 本日の委員会はこの

程度にとどめ、散会します。 

（午後５時１３分 散会） 
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